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第

一
節

性

質

一

差
止
命
令

(
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)
と
は
善
通
法
上
又
は
衡
平
法
上
の
権
利

(
l
e
g
a
l
 
o
r
 
e
q
u
i
t
a
b
l
e
 
r
i
g
h
t

)
が
侵
害
せ
ら

れ
又
は
侵

害
せ
ら
れ
る

・
處
あ

る
場
合

に
そ
の
侵
害
者
叉
は
侵
害
せ
ん
・こ
す
る
者
に
対
し

一
定
の
行
爲
を
爲
す
こ
と

を
禁
止
す
る
裁
判
所

の
命

令
で
あ

つ
て
、
衡
平
法
管
轄
権

(
e
q
u
i
t
a
b
l
e
 
j
u
r
i
s
d
i
c
t
i
o
n

)
の
下
に
於
て
嚢
せ
ら
れ
る
救
濟
方
法

(
r
e
m
e
d
y

)
即
ち
権
利

保
護

方

法
の

一
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
裁
判
所
の
命
令

に
從
は
ざ
る
,こ
き

は
そ
の
不
服
從
を
法
廷
侮
辱

(
c
o
n
t
e
m
p
t
 
o
f
 
C
o
u
r
t

)

へ註

一)

と
し
て

取
扱
ひ
そ
の
不
服
從
者
を

一
定
期
間
叉
は
裁
判
所
が
放
発
を
許

す
ま
で
監
獄

に
禁
錮

す
る

(註
二
)
。
即
ち
差
止
命
令
は
人

身
を
目
的
,こ
す
る
間
接
張
制
の
方
法
に
よ

つ
て
強
行
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
て

(註
三
)
、
こ
の
點

に
於
て
衡

平
法
管

轄
権
の
下

に

於
て
獲
せ
ら
れ
る
他
の
救
濟
方
法
た
る
特
定
履
行

(
s
p
e
c
i
f
i
c
 
p
e
r
f
o
r
m
a
n
c
e

)

(註
四
ど
こ
そ
の
軌
を

一
に
す
る
。

差

止
命
令

の
例
,こ
し
て
M
a
i
t
l
a
n
d

が
そ
の
"
E
q
u
i
t
y
"に
掲
げ
た
る
も
の

(註
五
)
を
こ

・
に
引
用
す

れ
ば

次

の
如

く
で
あ

る
。

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第

二
巻
第
二
號
)

(

三
)

三



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

四
)

四

  'L
et an injunction be aw

arded against the defendants the M
ayor, A

lderm
en and B

urgesses of L
eeds to re

strain the said defendants, their servants, agents and w
orkm

en from
 causing or perm

itting the sew
age of the 

borough of L
eeds or any part thereof to flow

 or pass through the m
ain sew

er or any other outfall into the 

river A
ire unless and until the sam

e shall be sufficiently purified and deodorised so as not to be or create a 

nuisance or becom
e injurious to the public health.' 

 'L
et the defendant E

 be restrained from
 infringing the plaintiff's trade m

arks registered under the T
rade 

M
arks R

egistration A
ct, 1875, or either of them

, and from
 selling or offering for sale any tea in, or from

 

otherw
ise using, w

rappers having im
printed thereon any im

itation or colourable im
itation of the plaintiff's 

trade m
arks or either of them

.' 

 'L
et an injunction be aw

arded to restrain the defendant from
 using or perm

itting to be used the prem
ises 

 calIed X
 or any part thereof for the purpose of balloon ascents, firew

orks, dancing, m
usic, or other sports or 

entertainm
ents, w

hereby a nuisance m
ay be occasioned to the annoyance or injury of any inm

ates of the a

sylum
 in the pleadings m

entioned.'



(
註

↓
)

平
井
氏
、
英
法
に
於
け
る
裁
判
所
侮
辱
の
史
的
背
景

、
加
藤
先
生
還
暦
祝
賀
論
文
集
八
一
二
二
頁
以
下
参
照
。

(註

二
)
こ

の
禁
錮
は
a
t
t
a
c
h
m
e
n
t

か

o
c
o
m
m
i
t
t
a
l

に
よ
つ
て
之
を
行
ふ
(
(
O
r
d
e
r
 
 
X
L
I
I
.
 
r
u
l
e
 
7
)
ｰ
 
J
u
d
i
c
a
t
u
r
e
 
A
c
t
,
 
1
8
7
3
,
 
3
6
 
&
 
3
7

V
i
c
t
.
 
c
.
 
6
6

以
前
に
於
て
は
こ
の
両
者

の
重
な
る
隔
別
は

8
ヨ
8
律

巴

は
爲
ず
べ
か
ら
ず
ざ
の
禁
止
命
令
に
違
反
し
だ
る
場
合
に
用
ひ
ら
れ

鋤
ワ

t
a
c
h
m
e
n
t

は
爲
ず
べ
し
ざ
の
命
令
に
違
反
し
た
る
場
合
に
用
ひ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た

(
I
n
 
r
e
 
E
v
a
n
s
,
 
C
1
8
9
3
)
 
1
 
C
h
.
 
2
5
2

)
。
今
は
判
決

の

執
行
に
關
す
る
限
り
に
於
て
は
こ
の
囁
別
は
な
く
な

つ
た
が
、
今
尚
手
綾
は
こ
の
雨
者
に
於
て
異
る
所
が
あ
る
。
詳
し
く
は
K
e
r
r
,
 
O
n
 
I
n
j
u
n
c

t
i
o
n
s
,
 
6
t
h
 
e
d
.
 
(
1
9
2
7
)
,
 
p
p
.
 
6
6
8
-
6
7
8
;
 
W
i
l
s
h
e
r
e
,
 
P
r
o
c
e
d
u
r
e
 
i
n
 
a
n
 
A
c
t
i
o
n
,
 
4
t
h
 
e
d
.
 
p
p
.
 
1
7
2
-
1
7
5

参
照
。

(註
三
)

こ
の
人
身
を
目
的
ざ
ず
る
こ
と
は
"
E
q
u
i
t
y
 
a
c
t
s
 
i
n
 
p
e
r
s
o
n
a
m
.
"

な
る
原
則

の
最
も
著
名
な
る

「
作
用
で
あ
る
。
之
に
反
し
我
が
國
法

の
認
む
る
間
接
強
制
方
法

(
民
訴
七
三
四
條
)
は
財
産
を
目
的
ざ
す
る
も
の
で
あ
る
o

(
註
四
)

拙
稿
、
英
法
に
於
け
る
椿
定
履
行

(
S
p
e
c
i
f
i
c
 
P
e
r
f
o
r
m
a
n
c
e

)
、
加
藤
先
生
還
暦
観
賀
論
丈
集
七
三
九
頁
以
下
参
照
。

(
註
五
)
p
p
2
5
4
,
2
5
5

二

差

止

命

令

は

そ

の
性

質

に

從

ひ

禁

止

的

差

止

命

令

(
p
r
o
h
i
b
i
t
o
r
y
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

・こ

命

令

的

差

止

命

令

(
m
a
n
d
a
t
o
r
y

i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)
と

に
分

つ
こ
と

が
出

來

る
o

(
イ
)

禁

止

的

差

止

命

令

(
p
r
o
h
i
b
i
t
o
r
y
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

は

叉
制

限

的

差
止

命

令

(
r
e
s
t
r
i
c
t
i
v
e
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

豫

備

的

差

止
命

令

p
r
e
v
e
n
t
i
v
e
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

漕

極

的

差

止

命

令

(
n
e
g
a
t
i
v
e
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)
と

も

云

ひ

,

一
定

の
行

爲

を

爲
す

こ
と

又

は

一
定

の
行

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第

二
巻
第

二
脱
)

(

五
)

五



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

六
)

六

爲
を
継
続
す
る
こ
と

を
禁
止
す
る
命
令
で
あ
つ
て
、
不
法
な
る
行
爲
を
豫
防
す
る
爲
に
用
ひ
ら
れ
、
差
止
命

令
の

一
般
的
な
場
合
で

あ
る
。
例

へ
ば
隣
地

へ
汚
水
を
流
す
こ
ぐ
」を
禁
止
す
る
が
如
き
命
令
で
あ
る
。

(
ロ
)
命
令
的
差
止
命
令

(
m
a
n
d
a
t
o
r
y
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)
は
叉
強
制
的
差
止
命
令

(
c
o
m
p
u
l
s
i
v
e
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)
積

極
的

差
止

命

令

(
p
o
s
i
t
i
v
e
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)
,こ
も
云
ひ
、
既
に
爲
さ
れ
た
る
不
法
な
る
行
爲
に
対
す
る
救
濟
を
與

へ
る
爲

に
積
極
的
に

一
定
の
行
爲

を
爲
す
こ
と

を
命
じ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
差
止
命
令
の
例
外
的
な
場
合
で
あ
る
。
例

へ
ば
他

人
の
採
光
権

(
r
i
g
h
t
 
o
f
 
l
i
g
h
t

)
を
侵

害
し
て
建
築
し
た
る
建
築
物
の
取
殿
を
命
ず
る
が
如
き
命
令
で
あ
る
。
こ
の
命
令
は
差
止
と

い
ふ
方
面
よ
り
考

へ
れ
ば
既
に
存
す
る

不
法
な
る
状
態
を
継
綾
せ
し
む
る
こ
S
を
差
止
め
る
も
の
で
あ

つ
て
、
昔
は
差
止
命
令
の
性
質
上
こ
の
命
令
も
か
く
の
如
き
溝
極
的

形
式
を
以
て
爲
す
べ
き
も
の
ミ
考

へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
即
ち
前
例
の
場
合
に
於
て
は
右
建
築
物
を
そ
の
土
地
の
上
に
建
た
せ
て
置
く
こ

ε
を
禁
止
す
ー、一
の
形
の
命
令
を
褒
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
か
・
る
場
合
に
は
正
面
よ
り
積
極
的
形
式

(
即
ち
右
建
築
物
を

取
殿
す
べ
し
ーこ
の
形
)
を
以
て
こ
の
命
令
を
磯
す
る
や
う
に
な
つ
た

(註
六
)

(註
七
)
。

(註
六
)
J
a
c
k
s
o
n
 
v
.
 
N
o
r
m
a
n
b
y
 
B
r
i
c
k
 
C
o
.
,
 
 
(
1
8
9
9
)
 
1
 
C
h
.
 
4
3
8
.

・

(註
七
)

命
令
的
差
止
命
令
の
文
献
と
し
て
J
a
c
o
b
 
K
l
e
i
n
,
 
M
a
n
d
a
t
o
r
y
 
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n
s
,
 
1
2
 
H
a
r
v
.
 
L
.
 
R
e
v
.
 
9
5
-
1
1
8
,
 
(
1
8
9
8
)

が
あ

る
o



三

次
に
差
止
命
令
を
そ
の
効
力
存
続

期
間
よ
り
見
て
永
久
的
差
止
命
令

(
p
e
r
p
e
t
u
a
l
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

《
b中
間
的
差
止
命
令

(
i
n

t
e
r
l
o
c
u
t
o
r
y
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)
と
に
分
つ
こ
・こ
が
出
來
る
。

(
イ
)
永
久
的
差
止
命
令

(
p
e
r
p
e
t
u
a
l
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n
,
 
p
e
r
m
a
n
e
n
t
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)
は
又
終
局
的
差
止
命
令

(
f
i
n
a
l
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

く
、も
云
ひ
、
原
告
の
構
利
の
存
在
及
び
侵
害
の
現
存
叉
は
侵
害
の
處
の
存
在
が
終
局
的
に
決
定
さ
れ
た
る
後

に
襲
せ
ら
れ
る
も
の
で

あ

つ
て
、
永
久
的
に
被
告
に

一
定
の
行
爲
を
爲
す
こ
と

を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
ロ
)
中
間
的
差
止
命
令

(
i
n
t
e
r
l
o
c
u
t
o
r
y
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)
は

又

一
時

的

差

止

命

令

(
p
r
o
v
i
s
i
o
n
a
I
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n
,
 
t
e
m
p
o
r
a
r
y

i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)
豫
備
的
差
止
命
令

(
p
r
e
l
i
m
i
n
a
r
y
 
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)
,こ
も
云
ひ

(註
八
)
、
こ
の
差
止
命
令
は
當

事
者
間

に
争

,こ
な

つ
て

ゐ
る
権
利
の
存
否
が
判
決
に
よ
つ
て
確
定
せ
ら
れ
る
に
至
る
ま
で
事
物
を
原
状

に

(
i
n
 
s
t
a
t
u
 
q
u
o

)
保
存

す
る
こ

・こ
を
目

的
・こ
す

る
も
の
で
あ

つ
て
、
訴
訟
に
つ
い
て
の
被
告
召
喚
状

(
w
r
i
t
 
o
f
 
s
u
m
m
o
n
s

)
饗
行
後
換
言
す
れ
ば
訴
の
提

起
後
は
事

件
に
つ
い
て

の
審
理
前

、こ
錐
も
之
を
饗
す
る
こ
・こ
が
出
來
、
そ
の
効
力

は
事
件
の
審
理
あ
る
ま
で
又
は
更
に
新
な
る
命
令
の
蛮
せ
ら
れ
る
ま
で
叉

は
事
件

に
つ
い
て
の
判
決
あ
る
ま
で
暫
時
存
続
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
即
ち
永
久
的
差
止
命
令
は
終
局
的
救
濟
方
法
た
る
に
対
し
中
間

的
差
止
命
令
は

一
時
的
救
濟
方
法
で
あ
る

(註
九
)
。

こ
の
差
止
命
令
は
そ
の
申
立
あ
り
た
る
こ
,・・を
相
手
方
に
適
法
に
通
知
し
た
る
後
に
嚢
せ
ら
れ
る
の
を
通
常
ご
す
る
が
、
急
迫
な

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

七
)

七



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
貌
)

(

八
)

八

る
場
合
に
は

一
方
的
に

(
e
x
 
p
a
r
t
e

)
即
ち
相
手
方
に
審
理
を
受
け
る
機
會
を
奥

へ
ず

に
も
焚
せ
ら
れ
る
こ

ミ
が
あ
る

(註

一
〇
)
。

か

・
る
差
止
命
令
を
特
に

一
方
的
差
止
命
令

(
(
e
x
 
p
a
r
t
e
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n
)

云
ふ
。

而
し
て
か
く
差
止
命
令
を

一
方
的
に
付
與
す
る

場
合

に
は
通
常
は
差
止
命
令
の
性
質
を
有
す
る
臨
時
的
命
令

(
i
n
t
e
r
i
m
 
o
r
d
e
r

)
即
ち
臨
時
的
差
止
命
令

(
i
n
t
e
r
i
m
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

が
與

へ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
而
し
て
こ
の
臨
時
的
差
止
命
令
は
極
め
て
短
か
い
期
間
効
力

を
有
す
る
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
つ
て
、

原
告
は
そ
の
間
に
差
止
命
令
の
申
立
を
被
告
に
通
知
し
更
に
差
止
命
令
を
得

べ
き
で
あ
る
。
即
ち

一
方
的
差
止
命
令
は
通
常
臨
時
的

差
止
命
令
で
あ
る
。
臨
時
的
差
止
命
令
も
亦
争
あ
る
事
件
に
關
し
事
物
を
原
状
に
保
存
す
る
こ
と

を
目
的
,こ
す
る
差
止
命
令
で
あ

つ

て
中
間
的
差
止
命
令
の

一
種
で
あ
る
ε
い
ふ
ご
・こ
が
出
來
る
。

中
間
的
差
止
命
令
は
當
事
者
間
の
権
利
の
存
否
を
確
定
す
る
こ
・こ
を
目
的
、こ
す
る
も
の
に
非
ず
し
て
、
そ
の
構
利
の
存
否
は
本
案

訴
訟
に
於
て
確
定
す
る
所
で
あ
る
が
そ
の
確
定
ま
で
の
問
事
物
を
原
状
に
保
存
す
る
に
非
ざ
れ
ば
重
大
な
る
損
害
を
生
ず
る
爲
之
を

豫
防
せ
ん
が
爲
事
物
の
原
状
維
持
を
命
ず
る
も
の
で
あ
る

(註

=

)
。

從

つ
て
原
告
は
こ
の
差
止
命
令
を
得

る
爲
に
は
永
久
的
差

止
命
令
を
得
る
場
合
の
如
く
に
は
自
己
の
糠
利
を
充
分
に
詮
明
す
る
こ
ミ
は
必
要
と
し
な
い
か
、
本
案
訴
訟

の
審
理
を
受
け
た
場
合

に
多
分
勝
訴
の
判
決
を
得
る
で
あ
ら
う
,こ
考

へ
ら
れ
る
程
度
に

一
慮
自
己
の
槽
利
を
謹
明
す
る
必
要
が
あ
る

(註
一
二
)
。

裁
判
所

は
差
止
命
令
を
與

へ
る
に
つ
い
て
は
常
に
便
宜
の
均
衡

(
b
a
l
a
n
c
e
 
o
f
 
c
o
n
v
e
n
i
e
n
c
e

)
を
考
慮

に
入
れ

て
そ
の
許
否
を



決
す
る
も
の
で
あ
る
が

(註
一
三
)
、
中
間
的
差
止
命
令

(臨
時
的
差
止
命
令
を
も
含
む
)
は
右
の
如
く

存
否
未

定
の
標
利

を
保
護

す
る
爲
に
饗
令
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
裁
判
所
は
そ
の
許
否
に
當
つ
て
は
爾

一
暦
便
宜
の
均
衡
を
考
慮

す
る

(註

一
四
)
。
即
ち
差

止
命
の
爽
令

を
拒
否
し
て
置
い
て
若
し

本
案
訴
訟
審
理
の
結
果
差
止
命
令
を
付

與
す
べ
か
り
し
こ

・こ
が
明
確
に
な
の
た
る
場
合

に

原
告
が
蒙
る
損
害
-、}、

差
止
命
令
を
付
與

し

て
置

い
て
若
し
本
案
訴
訟
審
理
の
結
果
差
止
命
令
の
獲
令
を
拒
否
す
べ
か
り
し
こ
と

が
明
確
,、〕
な
り
た
る
場
合
に
被
告
が
蒙
る
損
害

,こ
を
比

較
し
、

前
者
が
後
者
よ
り
も
大

な
る
・こ
き
は
中
間

的
差
止

命
令

を
與

へ

(註
「
五
)
、
之
に
反
し
後
者
が
前
者
よ
り
も
大
な
る
ーこ
き
は
中
間
的
差
止
命
令
を
與

へ
な
い
(註

↓
六
)
。
而
し

て

そ
の
前
者
が
後

者
よ
り
も
大
な
る
こ
と
の
立
證

責
任
は
勿
論
原
告
に
存
す
る

(註
}
七
)
。

尚
裁
剃
所
は
通
常
中
間
的
差
止
命
令
の
許
否
の
條
件
と
し
て
當
事
者
の

一
方
に
搭
保
を
立
て
し
め
る
こ
と
に

よ
り
て
後

に
本
案
訴

訟
審
理
の
結
果
前
に
爲
し
た
中
間
的
差
止
命
令
の
許
否
の
不
正
當
な
り
し
こ
・こ
が
明
確
と

な
り
た
る
場
合
に
相
手
方
に
生
じ
る
べ
き

損
害
の
填
補
を
確
保
す
る
。
即
ち
裁
判
所
が
被
告

に
担
保
を
立
て
さ
せ
る
こ
哨こ
に
ょ
つ
て
原
告
に
生
ず
る
こ
と
あ
る
べ
き
損
害
を
確

保
す
る
こ
と
が
出
來
る
,こ
考

へ
且
被
告
が
そ
の
裁
判
所
の
要
求
す
る
担
保
を
立
つ
る
こ
と
を
承
諾

し
た
る
S
き
は
差
止
命
令
を
発
し

な
い

(註
一
八
)
。
被
告
に
要
求
せ
ら
れ
る
撰
保
は
事
件
の
情
況
に
ょ
り
て
異
る
。
例

へ
ば
そ
の

差
止
を
求

め
ら

れ
た
る
行
爲
が
利

盆
を
生
ず
る

も
の
な

る
ーこ
き

は
訴
訟
繋
厨

中
の
す

べ
て

の
利
益

の

計
算
書
を
保
存
す
る
こ
ミ
を

誓
約

す
る

(
u
n
d
e
r
t
a
k
i
n
g
 
t
o

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

九
)

九



英
法
に
於
け
る
差
吐
命
含
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

一
〇
)

一
〇

k
e
e
p
 
a
n
 
a
c
c
o
u
n
t

)
が
如
く
で
あ
る

(註

一九
)
。
叉
原
告
が
中
間
的
差
止
命
令
を
得

る
場
合

に
は
通
常

そ
の
携
保
・し
し
て

「
損
害

賠
償
の
誓
約
」

(
"
u
n
d
e
r
t
a
k
i
n
g
 
a
s
 
t
o
 
 
d
a
m
a
g
e
s
"

)
即
ち
後

に
本
案
訴
訟
審
理
の
結
果
差
止
命
令
を
畿

す
べ
か
ら
ざ
り
し
も
の
な

る
こ
ざ
が
明
ら
か
,、)な
つ
た
場
合

に
は
右
差
止
命
令
に
よ
り
て
被
告
に
生
じ
た
る
損
害
を
賠
償
す
べ
き
旨
の
誓
約
を
立
つ
る
こ
と

を

要
す
る

(註
二
〇
)

(註
一二
)
。
而
し
て
當
事
者
が
か
く
の
如
く
裁
剃
所
に
対
し

て
爲
し
た
る
誓
約

(
u
n
d
e
r
t
a
k
i
n
g

)
に
違
反

し

た

る
ミ
き
は
差
止
命
令
に
違
反
し
た
る
場
合
ミ
同
様
法
廷
侮
辱
と
し
て
禁
錮

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る

(註
二
二
)
。

尚
叉
中
間
的
差
止
命
令
は
梅
利
の
存
否
未
確
定
の
中
に
與

へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
積
極
的
行
爲
を
要
求
す
る
命
令
的
差
止
命

令

(
m
a
n
d
a
t
o
r
y
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)
は
中
間
的
差
止
命
令
,こ
し
て
與

へ
ら
れ
る
こ
と

は
極
め

で
稀
で

あ
る
。
實
例
,こ
し

て
は
探
光
櫨
侵

害

の
場
合
に
差
止
命
令
申
立
の
通
知
あ
り
た
る
後
叉
は
訴
訟
に
つ
い
て
の
被
告
召
喚
状
の
受
取
り
を
拒
み
な
が
ら
被
告
が
工
事
を
急

い
で
綾
け
た
る
場
合

に
與

へ
ら
れ
た
る
こ
と
が
あ

る

(註
二
三
)
。

右
の
分
類

は
差
止
命
令
の
数
力
存
続
期
間
を
標
準
S
し
た
も
の
で
あ
る
が
以
上
述
べ
た
所
に
よ

つ
て
も
知
り
得
る
如
く
差
止
命
令

の
効
力
存
続

期
間
,こ
差
止
命
令
登
令
の
時
期
,こ
は
相
關
し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
差
止
命
令
襲
令
の
時
期

を
標
準
,こ
し
て
も
同
標
の

分
類
を
爲
す
こ
と

が
出
來
る
。
即
ち

(
イ
)
急
迫
な
る
場
合
に
は
原
告
の

一
方
的
申
立
に
よ
り
て
差
止
命
令
を
得
る
こ
・こ
が
出
來
,

之
を
臨
時
的
差
止
命
令

(
i
n
t
e
r
i
m
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)
と
云
ひ
、

(
ロ
)
原
告
の
構
利
の
存
否
は
未
だ
確
定
さ
れ

て
ゐ
な
い
が
多
分
存
在



し
て
ゐ
さ
う
な
場
合

に

一
慮
の
審
理
を
爲
し
叉
は
被
告

に
審
理
を
受
け
る
機
會
を
與

へ
た
る
後

に
獲
す
る
差

止
命
令
を
中
間
的
差
止

命
令

と
云
ひ
、

(
ハ
)
原
告
の
標
利
が
本
案
訴
訟
に
よ
り

て
確
定
せ
ら
れ

た
る
後
之

を
保
護
す
る

爲
に
発
す
る
差
止
命
令
を
永
久
的
差
止
命
令

,こ
云

ふ
の

で

あ

る

(
註
二
四
)
。

(
註
八
)

の
實
例
ざ
し
て

が
そ
の
著

に
掲
け
て
ゐ
る
も

の
を
こ

♪
に
引

用
ず
れ

ぼ
衣

の
如
く
で
あ
る
o

(註
九
)

終
局
的
差
止
命
令
ざ
中
間
的
差
止
命
令
ざ
の
関
係
は
我
が
國
法
に
於
け
る
本
案

の
判

決

に
執
行
力
を
付
與
せ
ら
れ
た
る
も

の
ざ
係
弔
権
利
關

係
に
關
す
る
假
虜
分
命
令
ざ
の
関
係

の
如
く
で
あ
る
o

(
註

一
〇
)

急
迫

な
る
場
合
に
は
こ
の
申
立
は

そ
の
事
件

に
つ

い
て
の
被

告
召
喚
状
登
行

以
前
に
も
之

を
爲
ず

ご
ざ
が

出
來
る

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第
二
巻
第

二
號
)

(

二

)

二

(interlocutory injunction)

(perpetual injunction)

interlocutory injunction
M

aitland
"E

quity" (p.256)

 `U
pon m

otion by counsel for the plaintiff and upon hearing counsel for the defendant and upon reading 

such and such affidavits, and the plaintiff by his counsel undertaking to abide by any order that this C
ourt 

m
ay m

ake as to dam
ages in case this C

ourt shall hereafter be of opinion that the defendant shall have sustained 

any by reason of this order w
hich the plaintiff ought to pay, this C

ourt doth order that the defendant, his ser

vants, w
orkm

en and agents, be restrained by injunction from
 &

c. until judgm
ent in this action, or until further 

order.'



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第

二
瑠
第
二
號
)

(

二

一)

二

一

本
稿
四
四
頁
以
下
参
照
。

中
間
的
差
止
命
令
の
登
せ
ら
れ
た
後
い
つ
れ
本
案
訴
訟
審
理
の
結
果
そ
の
基
本
た
る
堰
利
の
存
否
に
つ
い
て
判
決
が
爲
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
判
決
に
於
て
原
告
勝
訴
の
場
合
に
は
永
久
的
差
止
命
令
を
得
る
こ
ざ
が
出
來
、
原
告
敗
訴
の
場
合
に
は
原
告
は
右
申
間
的
差
止
命
令
に
よ

Skoines  (1873), L
. R

. 16 E
q. 126 0

H
arm

an v. Jones (1841), C
r. &

 Ph. 299, 41 E
. R

. 505; Jones v. Pacaya R
ubber and Produce C

o., L
td.,

(1911) 1 K
. B

. 455.

Preston v. L
uck (1884), 27 C

h. D
. 497, at p. 506; C

hallender v. R
oyle (1887), 36 C

h. D
. 425.

B
acon v. Jones (1839), 4 M

y. &
 C

r. 433, 41 E
. R

. 167. 

N
ew

son v. Pender (1884), 27 C
h. D

. 43. 

Plim
pton v. Spiller (1876), 4 C

h. D
. 286; E

lw
es v. Payne (1879), 12 C

h. D
. 468. 

C
hild v. D

ouglas (1854), 5 D
e G

. M
. &

 G
. 739, 43 E

. R
. 1057.

C
rom

ford and H
igh Peak R

y. C
o. v. Stockport, D

isley and W
haley B

ridge R
y. C

o. (1857), 1 D
e G

. &

J. 326, 44 E
. R

. 749; W
all v. L

ondon and N
orthern A

ssets C
orporation, (1898) 2 C

h. 469.

E
lw

es v. Payne (1879), 12 C
h. D

. 468; M
itchell v. H

enry (1880) 15 C
h. D

. 181. 

C
happell v. D

avidson (1856 ), 8 D
e G

. M
. &

 G
. 1, 44 E

. R
. 289; G

raham
 v. C

am
pbell (1878), 7 C

h. D
. 490.



り
被
告
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

(
註
二
二
)

但
し
こ
の
場
合
に
は
そ

の
誓
約

の
内
容
の
積
極
的
だ
る
ざ
消
極
的

た
る
ざ
を
問
は
ず
す
べ
て

一

の
方
法
に

よ
る
の
で

あ
つ
て

の
方
法
に
よ
る
も

の
で
は
な
い

第
二
節

沿

革

一
八
七
五
年
以
前
に
於
て
は
差
止
命
令
を
獲
す
る
管
轄
堰

は
衡
平
法
裁

剃
所

せ
ら
れ
た
。
而
し
て
衡
平
法
裁
判
所
は
普
通
差

止
命
令

,こ
特
種
差
止
命
令

に
於
て
の
み
行
使な

る
二
つ
の
方
法
に
よ
つ
て
そ
の
管
轄
権

を
行
使
し
て
ゐ
た
。
普
通
差
止
命
令
ご
は
普
通

法
裁
判
所

に
於
け
る
訴
訟
の
堤
起
若
は
続
行

叉
は
普
通
法
裁
判
所

に
於
て
得
た
る
判
決
の
利
用
を
禁
止
す
る
差
止
命
令
で
あ
り
、
特
種
差
止
命

令
と

は
そ
の
他
の
総
て
の
差
止
命
令
で
あ
る
。

五

(
一
)
普
通
差
止
命
令

て
こ
は
右
に
述
べ
た
る
如
く
普
通
法
裁
判
所

に
於

け
る
訴

訟
の
提
起
若
は

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第

二
巻
第

二
號
)

(

一
三
)

=
二

com
m

ittal

attachm
ent

(D
. v. A

. &
 C

o., (1900) 1 C
h. 484)0

D
aniel v. Ferguson, (1891) 2 C

h. 27; V
on Joel v. H

ornsey, (1895) 2C
h. 774. 

Strahan's D
igest of E

quity, 5th ed.  (1928) , p. 491.

(C
ourt of C

hancery)

(com
m

on injunction)
(special injunction)

(C
ourts of C

om
m

on L
aw

)

(com
m

on injunction)



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

一四
)

一四

綾
行
叉
は
普
通
法
裁
判
所

に
於
て
得
た
る
判
決
の
利
用
を
禁
止
す
る
差
止
命
令
で
あ
つ
て
、

こ
れ
衡
平
法
裁
判
所

が
普
通
法
上
の
構

利

(
l
e
g
a
l
 
r
i
g
h
t

)
の
張
行
を
不
衡
平

(
i
n
e
q
u
i
t
a
b
l
e

)
な
り
ε
考

へ
た
場
合

に
登
し
た
も
の
で
あ

つ
て
,
衡
平
法
裁
判
所

は
こ
の

差
止
命
令
を
最
後
の
武
器
・こ
し
て
衡
平
法
の
法
理
を
有
敷
に
強
行
す
る
こ
・こ
が
出
來
た
の
で
あ
る
。
勿
論
衡
平
法
裁
判
所
は
直
接
に

普
通
法
裁
判
所

に
対
し
訴
訟
手
続

の
禁
止
を
命
ず
る
も

の
で
も
普
通
法
裁
判
所

の
判
決
を
審
査
し
破
殿
す
る
も
の
で
も
な
く
軍
に
自

己
の
有
す
る

「
衡
平
法
は
人
に
対
し
て
働
く
」

(
"
E
q
u
i
t
y
 
a
c
t
s
 
i
n
 
p
e
r
s
o
n
a
m
.
"

)
な
る
法
理
に
基

い
て
當

事
者
に
対
し
て
訴
訟
の

提
起
若
は
続
行
叉
は
判
決

の
利
用
を
禁
止
す
る
の
み
で
あ
る

(註
一
)
。

し
か
し
な
が
ら
當
事
者
は
そ
の
差
止
命
令
に
背
き
た
る
,こ
き
は
法
廷
侮
辱
唱こ
し
て
監
獄

へ
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
理
論
上
は

兎
も
角
,こ
し
て
實
際
問
題

,こ
し
て
は
衡
平
法
の
法
理
が
普
通
法
の
法
理
に
勝
る
二
噛
こ
とな
る
の
で
、
從

つ
て
普
通
法
裁
判
所

の
裁
判

官
は
之

に
対
し
甚
だ
心
好
か
ら
ず
第
十
六
世
紀
の
頃
よ
の
普
通
法
裁
判
所
ミ
衡
平
法
裁
判
所

,こ
の
間
に
争
を
生
ず
る
に
至
つ
た
。
こ

の
箏
は
ジ
エ
イ
ム
ス
一
世

(
一
六
〇
三
-

一
六
二
五
)
の
時
代
に
最
高
潮
に
達
し
、
そ
の
大
論
争
の
代
表
者

は
衡
平
法
裁
判
所

に
於

て
は
L
o
r
d
 
C
h
a
n
c
e
I
l
o
r
 
E
l
l
e
s
m
e
r
e

で
あ
の
普
通
法
裁
判
所
に
於
て
は
C
h
i
e
f
 
J
u
s
t
i
c
e
 
C
o
k
e

で
あ
つ
た
。
C
o
k
eは
衡
平
法
裁

判
所
が
そ
の
命
令
の
不
服
從
に
対
し
て
人
を
禁
錮

に
虜
す
る
は
不
法
な
り
ーこ
主
張
し
、
同
時
に
普
通
法
裁
判
所
に
於
て
敗
訴
の
判
決

を
受
け
た
る
者
が
そ
の
側
決
の
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
妨
げ
ん
が
爲

に
衡
平
法
裁
判
所

に
差
止
命
令
の
申
立
を
爲
す
.こ
き
は
之
を
罰
す



べ
し

・こ
主
張

し

た

。
之

に
対
し

は

(註
二
)
の
判
決

に
於
て
衡
平
怯
裁
判
所

の
差
止
命
令
は

決
し
て
普
通
法
裁
剃
所

に
干
渉
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
普
通
法
裁
判
所
の
判
決

は
依
然
,こ
し
て
存
し
唯
個
人
に
そ
の
判
決
を
利
用

す
る
こ
と

を
禁
止
す
る
の
み
で
あ
る
・こ
答

へ
た
。
而
し
て
國
王
ジ
エ
イ
ム

ス
一
世
は
當
時

の
楡
事
総
長

る

,

一
ナ

及
び
そ
の
他
の
法
律
家
に
諮
問
し
そ
の
勧
告
に
從
ひ

一
六

一
六
年
衡

平
法
裁
判
所

に
有
利
な
決
定
を
與

へ
、
こ

・
に
於

て

一
先
づ
こ
の
論
争
が
終
る
ーこ
同
時
に
以
後
普
通
差
止
命
令
に
対
し
反
対

の
聲
を
聞
く
こ
と

が
な
く
な
つ
た

(註
三
)
。

(
註

一
)

こ
の
点
に
於
て
普
通
法
裁
判
所

の
蟹
し
た

刹
所

ざ
は
そ
の
性
質
粒
異
に
す
る
o

が
そ
の
管
轄
権
を
超
え
て
訴
訟
を
取
扱
ひ
た
る
ざ
き
に
之
を
禁
止
ず
る
爲
に
用
ひ
ら
れ
た

ざ
は
下
級
裁

で
あ

つ
て
、
之
は
そ

の
下
級
裁

判
所
自
禮
を
拘
束
ず
る
も
の
で
あ
る
Q

そ
れ
よ
り
種

々
の
判
例
を
引
用
し
し
更
に
曰
く
、

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第
二
巻
第
二
號
,)

(

一
五
)

一
五

E
llesm

ere
E

arl of O
xford's C

ase

(A
ttorneyG

eneral)

B
acon

(inferior court)

w
rit of prohibition

w
rit of prohibitionw

rit

 1) E
arl of O

xford's C
ase (1615), 13 Jac. 1, 1 C

h. R
ep. 1, 21 E

. R
. 485, W

hite &
 T

udor's L
eading C

ases in E
q

uity, 9th ed., V
ol. 1. p. 615. L

ord C
hancellor E

llesm
ere a."' "f answ

er, that in this case there is no opposition 

to the judgm
ent, neither w

ill the truth or justice of the judgm
ent be exam

ined in this C
ourt, nor any circum

stance depending thereupon, but the sam
e is jnstified and approved; and therefore a judgm

ent is no let to ex

am
ine it in equity, so as all the truth of the judgm

ent, etc., be exam
ined."

"B
y all w

hich cases it appeareth, that w
hen a judgm

ent is obtained by oppression, w
rong, and a hard con



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第

二
巻
第
二
貌
)

(

一
六
)

一
六 s

c
i
e
n
c
e
,
 
t
h
e
 
C
h
a
n
c
e
l
l
o
r
 
w
i
l
l
 
f
r
u
s
t
r
a
t
e
 
a
n
d
 
s
e
t
 
i
t
 
a
s
i
d
e
,
 
n
o
t
 
f
o
r
 
a
n
y
 
e
r
r
o
r
 
o
r
 
d
e
f
e
c
t
 
i
n
 
t
h
e
 
j
u
d
g
m
e
n
t
,
 
b
u
t
 
f
o
r

t
h
e
 
h
a
r
d
 
c
o
n
s
c
i
e
n
c
e
 
o
f
 
t
h
e
 
p
a
r
t
y
.

.

へ
註
三
)

こ
の
論
弔
に
つ
い
て
は
H
o
l
d
s
w
o
r
t
h
,
 
A
 
H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
E
n
g
l
i
s
h
 
L
a
w
,
 
V
o
l
.
 
 
I
.
 
p
p
.
 
4
5
9
-
4
6
5

に
詳
し
い
。
尚
E
a
t
o
n
,
 
O
n

E
q
u
i
t
y
,
 
2
n
d
 
e
d
.
 
(
1
9
2
3
)
 
,
 
(
H
o
r
n
b
o
o
k
 
S
e
r
i
e
s
)
 
,
 
p
.
 
5
3
3
,
 
n
o
t
e
 
3
6

参
照
。

こ
の
ジ

エ
イ

ム
ス

一
世

の
決
定

に
は
多
分
に
政
治
的
背
景
も
あ
る
ら
し
い
。
即
ち
ジ

エ
イ

ム
ス

一
世
は
國
王
の
絶
劉

樫
力
を
主
張
し
た
る
に
対
し

普
通
法
裁
判
所

の
判
事
殊
に

コ
ー
ク
は
司
法
擢

の
独
立
な
強
く
主
張
し
た
が
衡
平
法
裁
判
所
の
方
で
は
國

王
の
意
に
あ
ま
り
逆
は
ず
國
王
は
衡
李
法

裁
釧
所
に
好
意
を
有
し
て
ゐ
た
。
尚
又
國
王
よ
り
相
談
を
受
け
た
ベ
イ

コ
ン
は

コ
ー
ク
の
敵
で
あ
り
、
こ
の
決
定

の
爲

さ
れ
た
翌

竿
た
る

一
六

一
七
年

に
は
ベ
イ

コ
ソ
自
ら
大
法
官

(
L
o
r
d
 
C
h
a
n
c
e
l
l
o
r

)
ざ
な

つ
て
ゐ
る
。
(
し
か
し
な
が
ら
當
時
の
曹
通
法
の
嚴
格

さ
よ
り
考

へ
て
衡
平
法
裁
判
所
が

普
通
差
止
命
令
を
出
し
た
こ
ざ
も
勿
論
不
合
理
な
こ
さ
で
は
な
か

つ
た
。
)
而
し
て
ジ

エ
イ

ム
ス

一
世
は
こ
の
決
定
を
爲
ず
こ
.遁
に
よ
り
自
己
が
纒

て
の
裁
判
所
及
裁
判
官

の
上
に
ゐ
る
特
権
者
な
る
こ
ざ
を
示
し
得
て
得
意
で
あ
つ
た
さ

の
こ
ざ
で
あ
る
。

こ
の
衡
平
法
裁
判
所
ざ
普
通
法
裁
判
所
ざ

の
間
の
論
雫
は
ジ

エ
イ

ム
ス

一
世

の
決
定
に
よ

つ
て

一
先
づ
は
解
決
し
た
や

う
た
が
、
普
通
法
法
律
家

は
議
會
ざ
も
結
托
し
曹
通
法
裁
判
所
の
擢
力
を
壇
加
せ
ん
が
爲
第
十
七
世
紀
中
普
通
法
裁
判
所
及
び
議
會
に
於
て

努
力
し
た
が
遽
に
そ
の
目
的
を
達

ず
る
こ
ざ
が
出
來
な
か
つ
た
。

六

し

か

し

な

が

ら
同

等

の

二

つ
の

裁

判

所

の

一
方

が

事

實

上

他
方

の
訴

訟

の
提

起

若

は
続
行

又

は

判

決

の

利
用

を
禁

止

す

る
結

果

,こ
な

る
が

如

き

差

止
命

令

を
獲

す

る
こ
と
は

喜

ぶ

べ
き
こ
と

で

な

か

つ
た

。

而

し

て

途

に

一
八

七

三
年

の
裁
判
所

構

成

法

(
S
u



p
r
e
m
e
 
C
o
u
r
t
 
o
f
 
J
u
d
i
c
a
t
u
r
e
 
A
c
t
,
 
1
8
7
3

)

(註
四
)
に
よ
る
裁
判
所
構
成
法
の
大
改
正
に
よ
つ
て
普
通
差
止
命
令
は
存
在
し
な
く

な
つ
た
。
同
法
に
よ
つ
て
普
通
裁
判
所
,こ
衡
平
法
裁
判
所
と

を
統

一
し
江

一
つ
の
高
等
裁
判
所

(
H
i
g
h
 
C
o
u
r
t
 
o
f
 
J
u
s
t
i
c
e

)
が
作

ら
れ
同
裁
判
所

に
は
女
王
座
部

(
Q
u
e
e
n
'
s
 
B
e
n
c
h
 
D
i
v
i
s
i
o
n

)
衡
平
法
部

(
C
h
a
n
c
e
r
y
 
D
i
v
i
s
i
o
n

)
等
の

部
が
あ
る

け
れ
さ

も

(註
五
)
最
早
こ
れ
ら
は
異
り
た
る
裁
判
所
で
は
な
く
し
て
、
同
法
第
二
十

四
條
第

一
項
乃

至
第
四
項

(現
在

に
於

て
は

一
九
二
五

年
の
裁
判
所
構
成
法
第
四
十
條
)
に
よ
の
い
つ
れ
の
部

に
於
て
も
等
し
く
普
通
法
と
衡
平
法
と

の
両
者
を
適

用
し
て
審
理
裁
判
を
爲

す
こ
ー、二
こ
な
つ
た
の
で
あ
る

(註
六
)
。
從

つ
て
最
早
普
通
法
裁
判
所
と

衡
平
法
裁
判
所
と

の
対
立

が
な
く
な

つ
た

の
で
あ

る
か
ら

普
通
法
裁
判
所

の
訴
訟
手
綾
を
禁
止
す
る
ーこ
の
本
來
の
意
味
に
於
け
る
普
通
差
止
命
令
は
存
し
な
く
な
つ
た
。

又
高
等
裁
判
所
の
い
つ
れ
の
部
も
普
通
法
,こ
同
時
に
衡
平
法
を
も
適
用
し
て
審
理
裁
判
を
爲
す
の
だ
か
ら
高
等
裁
判
所
の
各
部
間

に
於
て
は
衡
平
法
法
理
を
強
行
す
る
爲
に
差
止
命
令
を
発
す
る

必
要
が
な
く
な
つ
た
の
で
あ
り
、
且
叉
同

一
裁
判
所
の

一
つ
の
部
が

他
の
部
の
訴
訟
手
綾
に
干
渉
す
る
こ
と

は
不
稼
當
で
あ
る
か
ら
、
同
法
第
二
十
四
條
第
五
項

(
現
在
は

一
九

二
五
年
の
裁
判
所

構
成

法
第
四
十

一
條
)
は
高
等
裁
判
所

又
は
控
訴
裁
判
所

(
C
o
u
r
t
 
o
f
 
A
p
p
e
a
l

)

(註
七
)
に
繋
屡
中
の
訴

訟
は
差
止
命
令
を

以
て
差
止

め
ら
る
・
こ
と
な
き
旨
を
定
め
た
。

一
九
二
五
年
の
裁
判
所
構
成
法
第
四
十

一
條
本
文
を
引
け
ば
次
の
如
く

で
あ
る
。

.
"
N
o
 
c
a
u
s
e
 
o
r
 
p
r
o
c
e
e
d
i
n
g
 
a
t
 
a
n
y
 
t
i
m
e
 
p
e
n
d
i
n
g
 
i
n
 
t
h
e
 
H
i
g
h
 
C
o
u
r
t
 
o
f
 
J
u
s
t
i
c
e
,
 
o
r
 
b
e
f
o
r
e
 
t
h
e
 
C
o
u
r
t
 
o
f
 
A
p
p
e
a
l

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第

二
巻
第
二
號
)

(

一
七
)

一
七



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第
二
巻
第

二
號
)

(

一
八
)

一
八

(
註
四
)

つ
た
が

よ
り
實
施
ざ
変
更
さ
れ
た
。
伺
同
日
よ
り

.
同
法
は
初
め

一
八
七
四
年

=

月
二
日
よ
り
實
施

の
筈
で
あ

に
よ
り

一
八
七
五
年

=

月

一
日

も
共
に
實
施

さ
れ
た

の

で
あ
つ
て
、

一
八
七
三
年
の
裁
判
所
構
成
法
ご

一
八

七
五
年
の
裁
判

所
構
成
法
ざ

を
合
し
て

・、c
云
ふ
Q
尚
現
在
は
同
法
は
そ
の
後
の
修
正
法
と
統

一
さ
れ
て

ざ
な
つ
て
ゐ
る
。

(
註
五
)

一
八
七
三
年
の
裁
判
所
構
成
法
に
よ

つ
て
作
ら
れ
た
部
は

ヤ
女
王
の
御
代
で
あ
つ
た
爲

な
の
で
あ

つ
て
、
王
の
御
代
に
は
勿
論

(
當
時
は
ヴ
イ
ク
ト
リ

で
あ
る
ご

の
五

部

で
あ

つ
た
が
、

圃
八

八
〇
年
の
末
に

(
後
に

(
註
六
)

而
し
て
衡
平
法
ざ
普
通
法
ざ
の
間
に
所
謂

さ
な
つ
だ
か
ら
今
は
三
部
で
あ
る
。

の
三
部
が
合
併
し
て

あ
る
場
合
の
虜
置
に
つ
い
て
は

】八
七
三
年
の
法
律
の
第
=
十
五
條

shall be restrained by prohibition or injunction; but every m
atter of equity on w

hich an injunction against the 

prosecution of any such cause or proceeding m
ight have been obtained, if this A

ct had not passed, either un

conditionally or on any term
s or conditions, m

ay be relied on by w
ay of defence thereto."

Suprem
e C

ourt of Judicature A
ct, 1873, 36 &

 37 V
ict.  c.  66.

Suprem
e C

ourt of Judicature (C
om

m
encem

ent) A
ct, 1874, 37 &

 38 V
ict. c. 83

Suprem
e C

ourt of Judicature A
ct, 1875, 38 &

 39 V
ict. c. 77

Suprem
e C

ourt of Judicature A
cts, 1873

and 1875
Suprem

e C
ourt of Judicature (C

onsolidation) A
ct, 1925,

15 &
 16 G

eo. V
, c. 49

C
hancery D

ivision; Q
ueen's B

ench D
ivision

Q
ueen's B

ench D
ivision

K
ing's B

ench D
ivision

C
om

m
on Pleas D

ivision; E
xchequer D

ivision; Probate, D
ivorce, and A

dm
iralty D

ivision

D
ivision

Q
ueen's B

ench D
ivision, C

om
m

on Pleas D
ivision, E

xchequer D
ivision

K
ing's B

ench D
ivision)

Q
ueen's B

ench

"conflict or variance"



二

九
二
五
年
の
法
律
の
第
四
十
四
條
)
に
規
定
が
あ
る
。

(註
七
)

控
訴
裁
判
所
は
高
等
裁
判
所
ざ
同
じ
く

一八
七
三
年
の
裁
判
所
構
成
法
に
よ
つ
て
作
ら
れ
た
裁
判
所
で
あ
つ
て
高
等
裁
判
所
よ
り
の
控
訴
事

件
を
取
扱
ふ
。
控
訴
裁
判
所
ざ
高
等
裁
鋼
所
ざ
の
雨
者
を
合
せ
て
最
高
裁
判
所

(
S
u
p
r
e
m
e
 
C
o
u
r
t
 
o
f
 
J
u
d
i
c
a
t
u
r
e

)
と
呼
ぶ
〇

七

し
か
し
裁
判
所
の
訴
訟
手
綾
を
禁
止
す
る
差
止
命
令
が
全
然
な
く
な

つ
た
の
で
は
な
い
。
先
づ
第

一
に
右
に
引
用
し
た
條
文

も
高
等
裁
判
所
叉
は
控
訴
裁
判
所

に
繋
驕
中
の
訴
訟
に
対
し
差
止
命
令
を
磯
す
る
こ
と

の
出
來
な
い
旨
を
定

め
て
ゐ
る
の
み
で
あ
つ

て
、
そ
の
規
定
よ
り
し
て
こ
れ
ら
の
裁
判
所
の
爲
し
た
る
判
決

の
利
用
を

妨
ぐ
る
差
止
命
令
の
発

し
得

ざ

る
こ

,、一
は
推
論
し
得
る

が
、
訴
訟
の
提
起
を
禁
ず
る
差
止
命
令
を
も
発
し

得
ざ
る
も
の
・こ
は
推
論
し
得
な
い

(註
八
)
。
即
ち
総
て

の
部
は
訴
訟
の
提
起
を

禁
止
す
る
差
止
命
令
は
之
を
獲
す
る
こ
と
が
出
來
る

(註
九
)
。
倫
又
右
條
文
よ
り
知
り

得
る
こ
ー、旨
で
あ
る

が
高
等
裁
判
所
及
び
控

訴
裁
判
所
以
外
の
裁
判
所

即
ち
下
級
裁
判
所

(
i
n
f
e
r
i
o
r
 
c
o
u
r
t

)
ラ

ン
カ
ス

タ
ー
領
主
裁
判
所

(
L
a
n
c
a
s
t
e
r
 
P
a
l
a
t
i
n
e

C
o
u
r
t

)

(註
=

)
又
は
外
國
裁
判
所

(註

=
一)
に
つ
い
て
は
そ
の
繋
屡
中
の
訴
訟
を
禁
止
す
る
差
止
命
令
を
も

饗
す
る
こ
・こ
が
出

來
る
。
外
國
裁
判
所

に
繋
厩
中
の
訴
訟
手
続

に
つ
い
て
差
止
命
令
を
饗
す
る
の
は
外
國
主
橿
の
侵
害
,こ
な
ら
な
い
か
,

一
時
問
題
と

せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
つ
た
が
,
既
述
の
如
く
か
・
る
差
止
命
令
も
衡
平
法
の
"
E
q
u
i
t
y
 
a
c
t
s
 
i
n
 
p
e
r
s
o
n
a
m
.
"

な
る
原
則
に
從
ひ
そ

の
管
轄
構
内
に
あ
る
人
に
対
し

干
渉
す
る
の
み
で
あ
つ
て
決
し
て
直
接
に
外
國
裁
判
所

に
対
し

て
干
渉
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
外

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

一九
)

一
九



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

二
〇
)

二
〇

國
主
権
の
侵
害
と
は
な
ら
な
い

(註
=
二
)

(註
}
四
)
。

尚
同
條
項

(
一
八
七
三
年
の
法
律
の
第
二
十
四
條
第
五
項
、

一
九
二
五
年
の
法
律
の
第
四
十

一
條
)
の
但
書
は
高
等
裁
判
所
の
各

部
は
自
己
の
部
に
繋
屡
中
の
訴
訟
に
し
て
不
眞
面
目
な

(
f
r
i
v
o
l
o
u
s

)
又
は
人
を
困
ら
せ
る
爲
の
み

の

(
v
e
x
a
t
i
o
u
s

)
も
の
は
そ
の

訴
訟
手
綾
を
停
止
す
る

(
s
t
a
y
 
o
f
 
p
r
o
c
e
e
d
i
n
g
s

)
こ
と

が
出
來
る
旨
を
規
定
し
て
ゐ
る

(註
一五
)
。
し
か
し
こ
れ
は
自
己
に
繋
屡

中
め
訴
訟
手
続

を
停
止
す
る
も
の
で
あ
り
且
當
事
者
を
拘
束
す
る
も
の
に
非
ず
し
て
裁
判
所
自
身
を
拘
束

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
に
述
べ
て
ゐ
る
差
止
命
令
と
は
そ
の
性
質
を
異
に
す
る

(註

「六
)

(註
噌
七
)
。

一
九
二
五
年
の
裁
判
所
構
成
法
第
五
十

一
條
は
V
e
x
a
t
i
o
u
s
 
A
c
t
i
o
n
s
 
A
c
t
,
1
8
9
6

(註
一
八
)
の
規
定
を
再

規
定
し

て
、
検
事
総

長
よ
り
の
申
立
あ
り
た
る
場
合
に
高
等
裁
判
所

が
被
申
立
人
が
同

一
人
又
は
異
り
た
る
者

に
対
し
習
慣
的

に
執
拗
に
且
相
當
の
理
由

な
く
し
て
人
を
困
ら

せ
る
爲
の

み
の

(
v
e
x
a
t
i
o
u
s

)
訴
訟
を
提

起
し
た

る
こ
と

を
確

信
し
た
る

ーこ
き
は
、
そ

の
者
に
対
し
高

等

裁
判
所

叉
は
そ
の
所
屡
判
事
の
許
可
な
く
し
て
は

如
何
な
る
裁
判
所

に
も
訴
訟
を
提
起
す
べ

か
ら
ざ

る
こ
噛こ
を
命
ず
る
こ
・こ
が
出

來
る
旨
を
規
定
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
場
合
に
許
可
な

く
し
て
訴

を
提

起
し
た
る
場
合
に
は
訴
提

起
の
効

力
な
き
も
の

(註
一
九
)
即
ち
直
接
に
訴
訟
手
続

に
干
渉
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
亦
差
止
命
令
で
な
い
,こ
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(註
八
)

あ
る
裁
判
所
の
言
渡
し
だ
判
決
の
利
用
を
禁
ず
る
の
は
そ
の
裁
判
所
の
訴
訟
手
続
の
続
行
を
禁
止
す
る
の
ざ
同
様
に
或
は
そ
れ
以
上
に
そ
の



裁
判
所
に
対
し
優
越
性
を
主
張

ず
る
こ
ざ

》
な
る
が
。
未

た
裁
判
所
が
取
扱

つ
て
ゐ
な
い
事
件
に
劃
し
そ
の
事
件
に

つ
い
て
の
訴
訟
を
そ
の
裁
判
所

に
提
起
す
る
ご
ざ
を
禁
止
ず
る
の
は
そ

の
優
越
性
主
張
の
程
度
が
違

ふ
。

で
あ
る
か
ら
被
告
さ

へ
そ

の
裁
判
所
の
管
轄
権

内
に
あ
れ
ば
衡
平
法
丘
の
命
令
を
登
ず
る
こ
ざ
が
出

來
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
の
指
導
的
事
件

(
こ
の
事
件
は
特
定
履
行
に
關
す
る
事
件
で
あ
る
が
差
止
命
令
に
つ
い
て
も
理
論
は
同
じ
で
あ
る
)
、

こ
の
事
件
に
於
て

英
國
の
衡
平
法
裁
判
所
は
被
告
が
英
國
に
ゐ
た
爲
、
米
國
に
あ
る
土
地
の
椿
定
履
行
を
命
じ
た
。

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第
二
巻
第
二
號
)

(

一
二

)

二

噌

B
esant v. W

ood (1879), 12 C
h. D

. 605, at p. 630;  C
ercle R

estaurant C
astiglione C

o. v. L
avery (1881), 18

C
h. D

. 555; In re M
aidstone Palace of V

arieties, L
td., [1909) 2 C

h. 283.

H
edley v. B

ates (1880), 13 C
h. D

. 498; Stannard v. V
estry of St. G

iles, C
am

berw
ell (1882), 20 C

h. D
.

190.

W
ood v. C

onnolly B
rothers, L

td., [1911) 1 C
h. 731. 

A
rm

strong v. A
rm

strong, (1892) P. 98; E
llerm

an L
ines, L

td. v. R
ead, [1928) 2 K

. B
. 144. 

Story, O
n E

quity, 3rd ed. (1920), pp. 398, 369.

"E
quity acts in personam

."

(leading case)
Penn v. L

ord B
altim

ore (1750), 1 V
es. Sen. 444, 27

E
. R

. 1132

T
he C

hristiansborg (1885), 10 P. D
. 141; M

cH
enry v. L

ew
is (1882), 22 C

h. D
. 397. 

"A
n injunction affects only the parties, but a stay of proceedings affects the C

ourt itself." (G
arbett v.



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第

二
霧
第

二
號
)

(

二
二
)

ニ
ニ

属
中
の
訴
訟
手
續
を
停
止

は
破
産
及
び
會
耐
の
清
算

及
び

の
場
合
に
は
そ
の
破
産
叉
は
清
算
の
管
轄
裁
判
所
が
他
の
裁
斜
所
に
繋

し
得
る
ご
ざ
を
定
め
て
ゐ
る
。
勿
論
こ
れ
も
裁

判
所
を
拘
束
す
る
も
の
で

あ
つ
て
差
止
命

令
ざ
そ
の
性
質
を
異

に
す
る
。

参
照
o
伺
こ
の
判
決
は

に
よ
る
訴
提
起
禁
止
の
効
力

は
刑
事
訴
訟

に
は
及
は
な
い
ざ
い
ふ
こ
さ
を
判
示
し
沈
も
の
で
あ
る
。

八

(
二
)
特
種
差
止
命
令

は
衡
平
法
裁
判
所
に
よ
つ
て
次
の
二
つ
の
目
的
の
爲
に
用
ひ
ら
れ
た
。

(
イ
)
そ
の

一
は
純
然
た
る
衡
平
法
上
の
権
利
を
保
護
す
る
爲
に
用
ひ
た
の
で
あ
つ
て
、
例

へ
ば
受
託
者
が
そ
の
有
す
る
普
通
法

上
の
財
産
纏
を
不
當
に
行
使
し
て
受
盆
者
を
害
せ
ん
・こ
す
る
場
合
に
そ
の
不
當
な
る
行
爲
を
抑
制
す
る
が
爲

に
差
止
命
令
を
発
し
、

叉
は
衡
平
法
上
の
ウ
エ
イ

ス
ト

を
抑
制
す
る
が
爲
に
差
止
命
令
を
饗
す
る
が
如
き
場
合
で
あ
る
。

(
ロ
)
そ
の
二
は
普
通
法
上
の
権
利
を
保
護
す
る
爲

に
用
ひ
た
の
で
あ
る
。
元
來
普
通
法
裁
判
所
の
與

へ
る
救
濟
方
法
は
金
銭
に

よ
る
損
害
賠
償

の
み
で
あ
つ
た
が

(註
二
〇
ノ
、
そ
の
普
通
法
裁
判
所
の
與

へ
る
金
銭
賠
償
の
み
に
て
は
救
濟
方
法
噛こ

Faw
cus (1875), 1 C

h. D
. 155, at p. 158.)

B
ankruptcy A

ct, 1914, 4 &
 5 G

eo. V
, c. 59, s. 9  lizM

 C
om

panies (C
onsolidation) A

ct, 1929, 19 &
 20

G
eo. V

, c. 23, s. 172
(w

inding-up)

(stay of proceedings)

V
exatious A

ctions A
ct, 1896, 59 &

 60 V
ict. c. 51.

In re B
oaler, [1915) 1 K

. B
. 21

V
exatious A

ctions A
ct, 1896

(special injunction)

(equitable w
aste)

(dam
ages)



し
て
不
充
分

(
i
n
a
d
e
q
u
a
t
e

)
な
る
場
合

即
ち
金
銭

を
以
て
し
て
は
填
補
す
る
こ
と
の
出
來
な
い
損
害

(
i
r
r
e
p
a
r
a
b
l
e
 
m
i
s
c
h
i
e
f

)

の
生
ず
る
危
険

あ
る
場
合
叉
は
充
分
の
救
濟
を
得

る
爲
に
は

訴
訟
重
複

(
m
u
l
t
i
p
l
i
c
i
t
y
 
o
f
 
a
c
t
i
o
n
s

)
の
必
要
あ

る
が
如
き
場
合

(
註
一=
)
に
普
通
法
上
の
構
利
に
対
す
る
補
充
的

救
濟
方
法
,こ
し

て
差
止
命
令
を

登
し
た
の

で
あ
る
。
例

へ
ば
探
光
権
を
侵
害
す

る
建
築
物
の
築
造
を
抑
制
し
叉
は
特
許
橿
著
作
権
等
の
侵
害

者
に
対
し

そ

の
侵
害
を
抑
制
す
る

(註
二
二
)
爲
に
差
止
命
令
を
襲
す

る
が
如
き
場
合

で
あ
る

(註
二
三
)
。

右
の
両
者

の
場
合
共
に
衡
平
法
裁
判
所
か
特
定
の
場
合
に
差
止
命
令
を
與

へ
る
か
否
か
は

一
つ
に
自
己
の
衡
平
法
法
理
に
基
い
て

決
し
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
両
者

に
つ
い
て
次

の
如
き
差
異
が
あ

つ
た
。
第

一
の
場
合

に
於
て
は
事
件
が
衡
平
法
裁
判
所
の

專
屡
管
轄
権

(
e
x
c
l
u
s
i
v
e
 
j
u
r
i
s
d
i
c
t
i
o
n

)
内

に
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
差
止
命
令

を
要
求
す

る
権
利
自
體

の
存
否
も
自
ら
そ
の
衡

平
法
の
法
理
に
よ
り
之
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
第
二
の
場
合

に
於
て
は
衡

平
法
裁
判
所

は
事
件
に
対
し

共
同
管
轄
権

(
c
o
n

c
u
r
r
e
n
t
 
j
u
r
i
s
d
i
c
t
i
o
n

)
を
有
す
る
に
過
ぎ
ず
単
に

普
通
法
上
の
権
利
に
対
す

る
補
充
的

救
濟
方
法
と
し
て
差
止

命
令
を
発
す
る

に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
差
止
命
令
を
要
求
す
る
穗
利
に
付
き
箏
あ
る
,こ
き
は
自
ら
之
を
決
定
せ
ず
、
普
通
法
上
の
擢
利
の
存
在

が
明
白
な
る
場
合
又
は
普
通
法
裁
判
所

に
於
て
そ

の
権
利

の
存
在
を

確
定
し

た
る
場
合

に
の
み
差
止
命
令
を
嚢

し
た
の
で
あ
ろ

(註
二
四
)
。
叉
衡
平
法

裁
判

所
は
被

告
が

そ
の
不

法
な
る
行

爲
に
よ
の
利
益

を
得

た
る
場
合
に
は
不
當
利
得
計
算

(
a
c
c
o
u
n
t

)

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
霧
第
二
號
)

(

二
三
)

一二
二



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

二
四
)

二
四

(註
二
五
)
を
命
じ
得
た
が
如
何
な
る
場
合
に
も
損
害
賠
償

な
る
普
通
法
上
の
救
濟
方
法
を
與

へ
る
こ
と
は
出
來
な
か
つ
た
。

(註
二
〇
)

拙
稿
、
前
揚
七
四
三
頁
以
下
参
照
。

0
・
(註
二
一
)
C
o
i
l
s
 
v
.
 
H
o
m
e
 
a
n
d
 
C
o
l
o
n
i
a
l
 
S
t
o
r
e
s
,
 
L
t
d
.
,
 
(
1
9
0
4
)
 
A
.
 
C
.
 
1
7
9
,
 
a
t
 
p
.
 
1
8
8
.

(註
二
二
)

特
許
権
著
作
権
等
の
侵
害
に
封
ず
る
救
濟
方
法
が
損
害
賠
償
の
み
な
る
ざ
き
は
絶
え
ず
新
た
な
損
害
が
生
じ
る
の
た
か
ら
そ
の
各
新
損
害

に
劉
し
新
し
い
訴
訟
を
績
い
て
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
原
告
に
訴
訟
重
複
の
必
要
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

(註
一一三
)

衡
平
法
上
の
救
濟
方
法

(
e
q
u
i
t
a
b
l
e
 
r
e
m
e
d
y
)

ご

ざ
し
て
差
止
命
令
ざ
特
定
履
行

(
s
p
e
c
i
f
i
c
 
p
e
r
f
o
r
m
a
n
c
e

)
・し
が
代
表
的
な
も
の

ざ
し
て
並
存
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
特
定
履
行
さ
そ
の
存
立
の
基
礎
を
同
じ
く
し
て
ゐ
る
の
は
こ
の
普
通
法
上
の
救
濟
方
法
の
不
充
分
な
場
合
に

登
せ
ら
れ
る
差
止
命
令
で
あ
る
。
伺
特
定
履
行
は
契
約
に
つ
い
て
の
み
適
用
が
あ
る
の
に
反
し
、
普
通
法
上
の
権
利
に
封
ず
る
補
充
的
救
濟
方
法
ざ

し
て
議
せ
ら
れ
る
差
止
命
令
は
契
約
の
み
な
ら
ず
不
法
行
爲
に
も
適
用
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
差
止
命
令
の
中
で
眞
に
特
定
履
行
さ
鞠
立
ず
る
の

は
か
〉
る
場
合
の
差
止
命
令
中
更
に
契
約
に
關
し
て
登
せ
ら
れ
る
差
止
命
令
に
限
ら
れ
る
。

(註
二
四
)
S
a
l
d
e
r
 
v
.
 
G
r
e
a
t
 
W
e
s
t
e
r
n
 
R
y
.
 
C
o
.
,
 
(
1
8
9
5
)
 
2
 
Q
.
 
B
,
 
6
8
8
,
 
a
t
 
p
.
 
6
9
4
.

ρ註
二
五
)
a
c
c
o
u
n
t
に
つ
い
て
は
S
n
e
l
l
'
s
 
P
r
i
n
c
i
p
l
e
s
 
o
f
 
E
q
u
i
t
y
,
 
2
0
t
h
 
e
d
.
 
(
1
9
2
9
)
 
,
 
p
p
.
 
5
0
7
-
5
1
1
;
 
W
i
l
s
h
e
r
e
'
s
 
P
r
i
n
c
i
p
l
e
s
 
o
f

E
q
u
i
t
y
,
 
2
a
d
 
e
d
.
 
(
1
9
2
9
)
 
,
 
p
p
.
 
4
8
4
-
4
8
9

参
照
・

九

以
上
述
べ
五
事
項
は

一
八
七
五
年
の
裁
判
所
構
成
法
の
大
改
正
に
よ
つ
て
根
本
的
な
変
更

を
受
け
た
の
で
あ

る
が
,
そ
れ
ま

で
に
左
記
の
三
つ
の
法
律
に
よ
つ
て
部
分
的
に
変
更

さ
れ
て
ゐ
た
。



(
イ
)
C
o
m
m
o
n
 
L
a
w
 
P
r
o
c
e
d
u
r
e
 
A
c
t
,
 
1
8
5
4

(註
二
山ハ
)
に
よ
つ
て
普
通
法
裁
判
所
に
右
の
第
二
の
場

合
即
ち
普
通
法
上
の
纏

利
の
補
充
的
救
濟
方
法
と
し
て
の
差
止
命
令
を
礎
す
る
権
限
が
制
限
せ
ら
れ
た
範
囲
内

に
於
て
付
與
せ
ら
れ

た
。
同
法
に
よ
り
付
與

せ
ら
れ
た
権
限

に
よ
つ
て
普
通
法
裁
判
所
は
す
べ
て
の
契
約
及
び
不
法
行
爲
に
關
す
る
訴
訟
に
於
て
問
題
,こ
な
つ
て
ゐ
る
侵
害
の
反

覆

(
r
e
p
e
t
i
t
i
o
n

)
叉
は
織
績

(
c
o
n
t
i
n
u
a
n
c
e

)
を
防
止
す
る
爲
訴
訟
の
如
何

な
.る
程
度
に
あ
る
を
問
は
ず
差
止
命
令
を
饗
し
得

る

や
う

に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
.
衡
平
法
裁
判
所

は
右
の
如
き
場
合
の
外
損
害
が
生
ず
る
處

あ
る

(
t
h
r
e
a
t
e
n
e
d

)
に
過
ぎ
ざ
る
場
合

に
も
差
止
命
令
を
嚢
し
得
た
が

(註
二
七
)
同
法
に
よ
り
付
與
せ
ら
れ
た
る
権
限

に
よ
つ
て
は
こ
の
軍
に
生
ず

る
處
あ
る
に
過
ぎ
な
い

場
合

に
は
差
止
命
令
を
登
す
る
こ
と

が
出
來
な
か
つ
た
。
し
か
し
他
方
に
於
て
は
同
法
に
よ
り
普
通
裁
判
所

は
衡
平
法
裁
判
所
が
差

止
命
令
を
嚢
し
得
な
か
つ
た
場
合

に
も
差
止
命
令
を
発
し
得
る
構
限
を
付
與
せ
ら
れ
た
。
例

へ
ば
文
書
誹
殿

(
l
i
b
e
l

)
に
關
し
て
は

衡
平
法
裁
判
所
は
差
止
命
令
を
嚢
し
得
な
か
つ
た
が
普
通
法
裁
判
所
は
か

・
る
場
合
に
も
差
止
命
令
を
発

し
得
る
や
う

に
な

つ
た

(註
二
八
)
。
普
通
法
裁
判
所
は
か
く
の
如
く
に
し
て
相
當
廣
い
範
囲
で
差
止
命
令
を
発
す
る
権
限

を
付
與

せ
ら
れ
た
が
,
普
通
法

裁
判
所
は
か

・
る
救
濟
方
法
を
行
使
す
る
こ
と

に
慣
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
爲
あ
ま
わ
こ
の
権
限
を
行
使
せ
ず
、
行
使
し
た
の
は
主
,こ
し

て
財
産
橿

(
p
r
o
p
e
r
t
y

)
の
保
護
の
爲
に
で
あ

つ
た

(註
二
九
)
。

(
ロ
)
L
o
r
d
 
C
a
i
r
n
s
'
 
A
c
t
 
(
C
h
a
n
c
e
r
y
 
A
m
e
n
d
m
e
n
t
 
A
c
t
,
 
1
8
5
8
)

(註
三
〇
)
に
よ
つ
て
衡
平
法
裁
判
所
は
差
止
命
令
の
申

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

二
五
)

二
五



英
法
に
於
け
る
差
翫
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

二
六
)

二
六

立
を
受
け
得
る
管
轄
樺
内
の
事
件
に
野
し
て
は
差
止
命
令
ε
共
に
又
は
そ
の
代
の
に
(
e
i
t
h
e
r
 
i
n
 
a
d
d
i
t
i
o
n
 
t
o
 
o
r
 
i
n
 
s
u
b
s
t
i
t
u
t
i
o
n

f
o
r
 
s
u
c
h
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n
)

損
害
賠
償

(
d
a
m
a
g
e
s

)
な
る
從
來
普
通
法
裁
判
所
に
於
て
の
み
與

へ
ら
れ
た
救
濟
方
法
を
與

へ
る
権
限
を

有
す
る
に
至
つ
た

(註
三
一)
。

(
ハ
)
叉
S
i
r
 
J
o
h
n
 
R
o
l
t
'
s
 
A
c
t
 
(
C
h
a
n
c
e
r
y
 
R
e
g
u
l
a
t
i
o
n
 
A
c
t
,
 
1
8
6
2
)

(莚
二
二
)
に
よ
り
衡
平
法
裁
剃
所
の
管
轄
纏
内
に
あ

る
救
濟
方
法
が
求
め
ら
れ
た
る
総
て
の
場
合
に
於
て
そ
の
前
提
要
件
,こ
し
て
決
す
る
こ
・こ
を
要
す
る
法
律
問
題
及
び
事
實
問
題
は
從

來
そ
れ
が
普
通
法
裁
判
所
に
於
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

つ
て
も
絡
て
同

一
裁
判
所
に
於
て
決
定
す
べ
き
旨
を
定
め
ら
れ
た
。

以
上
の
三
つ
の
法
律
は
S
u
p
r
e
m
e
 
C
o
u
r
t
 
o
f
 
J
u
d
i
c
a
t
u
r
e
 
A
c
t
,
 
1
8
7
3

が
當
時
衡
平
法
裁
判
所

,こ
普
通
法
裁
判
所

く」
の
双
方
の

有
し
て
ゐ
た
総
て
の
権
限
を
新
設
の
高
等
裁
判
所
に
合
せ
て
移
し
た
結
果
不
用
・こ
な
り

(註
三
三
)
、
今
や
高

等
裁

剃
所

の
各
部
は

普
通
法
上
並
び
に
衡
平
法
上
の
権
利
の
存
否
に
つ
い
て
決
定
を
爲
し
且
そ
の
救
濟
方
法
,こ
し
て
差
止
命
令
を
も
損
害
賠
償
を
も
與

へ

得
る
こ
・、こ
こ
な
つ
た
。

(註
二
六
)
C
o
m
m
o
n
 
L
a
w
 
P
r
o
c
e
d
u
r
e
 
A
c
t
,
 
1
8
5
4
,
 
1
7
 
&
 
1
8
 
V
i
c
t
.
 
c
.
 
1
2
5
.

(註
二
七
)

一
定
の
行
爲
を
爲
す
ご
ざ
を
禁
止
ず
る
差
止
命
令

(
m
a
n
d
a
t
o
r
y
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

の
場
合
を
暫
く
別
ざ
ず

る
)
は
い
つ
れ
將
來
生
ず
べ

き
行
爲
を
差
止
め
る
の
で
あ
る
が
、
之
を
三
種
に
分
つ
こ
ざ
が
出
來
る
。
即
ち

(
一)
既
に
爲
し
た
ろ
行
爲
の
反
覆
を
正
む
る
も
の

(二
)
既
に
爲



し
た
る
行
爲

の
継
続
を
止
む
る
も
の

(
三
)
之
よ
り
全
然
新
に
爲
さ
ん
ざ
ず
る
行
爲
を
止
む
る
も
の
の
三
種
で
あ
る

参
照
)
。

(註

二
八
)

文
書
誹
殿

に
關
し
衡
平

法
裁
判

所
が
差

止
命
令

の
登

し
得
ざ

り
し
こ
ざ
に
つ
い
て
はに

ょ
つ
て
普
通
法
裁
判
所
が
之
を
駿
ず
る

権
限

を
得

た
る

こ
、、c
に

つ
い
て
は

参
照
。

(註
二
九
)

(
註
三
〇
)

(
莚

三

)

に
よ
つ
て
衡
平
法
裁
判
所
が
損
害
賠
償
を
與
へ
る
こ
ざ
が
出
來
る
や
う
に
な
つ
た
の
は
特
定
履
行
の
場
合
に
於
て

も
同
様
で
あ
る
。
尚
同
法
の
説
明
に

つ
い
て
は
本
稿
三
六
頁
以
下
参
照
Q

(
註
三
二
)

(
註
三
三
)

こ
れ
ら
の
三

つ
の
法
律

の
規
定
は
途
に

よ

つ
て
震
止
せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
與

へ
ら
れ
た
管
轄
擢
は

及
び

に
よ
つ
て
爾
存
続

し
て
ゐ
る
。

現
行
法
と
し
て
は

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
霧
第
二
號
)

の
第
二
十
五
條
第
八
項
を
再
規

定
し
た

(

二
七
)

二
七

(Salm
ond, T

orts, 7th ed.

(1928), p. 192

(libel)

K
nott (1875), L

. R
. 10 C

h. A
pp. 142

C
om

m
on L

aw
 Procedure  A

ct,  1854

Prudential A
ssurance C

o. v.

B
onnard v. Perrym

an, (1891) 2 C
h. 269, at p. 283; W

hite v. M
ellin, (1895) A

. C
. 154,

at p. 163

M
aitland, E

quity (1909) , p. 253; W
ilshere, op. cit. p. 438.

L
ord C

airns' A
ct, 21 &

 22 V
ict. c. 27.

L
ord C

airns' A
ct

Sir John R
olt's A

ct, 25 &
 26 V

ict. c. 42.

Statute L
aw

 R
evision and C

ivil Procedure A
ct, 1883, 46 &

 47 V
ict. c. 49

Judicature A
ct, 1873, s. 1€

Statute L
aw

 R
evision

A
ct, 1898, 61 &

 62 V
ict. c. 22, s. 1 (Statute L

aw
 R

evision A
ct, 1883, s. 5)

Suprem
e C

ourt of Judicature A
ct, 1873

Suprem
e



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第
二
巻
第
二
號
)

(

二
八
)

二
八

・
の
第
四
十
五
條
の
規
定
が
あ
る
。
そ
の
第

一
項

及
び
第
二
項
に
日
く
、

こ
の
條
文
に
つ
い
て
先
づ
第

一
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は

條
文
は

に
よ
る
差
止
命
令
の

み
に
つ

い
て
規
定

し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
勿
論
高
等
裁
判
所
の
権
限
が
中
間
的
差
止
命
令
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
ーこ
解
す
べ
き
で
な
く
中
澗
的
差
止
命

令
を
さ

へ
発
し
得
る
の
だ
か
ら
永
久
的
差
止
命
令
も
勿
論
嚢
し
得
る
も
の
,こ
解
す
べ
き
で
あ
る

(註
三
四
)
。

叉
同
條
文
に
は

な
る
場
合

に
は
差
止
命
令
を
饗
し
得
る
ーこ
定
め
て
あ
る
が
こ
れ
は
決
し
て
新
し
く
實
髄

構
を
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
從
來
何
等
の
権
利

な
く
從
つ
て
何
等
の
救
濟
方
法
な
か
り
し
事
項
に
つ
い
て
も
差
止
命
令

を
饗
す
る
こ
・こ
が

「
正
當
叉
は
便
宜
」
,こ
考

へ
れ
ば
差
止
命
令
を
饗
し
て
可
な
り
ーこ
の
意
味
で
は
な
い

(註
三
五
)
。
同
條
は
単
に
從

來
よ
り
認
め
ら
れ
た
普
通
法
上
叉
は
衡
平
法
上
の
権
利
の
存
在
す
る
場
合
に
之
を
保
護
す
る
爲

に
差
止
命
令
を
獲
す
る
こ
,、旨が

「
正

當
且
便
宜
」

(
註
三
六
)
な
る
・こ
き
は
.
從
來
の
差
止
命
令
を
畿
し
た
慣
行

(箕
碧
9
0
)
の
如
何
に
拘
ら
ず
換

言
す
れ

ば
そ
の
擢
利

C
ourt of Judicature (C

onsolidation) A
ct, 1925

   (1) T
he H

igh C
ourt m

ay grant a m
andam

us or an injunction or appoint a receiver by an interlocutory 

order in all cases in w
hich it appears to the court to be just or convenient so to do. 

 " (2) A
ny such order m

ay be m
ade either unconditionally or on such term

s and conditions as the court 

thinks fit."

interlocutory order

"just or convenient"



に
つ
い
て
は
從
來
さ
の
裁
判
所
も
差
止
命
令
と

い
ふ
特
定
の
救
濟
方
法
を
與

へ
得
な
か
つ
た
場
合
に
於
て
も
そ
の
権
利
を
保
護
す
る

爲
高
等
裁
判
所
は
差
止
命
令
を
発
し

て
可
な
り
,こ
の
意
味
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い

(註
三
七
)
。

更
に
こ
の
"
j
u
t
 
o
r
 
c
o
n
v
e
n
i
e
n
t
"

な
る
語
は
前
述
の
如
く
裁
判
所
の
権
限
を
拡
張
し
た
換
言
す
れ
ば
從
來
差
止
命
令

を
以
て
保

護
せ
ら
れ
な
か
つ
た
権
利
に
つ
い
て
も
差
止
命
令
を
嚢
し
得

る
や
う
に
は
爲
し
た
が
、
決
し
て
高
等
裁
判

所

に
対
し
て
差
止
命
令
を

襲
す
る
に
つ
い
て
專
恣
叉
は
無
規
律
な
る
自
由
裁
量
の
堰

(
a
r
b
i
t
r
a
r
y
 
o
r
 
u
n
r
e
g
u
l
a
t
e
d
 
d
i
s
c
r
e
t
i
o
n

)
を
與

へ
た

も
の
で
も
な
く

(莚
二
八
)
、
又
同
法
以
前
の
差
止
命
令
を
蛮
す
る
に
當
つ
て
遵
守

し
た

法
則
を
改
め
た

も
の
で
も
な
い

(註
三
九
)
。
差
止
命
令
の

付
與
は
制
例

に
よ
の
確
定
し
た
る
既
存
の
法
則
に
基

い
て
爲
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
法
則
の
如

何
な
る
も
の
な
る
か
に
つ

い
て
は
節
を
改
め
て
次
に
説
明
す
る
。

(註
三
四
)

b
B
e
d
d
o
w
 
v
.
 
 
B
e
d
d
o
w
 
(
1
8
7
8
)
,
 
9
 
C
h
 
D
.
 
8
9
,
 
a
t
 
p
.
 
9
3
.

・

(註
三
五
)

例
へ
ば
D
a
y
 
v
.
 
B
r
o
w
n
r
i
g
g
 
(
1
8
7
8
)
,
 
1
0
 
C
h
.
 
D
.
 
2
9
4

に
於
て
は
原
告
に
は
普
通
法
上
の
権
利
も
衡
平
法
上
の
標
利
も
な
し
ざ
し

て
差
止
命
令
が
與
へ
ら
れ
な
か
つ
た
。
術
こ
の
判
例
に
つ
い
て
は
本
稿
三
一
頁
参
照
。

(註
三
六
4
"
I
t
 
m
u
s
t
 
b
e
 
`
j
u
s
t
'
 
a
s
 
w
e
l
l
 
a
s
 
'
c
o
n
v
e
n
i
e
n
t
'
.
"
 
(
D
a
y
 
v
.
 
B
r
o
w
n
r
i
g
g
 
(
1
8
7
8
 
,
 
1
0
 
C
h
.
 
D
.
 
2
9
4
,
 
a
t
 
p
.
 
3
0
7
.
)

(註
三
七
)
N
o
r
t
h
 
L
o
n
d
o
n
 
R
y
.
 
C
o
.
 
v
.
 
G
r
e
a
t
 
N
o
r
t
h
e
r
n
 
R
y
.
 
C
o
.
 
(
1
8
8
3
)
,
 
1
1
 
Q
.
 
B
.
 
D
.
 
3
0
,
 
a
t
 
p
p
.
 
3
9
,
 
4
0

に
曰
く
"
A
l
l

t
h
a
t
 
w
a
s
 
d
o
n
e
 
b
y
 
t
h
i
s
 
s
e
c
t
i
o
n
 
w
a
s
 
t
o
 
g
i
v
e
 
t
o
 
t
h
e
 
H
i
g
h
 
C
o
u
r
t
 
p
o
w
e
r
 
t
o
 
g
i
v
e
 
a
 
r
e
m
e
d
y
 
w
h
i
c
h
 
f
o
r
m
e
r
l
y
 
w
o
u
l
d

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第
二
巻
第
二
號

)

(

二
九
)

二
九



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第
二
春
第
二
號
)

(

三
〇
)

三
〇

の
事
件
に
つ
い
て
云
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o

参
照
。

(
註
三
八
)

に
日

く

、

(
莚

二
九
)

not have been given in that particular case, but still only a rem
edy in defence of or to enforce rights w

hich 

according to law
 w

ere previously existing and capable of being enforced in som
e or one of the different D

ivi

sions w
hich are now

 united in the H
igh C

ourt.  ••  •.•...•• ................  T
he sole intention of the section is this: that 

w
here there is a legal right w

hich w
as, independently of the A

ct, capable of being enforced either at law
 or 

in epuity, then, w
hatever m

ay have been the previous practice, the H
igh C

ourt m
ay interfere by injunction

in protection of that right."
concurrent jurisdiction

A
slatt v. C

orporation of Southam
pton (1880), 16 C

h. D
. 143; R

ichardson v. M
ethley School B

oard, C
1893)

3 C
h. 510

H
arris v. B

eaucham
p B

rothers, (1894) 1 Q
. B

. 801, at p. 809
"W

e conceive those w
ell-know

n

w
ords ('just and convenient') do not confer an arbitrary or unregulated discretion on the C

ourt, and do not 

authorize the C
ourt to invent new

 m
odes of enforcing judgm

ents in substitution for the ordinary m
odes."

D
ay v. B

row
nrigg (1878), 10 G

h. D
. 294, at p. 307

"T
he pow

er given to the C
ourt •••••••• to grant

an inj u:~ ; '-tion in all cases in w
hich it shall appear to the C

ourt to be 'just or convenient' to do so, does not 

in the least alter the principles on w
hich the C

ourt should act."



第
三
節

差
止
命
令
の
要
件

剛
■

二

)
普
通
法
上
又
は
衡
平
法
上
の
堰
利
の
存
在

差
止
命
令
の
許
さ
れ
る
爲
に
は
先
づ
第

一
に
前
述
の
如
く

(註
一
)

保
護
の
対
象

,こ
し
て

一
定
の
普
通
法
上
又
は
衡
平
法
上
の
櫓
利
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
普
通
法
上
又
は
衡
平

法
上
の
権
利

に
対
す

る
侵
害
叉
は
侵
害
の
處
あ
る
ご
き
に
限
り
差
止
命
令
が
與

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
九
二
五
年
の
裁
判
所
梅
成

法
第
四
十
五
條

(
一
八
七
三
年
の
裁
判
所
構
成
法
第
二
十
五
條
第
八
項
)
の

「
便
宜
」

(
"
c
o
n
v
e
n
i
e
n
t
"

)
な
る
語
は
決
し

て
被
告

の
行
爲
が
何
等
原
告
の
権
利

を
侵
害
す
る
も
の
に
非
ず
し
て
軍
に
原
告

に
不
便
を
生
ぜ
し
む
る
に
過
ぎ
な
い
場
合
に
迄
も
差
止
命
令

の
付
與
を
許
し
た
も
の
で
は
な
い
。

例

へ
ば
D
a
y
 
v
.
 
B
r
o
w
n
r
i
g
g

事
件

(註
二
)
に
於
て
は
原
告
が
六
十
年
以

前
よ
り
自
己
の
家
に
"
A
s
h
f
o
r
d
 
L
o
d
g
e
"
と

い
ふ
名

を
つ
け
て
あ
る
場
合
に
す
ぐ
隣
の
被
告
が
そ
の
家
に
"
A
s
h
f
o
r
d
 
V
i
l
l
a
"
と

い
ふ
名
を
用
ひ
る
こ
と
を
禁
止
す
る
爲

に
差
止
命
令
を

求
め
た
る
場
合
に
、
邸
宅
の
名
を
專
用
す
る
が
如
き
普
通
法
上
の
権
利

も
衡
平
法
上
の
権
利

も
な
し
,こ
の
理
由
に
よ
つ
て
差
止
命
令

が
許
さ
れ
な
か
つ
た

へ莚
二
)
。

爾
差
止
命
令
を
得
る
爲
に
は
構
利
侵
害
の
現
存
又
は
権
利
侵
害
の
處
の
存
在
も
亦
之
を
必
要
と

す
る
。
而
し
て
権
利
侵
害
の
處
あ

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
霧
第
二
號
)

(

三
一
)

一三



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

三
二
)

三
二

り

(
t
h
r
e
a
t
e
n
e
d

)
と
の
理
由
に
よ
つ
て
差
止
命
令
を
得

る
爲
に
は
、
そ
の
行
爲
が
直
ぐ
に
爲
さ
れ
ん
・こ
す

る
處
あ
る
こ
・こ

(註
四
)

ε
そ
の
行
爲
が
権
利
侵
害
を
生
ず
る
高
度
の
蓋
然
性
あ
る
こ
と
換
言
す
れ
ば
通
常
の
事
件
進
行
の
過
程
に
於
て
は
堰
利
侵
害
な
る
結

果
を
生
ず
る
で
あ
ら
う
こ
と

(註
五
)
S
を
立
謎
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
こ
の
軍

に
堰
利
侵
害
の
處

あ
る
に
過
ぎ
ざ
る
場

合

に
も
権
利

保
護
の
行
は
る

・
は
衡
平
法
上
の
救
濟
方
法
た
る
差
止
命
令
の
特
色
で
あ
る

(註
六
)
。

(註
一
)

本
稿
二
八
頁
参

。

(註
二
)
D
a
y
 
v
.
 
B
r
o
w
n
r
i
g
g
 
(
1
8
7
8
)
,
 
1
0
 
C
h
.
 
D
.
 
 
2
9
4
.

(註
三
)
尚

又
W
h
i
t
e
 
v
.
 
M
e
l
l
i
n
,
(
 
1
8
9
5
)
 
A
.
 
C
.
 
1
5
4

に
於
て
は
被
告
が
原
告
製
造
の
子
供
用
食
料
品
を
費
り
捌
い
て
ゐ
る
ざ
き
に
、
被
告
自

身
も
子
供
及
病
人
用
の
食
料
を
製
造
販
売
し
て
ゐ
た
の
で
被
告
が
そ
の
原
告
の
商
品
の
包
紙
に
そ
こ
に
印
刷
さ
れ
て
あ
る
文
字
は

一切
変
へ
ず
に
軍

に
自
己
の
商
品
の
廣
告
の
紙
を
貼
り
つ
け
そ
の
紙
に
自
己
の
商
品
が
"
f
a
r
 
m
o
r
e
 
n
u
t
r
i
o
u
s
 
a
n
d
 
h
e
a
l
t
h
f
u
l
 
t
h
a
n
 
a
n
y
 
p
r
e
p
a
r
a
t
i
o
n
 
y
e
t

o
f
f
e
r
e
d
"

な
る
文
句
を
印
刷
し
て
あ
つ
た
場
合
、
こ
れ
の
み
に
て
は
不
法
行
爲
に
な
ら
な
い
し
叉
そ
の
他
曹
通
法
上
叉
は
衡
平
法
上
の
標
利
を
侵
害

し
て
ゐ
な
い
ざ
の
理
由
で
差
止
命
令
が
與
へ
ら
れ
な
か
つ
た
。尚

o
S
t
r
e
e
t
 
v
.
 
U
n
i
o
n
 
B
a
n
k
 
o
f
 
S
p
a
i
n
 
a
n
d
 
E
n
g
l
a
n
d
 
(
1
8
8
5
)
,
 
3
0
 
C
h
.
 
D
.
 
1
5
6

参
照
。

(註
四
)
L
o
r
d
 
C
o
w
l
e
y
 
v
.
 
B
y
a
s
 
(
1
8
7
7
)
,
 
5
 
C
h
.
 
D
.
 
9
4
4

(註
五
)
F
l
e
t
c
h
e
r
 
v
.
 
B
e
a
l
e
y
 
(
1
8
3
5
)
,
 
2
8
 
C
h
.
 
D
.
 
6
8
8
;
 
A
t
t
o
r
n
e
y
G
e
n
e
r
a
l
 
v
.
 
C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
 
o
f
 
M
a
n
c
h
e
s
t
e
r
,
 
(
I
8
9
2
)
 
2
 
C
h
.
 
8
7
.



(
註
六
)

差
止
命
令
は

二

)
損
害
の
反
覆

(
r
e
p
e
t
i
t
i
o
n

)
(
二
)
損
害
の
纒
績

(
c
o
n
t
i
n
u
a
n
c
e

)
叉
は

(
三
)
損

害

の
新
た

な
る
實
行

(
c
o
n

m
i
s
s
i
o
n

)
を
抑
制
す
る
爲
に
畿
し
得
る
ご
ざ
は
前
に
述
べ
た

(本
稿
二
六
買
註
二
七
)
。
こ
の

最
後

の
場
合
即
ち

軍
に

損
害
が
生

ず
る
處

あ
る

(
t
h
r
e
a
t
e
n
e
d

)

に
過
ぎ
ざ
る
場
合
の
訴
を
q
u
i
a
 
 
t
i
t
n
e
t
 
a
c
t
i
o
n
 
(
q
u
i
a
 
t
i
m
e
t
=
b
e
c
a
u
s
e
 
h
e
 
f
e
a
r
s
)

ざ
構
し
普
通
法
に
於
て
は
認
め
ら
れ

ざ
る
訴
で
あ
る
。
衡
李
法
上
は
特
に
こ
の
訴
を
も
許

ず
が
、
こ
の
場
合
の
原
告

の
立
證
責
任
は
通
常

の
訴

の
場
合
に
比
し
非
常
に
重
い

(
G
r
a
i
g
o
l
a

M
e
r
t
h
y
r
 
C
o
.
,
 
L
t
d
.
 
v
.
 
S
w
a
n
s
e
a
 
C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
,
 
(
1
9
2
8
)
 
(
h
.
 
2
3
5
,
 
a
t
 
p
.
 
2
4
4
)

。

=

一

(
二
)
普
通
法
上
の
救
濟
方
法
の
不
充
分

差
止
命
令
の
許
さ
れ
る
爲
に
は
教
に
普
通
法
上
の
救
濟
方
法
た
る
損
害
賠
償

(
d
a
m
a
g
e
s

)
が
救
濟
方
法
,こ
し
て
不
充
分
な
る
場
合
な
る
こ
と
を
要
す
る
。
こ
れ
衡
平
法
上

の
救
濟
方
法
を
支
配
す

る
衡
平
法
の

根
本
法
理
で
あ

る

(註
七
)
。

し
か
し
な
が
ら
純
梓
な
る
衡
平
法
上
の
権
利

を
保
護
す
る
爲
に
差
止
命
令
を
求
め
た
る
場
合
に
は
、
衡
平
法
上
の
堰
利
に
対
し
て

は
本
來
損
害
賠
償
な
る
普
通
法
上
の
救
濟
方
法
を
得
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
か
ら
損
害
賠
償
が
救
濟

方
法
,こ
し
て
充
分
な
り

や
否
や
の
問
題
を
生
じ
な
い
。
之
に
反
し
普
通
法
上
の
権
利
を
保
護
す
る
爲
に
差
止
命
令
を
求
め
た
る
場
合

に
は
そ
の
本
來
の
救
濟

方
法
は
普
通
法
上
の
救
濟
方
法
た
る
損
害
賠
償
で
あ
つ
て
衡
平
法
上
の
差
止
命
令
は
そ
の
補
充
的
救
濟
方
法
た
る
に
過
ぎ
な
い
の
で

あ
る
。
而
し
て
こ
の
場
合
即
ち
共
同
管
轄
構

(
c
o
n
c
u
r
r
e
n
t
 
j
u
r
i
s
d
i
c
t
i
o
n

)
の
場
合
に
於
け
る
衡
平
法
裁
判
所
の
管
轄
構

の
基
礎
は

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第
二
巻
第
二
號
)

(

二
二
二
)

三
一二



英
法
に
於
け
る
差
出
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

(第
二
巻
第
二
號
)

(

三
四
)

三
四

普
通
法
上
の
救
濟
方
法
の
不
充
分

(
i
n
a
d
e
q
u
a
c
y
 
o
f
 
t
h
e
 
C
o
m
m
o
n
 
L
a
w
 
r
e
m
e
d
y

)
な
る
こ
と

で
あ
る

(註
八
)
。
換
言
す
れ
ば

損
害
賠
償
が
適
當
な
る
救
濟
方
法
な
る
,こ
き
は
差
止
命
令
を
得
る
こ
と
が
出
來
な
い

(註
九
)
。

し
か
ら
ば
如
何
な
る
場
合
に
損
害
賠
償
の
み
に
て
は
救
濟
方
法
し
て
不
充
分
で
あ
る
か
を
簡
単

に
述
ぶ
れ
ば
,
金
鏡
を
以
て
し
て

は
填
補
す
る
こ
ミ
の
出
來
な
い
損
害

(
i
r
r
e
p
a
r
a
b
l
e
 
m
i
s
c
h
i
e
f
,
 
i
r
r
e
p
a
r
a
b
l
e
 
i
n
j
u
r
y

)

(註
一
〇
)
を
生
ず

る
處
あ

る
場

合
叉

は
損

害
が
縄
績
的

(
c
o
n
t
i
n
u
o
u
s

)
若
は
回
蹄
的

(
r
e
c
u
r
r
e
n
t

)

(註

=

)
な
る
爲
充
分
な
る
救
濟
を
得
る
爲

に
は
損
害
賠
償

請
求
の
訴

訟
を
多
数
重
複
せ
し
む
る

(
m
u
l
t
i
p
l
i
c
i
t
y
 
o
f
 
a
c
t
i
o
n
s

)
必
要
あ
る
場
合
で
あ
る

(註
一
二
)

(註
=
二
)
。
こ
こ
に
金
銭
を
以
て
填
補

す
る
こ
と
が
出
來
な
い
損
害
・こ
は
損
害
が
重
大
で
あ

つ
て
単
な
る
金
銭
の
支
払

に
て
は
充
分
に
は
救
濟
せ
ら
れ
な
い
,こ
の
意
味
で
あ

り

(註
一
四
)
、
又
訴
訟
の
重
複
の
必
要
に
つ
き
説
明
す
る
に
元
來
損
害
賠
償
は
既
に
焚
生
し
た
る
損
害
に
対
し
て
の
み
與

へ
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
か
ら
例

へ
ば
特
許
梅
著
作
構
等
の
侵
害
の
場
合
に
充
分
な
る
救
濟
を
得

る
爲
に
は
次

々
に
発
生
す
る
新
損
害
に
対
し
次

々
に
新
訴
訟
を
提
起
す
る
必
要
即
ち
訴
訟
重
複
の
必
要
が
生
じ
る
の
で
あ
る

(註
一五
)
。

(註
七
)

特
定
履
質
の
場
合
に
於
い
て
も
同
一
で
あ
る
。
拙
稿
、
前
掲
七
五
一
頁
以
下
。

(註
八
)
A
t
t
o
r
n
e
y
G
e
n
e
r
a
l
 
v
.
 
S
h
e
f
f
i
e
l
d
 
G
a
s
 
C
o
.
 
 
(
1
8
5
3
)
,
 
3
 
D
e
 
G
.
 
M
.
 
&
 
G
.
 
3
0
4
,
 
a
t
 
p
.
 
3
2
0
,
 
4
3
 
E
.
 
R
.
 
1
1
9
,
 
a
t
 
p
.
 
1
2
5

に

日
く
、
.
"
W
h
a
t
 
t
h
e
n
 
i
s
 
t
h
e
 
p
r
i
n
c
i
p
l
e
 
b
y
 
w
h
i
c
h
 
t
h
e
 
C
o
u
r
t
 
o
u
g
h
t
 
t
o
 
b
e
 
g
o
v
e
r
n
e
d
 
2
 
I
 
t
a
k
e
 
i
t
 
t
o
 
b
e
 
t
h
i
s
 
:
 
w
h
e
t
h
e
r



(註
九
)

(
註

一
〇
)

ρ
註

=

)

こ

》
に

反
覆
的

.
、込
云
ふ
の
は
本
文
に
書
い
た
や
う
に
損
害
賠
償
に
よ
り
て
は
填
補
ず
る
こ
ざ
の
出
來
ぬ
の
意
味
で
あ
る
。

ざ
い
ふ
も
同
義

で
あ
る
。

(
註

一
二
)

そ
の
ま

》
に
あ
ら
す
し
て
、

)
に
も
同
様
の
意
見
が
述

べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
曰
く
(
但
し
次

の
文
章
は
判
決
文

に
揚
け
だ

る
右

判
決
の
要
旨
で
あ
る
)
、

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令

(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第

二
巻
第
二
號
)

.

(

三
五
)

三
五

the extent of the dam
age and injury be such that the law

 w
ill not afford an adequate and sufficient rem

edy."

L
ondon and B

lackw
all R

y. C
o. v. C

ross (1886  ,, 31 C
h.. D

. 354, at p. 360
,‘T

he very first principle

of injunction law
 is that prim

a facie you do not obtain injunctions to restrain actionable w
rongs, for w

hich 

dam
ages are the proper rem

edy."

"irreparable"

'(repetitional)

C
olls v. H

om
e and C

olonial Stores, L
td., (1904) A

. C
. 179, at p. 188

"T
heir province w

as sim
ply

to grant an injunction in aid of the legal right w
here there w

as danger of irreparable m
ischief, or w

here an 

injunction w
as required to prevent m

ultiplicity of actions."

D
oherty v. A

llm
an (1878), 3 A

. C
. 709, at p. 720

M
ew

s' D
igest of E

nglish C
ase L

aw
, V

ol. 10, p.1333
"T

he

grant of an injunction to , restrain a person from
 doing a particular thing is an act dependent on the discretion 

of the court, and in exercising that discretion a court of equity w
ill consider w

hether the doing of the thing 

sought to be restrained m
ust produce an injury to the party seeking the injunction; w

hether that injury can be 

rem
edied or atoned for, and, if capable of being atoned for by dam

ages, w
hether those dam

ages m
ust be sought



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第

二
巻
第
二
號
)

(

一二
六
)

三
六

ρ
註

二
二
)

爾
損
害
が
継
続
的
叉
は
回
飾
的
な
る
こ
ざ
に
よ
り
て
結
果
が
重
大
ざ
な
り
金
鑓
を
以
つ
て
は
填
補
す
る
こ
ざ
の
出
來
な
い
性
質
の
も
の
ざ

な
る
こ
さ
が
あ
る
。
例

へ
ば
鐘

を
鳴
ら
す
こ
ざ
は
些
少
な
こ
ざ
た
が
、
毎
朝
毎
朝
鳴
ら
ず
こ
ざ
に
ょ
つ
て
隣
人

の
受
け
る
損
害
が
重
大
ざ
な
る
こ
ざ

が
あ
る
。

参
照
。

(
註

,一
四
)

(
註

一
五
)
本
稿

二
四
頁
註

二
二
参
照
。

=
二

損
害
賠
償
,こ
差
止
命
令
ε
の
関
係

に
付
て
は
,
前
述
の

止
命
令
・こ
共
に
叉
は
そ
の
代
り
に

(
註

一
六
)

に
よ

つ
て
衡
平
法
裁
判
所

に
差

損
害
賠
償
を
鬼
ハ
へ
る
髄
隅

限
が
授
與
せ
ら
れ
た

(註
一
七
)
か
ら
更

に
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。

同
法
第
二
條

に
日
く
、

in successive suits, or could be obtained once for all."

A
ttorneyG

eneral v. C
am

bridge C
onsum

ers G
as C

o. (1868), L
. R

. 4 C
h. A

pp.  71, at pp. 80, 81

Princhin v. L
ondon and B

lackw
all R

y. C
o. (1854), 5 D

e G
. M

. &
 G

. 851, at p. 860, 43 E
. R

. 1101, at p.

1104; L
itchfield-Speer v. Q

ueen A
nne's G

ate Syndicate, C
1919) 407, at p. 411

L
ord C

airns' A
ct

(either in addition to or in substitution for such injunction)

"In all cases in w
hich the C

ourt of C
hancery has jurisdiction to entertain an application

for an injunction against a breach of any covenant, contract, or agreem
ent, or against the com

m
ission or con

tinuance of any w
rongful act, or for specific perform

ance of any covenant, cntract, or agreem
ent, it shall 

be law
ful for the sam

e C
ourt, if it shaIl think fit, to aw

ard dam
ages to the party injured, either in addition



t
o
 
o
r
 
i
n
 
s
u
b
s
t
i
t
u
t
i
o
n
 
f
o
r
 
s
u
c
h
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n
 
o
r
 
s
p
e
c
i
f
i
c
 
p
e
r
f
o
r
m
a
n
c
e
,
 
a
n
d
 
s
u
c
h
 
d
a
m
a
g
e
s
 
m
a
y
 
b
e
 
a
s
s
e
s
s
e
d
 
i
n
 
s
u
c
h
m
a
n
n
e
r
 
a
s
 
t
h
e
 
C
o
u
r
t
 
s
h
a
l
l
 
d
i
r
e
c
t
.
"

こ

同
法
あ
る
が
爲
に
從
來
S
異
り
た
る
鮎
は
先
づ
第

一
に
裁
剃
所
は
衡
平
法
上
の
権
利
の
侵
害
に
対
し
て
も
損
害
賠
償
を
與

へ
得

る

や
う

に
な
つ
た
こ
と

で
あ
る

(註
一
八
)
。
又
從
來
普
通
法
裁
判
所

は
現
實
に
損
害
の
生

じ
た
る
場

合
に
限

の
損
害

賠
償
を
與

へ
た

の
で
あ
る
が

(註
↓
九
)
、
同
法
に
よ
り
て
は
生
ず
る
處
あ
る
損
害

(
t
h
r
e
a
t
e
n
e
d
 
o
r
 
a
p
p
r
e
h
e
n
d
e
d
 
i
n
j
u
r
y

)
に
対
し

て

も

損
害

賠
償
を
與

へ
得
る
も
の
で
あ
る
ーこ
判
決
せ
ら
れ
て
ゐ
る

(註
二
〇
)
。
而
し
て
L
o
r
d
 
C
a
i
r
n
s
'
 
A
c
t

に
よ

つ
て
付
與
せ
ら
れ
た
る
管

轄
構
は
今
も
爾
存
続

し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て

(註
二
一
)
、

一
八
七
五
年
以
後
は
同

法
を
離

れ
て
も

一
八
七

三
年
及

び

一
九
二
五
年

の
裁
判
所
構
成

法
に
よ
つ
て
高
等
裁
判
所
の
各
部
は
差
止
命
含
を
畿
し
得
る
,こ
同
時
に
從
來
普
通
法
裁
判
所

が
損
害
賠
償
を
與

へ
た

る
絡
て
の
場
合
に
損
害
賠
償
を
與

へ
得
る
の
で
あ
る
が
、
高
等
裁
判
所
の
各
部
が
右
の
如
き
特
種
な
場
合

に
損
害
賠
償
を
與

へ
得
る

の
は
尚
L
o
r
d
 
C
a
i
r
n
s
'
 
A
c
t

に
よ
つ
て
付
與
せ
ら
れ
た
管
轄
権

に
基
く
も

の
で

あ
る

(註
二
二
)
。
從

つ
て
L
o
r
d
 
C
a
i
r
n
s
'
 
A
c
t

の
下
に
於
て
は
右
の
條
文

に
ょ
り
て
も
知
り
得
る
如
く
裁
判
所
が
差
止
命
令
の
申
立
を
受
理
す
る
管
轄
権
を
有
す
る
事
件
換
言
す
れ

ば
現
實
に
は
何
等
か
の
理
由
に
ょ
り
て
差
止
命
令
を
與

へ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
・こ
に
か
く
差
止
命
令
を
奥

へ
得
る
管
轄
堰

を
有
す

る
事
件
の
場
合

に
限

つ
て
損
害
賠
償
を
興

へ
得
る
の
で
あ
る
か
ら

(註
二
三
)
、
現
在
も
右
の
如
き
特
種
な
場
合

に
於
て
は
裁
判
所

が

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
貌
)

(

三
七
)

三
七



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

三
八
)

三
八

差
止
命
令
を
與

へ
得
る
管
轄
権
を
有
す
る
事
件
に
於
て
の
み
損
害
賠
償
を
與

へ
得
る
の
で
あ
る

(註
二
四
)
。

L
o
r
d
 
C
a
i
r
n
s
'
 
A
c
t

に
關
す
る
最
も
微
妙
な
る
問
題
は
同
法
の

「
差
止
命
令
の
代
り
に
」

(
"
i
n
 
s
u
b
s
t
i
t
u
t
i
o
n
 
f
o
r
 
s
u
c
h
 
 
i
n
j
u
n
c

t
i
o
n

)

(註
二
五
)
な
る
語
の
意
味
に
付
い
て
で
あ
つ
て
、
右
の
語
が
差
止
命
令
嚢
令
に
關
す
る
從
來
の
法

理
に
何
等
の
変
更

を
加

へ
た
も
の
で
な
く
軍
に
從
來
も
差
止
命
令
を
與

へ
る
こ
と

の
出
來
な
か
つ
た
場
合
に
の
み
差
止
命
令
を
奥

へ
ず
に
損
害
賠
償
を
與

へ

得

る
旨
を
定
め
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
、
又
は
從
來
は
差
止
命
令
を
與

へ
た
場
合
に
於
て
も
差
止
命
令
を
與

へ
ず
そ
の
代
り
に

損
害
賠
償
を
與

へ
る
こ
と

が
出
來
る
旨
を
定
め
た
の
で
あ
る
か
の
窯
で
あ
る
。

こ
の
點

に
つ
い
て
は
そ
の
條
文
よ
り
見
て
も

知
り
得
る
や
う

に
勿
論
同
法
は
裁
判
所

に
対
し

從
來
差
止
命
令
を
與

へ
た
る
場
合

に
も
差
止
命
令
を
與

へ
ず
に
そ
の
代
り
に
損
害
賠
償

を
與

へ
得

る
権
限
を

付
與
し
た
も
の

で
あ
つ
て
、
訊

の
差
止
命
令
を
與

へ
る

べ
き
か
損
害
賠
償
を
與

へ
る
べ
き
か
は
裁
判
所
の
裁
量

(
d
i
s
c
r
e
t
i
o
n

)
に
よ

の
て
定
む
べ
き

も
の
,こ
し
た

の
で
あ
る

(註
二
六
)
。

」

し
か
し
な
が
ら
裁
判
所
が
こ
の
裁
量
権
を
行
使
す
る
に
當
つ
て
從
來
の
差
止
命
令
獲
令
に
關
す
る
法
則
を
全
然
無
視

し
て
無
暗
に
差

止
命
令
の
代
り
に
損
害
賠
償
を
與

へ
る
や
う
に
な
れ
ば
、
結
局
金
さ

へ
支
沸

へ
ば
如
何
な
る
他
人
を
困
ら
せ
る
行
爲
を
も
爲
し
得
る

こ
・・二
こ
な
り
、
元
來
差
止
命
令
は
普
通
法
裁
判
所
が
如
何
な
る
場
合
に
も
損
害
賠
償
即
ち
金
銭
賠
償
を
許
し

た
の
み
で
あ

つ
た
の
に

対
し

衡
平
法
裁
判
所

が
そ
れ
で
は
救
濟
方
法
・こ
し
て
不
充
分
な
る
場
合
あ
り
,こ
し
て
補
助
的
救
濟
方
法
と
し
て
考

へ
出
し
た
る
制
度



で
あ
る
趣
旨

(註
二
七
」
を
全
然
浸
却
し
、
富
者
は
他
人
を
困
ら
せ
る
権
利

を
買
ふ

(
"
b
u
y
 
t
h
e
 
r
i
g
h
t
 
t
o
 
a
n
n
o
y
 
o
t
h
e
r
s
"

)
こ
と

が

出
來
、
裁
判
所
は
不
法
行
爲
を
合
法
化
す
る
法
廷

(
"
t
r
i
b
u
n
a
l
 
f
o
r
 
l
e
g
a
l
i
z
i
n
g
 
w
r
o
n
g
f
u
l
 
 
a
c
t
s
"

)
,こ
な
る
に
至
る
。
故
に
裁
判
所

は
こ
の
付
與
せ
ら
れ
た
る
裁
量
擢
を
行
使
す
る
に
當
つ
て
は
差
止
命
令
の
獲
令
に
關
し
定
ま
つ
て
ゐ
る
法
則
を
無
硯
す
る
こ
と

な
く

從
來
差
止
命
令
を
発
し
た
る
場
合
に
は
同
じ
く
差
止
命
令
を
発
し
,
た
f
そ
の
特
定
の
事
件
の
性
質
上
從

來
は
差
止
命
令
を
與

へ
た

の
だ
が
差
止
命
令
を
與

へ
ず
に
ム
、の
代
り
に
損
害
賠
償
を
與

へ
た
方
が
合
理
的
な
り
,こ
考

へ
ら
れ
る
極
く
例
外
的
な
場
合
に
の
み
差

止
命
令
の
代
り
に
損
害
賠
償
を
興

へ
る
べ
き
で
あ
る

(註
二
八
)
。
そ
の
如
何
な
る
場
合
が
そ
の
例
外
的
場
合
に
當
る
か
は
次

に
述
べ

る
こ
ー、二
こ
す
る

(註
二
九
)

(註
三
〇
)
。

(註
一山ハ)
L
o
r
d
 
C
a
i
r
n
s
'
 
A
c
t
 
(
C
h
a
n
c
e
r
y
 
A
m
e
n
d
m
e
n
t
 
A
c
t
,
 
1
8
5
8
)
,
 
2
1
 
&
 
2
2
 
V
i
c
t
.
 
c
.
 
2
7
.

(註
一
七
)

條
文
を
見
て
も
わ
か
る
や
う
に
特
定
履
行
の
場
合
に
於
て
も
同
様
に
裁
判
所
が
特
定
履
行
ざ
共
に
叉
は
痔
定
履
行
の
代
り
に
損
害
賠
償
を

與
へ
得
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
術
こ
の
点
に
つ
い
て
は
F
r
y
,
 
S
p
e
c
i
f
i
c
 
P
e
r
f
o
r
m
a
n
c
e
,
 
6
t
h
 
e
d
.
,
 
(
1
9
2
1
)
,
 
p
.
 
6
0
0
 
e
t
 
s
e
q
.

参
照
。

(註
一
八
)
E
a
s
t
w
o
o
d
 
v
.
 
L
e
v
e
r
 
(
1
8
6
3
)
,
 
4
 
D
e
 
G
.
 
J
.
 
&
 
S
.
 
1
1
4
,
 
4
6
 
E
.
 
R
.
 
8
5
9
.

こ
の
事
件
は
土
地
の
韓
褐
者
が
衡
李
法
上
に
於
て
の

み
拘
束
せ
ら
れ
る
土
地
に
關
す
る
制
限
的
約
歎
を
破
つ
た
場
合
に
つ
い
て
の
事
件
で
あ
る
o

(註
「
九
)

即
ち
q
u
i
a
 
t
i
m
e
t
 
a
c
t
i
o
n
 
(
q
u
i
a
 
t
i
m
e
t
=
b
e
c
a
u
s
e
 
h
e
 
f
e
a
r
s
)

は
普
通
法
裁
判
・所
の
認
め
な
い
所
で
あ
る

(本
稿
三
三
頁
註
六

参
照
)

元
來
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

は
切
迫
せ
る
損
害
に
対
す
る
豫
防
的
救
濟
方
法
で
あ
り
、
d
a
m
a
g
e
s

は
既
に
蒙
り
た
る
損
害
に
劃
す
る
救
濟
方
法
で

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

三
九
)

三
九



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

あ
る

参
照

)

。

(

四
〇
)

四
〇

尚
継
続
的
損
害
の
場
合
に
於
て
訴
訟
の
際
に
ま
た
襯
生
せ
ざ
る
も
將
來
議
生
ず
べ
き
損
害
に
対
し
普
通
法
上
損
害
賠
償
を
得
る
こ
ざ
能
は
ざ
る
こ

ざ
に
つ
い
て
は

が
あ
る
。

(
註
二
〇
)

こ
の
生
ず
る
處
あ
る
損
害
に
劉
し

は
寧
ろ
消
極
的
に
解
さ
れ
て
ゐ
た
。
即
ち

の
下
に
於
て
損
害
賠
償
を
與
へ
得
る
か
否
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
右
の
判
決
あ
る
ま
で

に
於

て
は
こ

の
問
題
は

全
く
未

決

の
ま

》
に
せ
ら
れ
、

に
於
て
は
か
》
る
場
合
に
損
害
賠
償
を
與

へ
得
る
か
否
か
は

疑
問
た
が
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
す
べ
て
損
害
賠
償
を

與

へ
得
る
ざ
云
ひ
、

及
び
右
の
L
e
e
d
s
事
件
の
下
級
審
た
る

か

》
る
場
合
に
は
損
害
賠
償
を
與

へ
得
ず
ざ
し
た
。
そ
れ
を
右

の

賠
償
を
與

へ
得
る
ざ
確
定
し
た
の
で
あ
る
。
尚
こ
の
事
件
に
つ
き

(
註

二

『
)

三
三
に
も

=
言
し
た
通
り

た
が
そ
の
第
五
條
に
よ
り

事
件
に
於
て
反
対
に

参
照
。

に
よ

つ
て
與

へ
ら
れ
た
る
管
轄
権

は
存
続

せ

し

め
ら
れ
。
叉

に
於
て
は

が
か
》
る
場

合
に

も
損
害

即
ち
本
稿
二
七
頁
註

に
よ

つ
て
廃
止

せ
ら
れ

に
よ
つ
て
震
止
さ
れ
た
が
そ
の
第

一
條
に
よ
り
右
の
管
轄
擢
は
再
び

(Salm
ond, T

orts, 7th ed. pp. 140, 192, 193

D
arley M

ain C
olliery C

o. v. M
itchell (1886), 11 A

. C
. 127

L
eeds Industrial C

ooperative Society, L
td. v. Slack, (1924) A

. C
. 851.

L
ord C

airns' A
ct

M
artin v. Price,  (1894) 1 C

h. '276

Shelfer v. C
ity of L

ondon E
lectric L

ighting C
o., L

1895) 1 C
h. 287

D
reyfus v. Peruvian G

uano C
o. (1889), 43 C

h. D
. 316

L
eeds

Slack v. L
eeds Industrial C

ooperative Society, L
td., (1923) 1 C

h. 431

L
eeds

H
ouse of L

ords

38 H
arv. L

. R
ev. 668-672

L
eeds Industrial C

ooperative Society, L
td. v. Slack, (1924) A

. C
. 851, at pp. 861-863.

L
ord C

airns' A
ct

L
ord C

airns' A
ct

Statute L
aw

 R
evision and C

ivil Procedure A
ct, 1883

Statute L
aw

 R
evision and

C
ivil Procedure A

ct, 1883 Statute L
aw

 R
evision A

ct, 1898



存
続

せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
尚

参
照
。

(
註

ニ
ニ
)

(
註
二
三
)

(
本
件
は
特
定
履
行
に
關
ず
る
も
差
止
命
令

の
場
合
も
同

「
で
あ
る
)

從
つ
て
差
止
禽
令
の
申
立
を
受
理
し
得
る
管
轄
擢
の
あ
る
場
合
に
於
て
從
來
ざ
難
も
辮
怠

ら
れ
な
か
つ
た
が
、

令

「
の
代
り
に
」

等
の
事
情
あ
る
ざ
き
は
差
止
命
令
は
與
へ

に
よ
れ
ば
右
の
如
き
場
合
に
も

損
害
賠
日償
を
興

へ
得
る
。

(
し
か
し

こ
れ
は
嚴
密
に
云

へ
ば
差
止
命

な
る
語
に
適
合
し
な
い
の
で
あ
る
が
o
)

(
註

二
四
)

(註
二
五
)

判
決
文
及
び
薯
書
の
中
に
は

な
る
語

の
代
り
に

な
る

語
が
よ
、

く
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
Q

(
註
二
六
)

の

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

四

一
)

Suprem
e C

ourt of Judicature A
ct, 1873, s. 16

L
eeds Industrial C

ooperative Society, L
td. v. Slack, (1924) A

. c. 851, at pp. 861-863.

L
avery v.  Pursell (1888), 39 C

h. D
. 508, at p. 519

Proctor v. B
ayley (1889), 42 C

h. D
. 390, at p. 401.

(laches)

L
ord C

airns' A
ct

("in substitution for")

Snell, op. cit. p. 564.

"in substitution for injunction"
"in lieu of injunction"

Sm
ith v, Sm

ith (1875), L
. R

. 20 E
q. 500, at p. 505

"T
hen w

hat difference w
as introduced by

L
ord C

airns' A
ct ?B

efore the A
ct it w

as a m
atter of right to obtain the injunction. B

y that A
ct the C

ourt had 

a discretion to substitute dam
ages w

here it thonght proper."

H
olland v. W

orley (1884), 26 C
h. D

. 578, at p. 583
"T

hat being so, I have pow
er to grant an injunc

tion, and the question arises (and to m
y m

ind this is the m
ost difficult part of the case), w

hether, under



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第

二
巻
第
二
號
)

(

四
二
)

四

二

及
び

参
照
Q

(
註
二
七
)

拙
稿
、
前
揚
七
四
五
頁
以
下
参
照
o

に
日
く

に
日
丸

へ
註
二
九
)

從

つ
て
大
部
分
の
場
合
に
於
て
は
從
來
差
止
命
令
の
與

へ
ら
れ
た
場
合
に
は
ピ
o
H山
O
巴
諺
ω
、
>
9

後
も
差
止
命
令
か
與

へ
ら
れ
る
の
で

the circum
stances,  I ought to grant an injunction, or w

hether, adopting the pow
er given to the C

ourt by L
ord 

C
airns' A

ct, I ought sim
ply to give the Plaintiff  dam

ages."

Isenberg v. E
ast India H

ouse E
state C

o., L
td. (1863), 3 D

e G
. J. &

 S. 263, at p. 273, 46 E
. R

. 637, at p.

Shelfer v. C
ity of L

ondon E
lectric L

ighting C
o., (1895) 1 C

h. 287, at pp. 310, 311

Shelfer v. C
ity of L

ondon E
lectric L

ighting C
o., (1895) 1 C

h. 287, at pp. 315, 316
"In exercising

the jurisdiction thus given attention ought to be paid to w
ell settled principles ; and ever since L

ord C
airns' A

ct 

w
as passed the C

ourt of C
hancery has repudiated the notion that the L

egislature intended to turn that C
ourt 

into a tribunal for legalizing w
rongfnl acts ; or in other w

ords, the C
ourt has alw

ays protested against the 

notion that it ought to allow
 a w

rong to continue sim
ply because the w

rongdoer is able and w
illing to pay 

for the injury he m
ay inflict."

Sm
ith v. Sm

ith (1875), L
. R

. 20 E
q. 500, at p. 505

"N
ow

 this discretion m
ust be a judicial dis

cretion, exercised according to som
ething like a settled rule, and in such a w

ay as to prevent the D
efendant 

doing a w
rongful act. and thinking that he could pay dam

ages for it."

L
ord C

airns' A
ct



あ
る

o
し
か
し
同
法
以
前
に
於
て
は
衡

平
法
裁
判
所
は
全
然
損
害
賠
償
を
與

へ
る
こ
ざ
が
出
來
な
か
つ
た
か
ら
、
差
止
命
令
を
求

め
て
來
た
場
合
に
裁
判

所
が
衡
平
法
の
救
濟
方
法
劾
與

へ
る
に
値
し
な
い
ざ
考

へ
る
ざ
最
大

の
爲
し
得
た
こ
ざ
は
曹
通
法
裁
判
所

へ
損
害
賠
償
請
求
の
訴
を
提
起
ず
べ
し
ざ

勧
告
す
る
ご
ざ
で
あ
り
、
殊
に
害

せ
ら
れ
た
権
利
が
衡
平
法
上

の
権
利
な
る
ざ
き
叉
は
損
害
が
既

に
生
じ
た
る
に
非
ず
単
に
生
ず
る
腱
あ
る
に
す
ぎ

な
い
ざ
き
に
は
い
つ
れ

の
裁
判
所
も
全
く
損
害
賠
償
粒
與

へ
る
こ
.亡
が
出
來
な
か
つ
た
の
で
あ
る
o
同
法
に
よ
り
か

レ
る
場
合
に
衡
平
法
裁
判
所
が

自

ら
損
害
賠
償
を
與

へ
る
こ
ざ
が
出
來
る
や
う
に
な
り
非
常
に
便
利
ざ
な
つ
た

の
で
あ
る
。
爾
差
止
命
令
ざ
共
に
損
害
賠
償
を
與

へ
得

る
や
う
に
な

つ
た
こ
ざ
に
よ
り
て
生
じ
た
便
宜
も
右
ざ
同

一
で
あ
る
。

.

は
こ
の

こ

さ
を
高
調
し
て
日
く
、

(
註
三
〇
)

に
よ
つ
て
爲
さ
れ
た
変
更
を
簡
単

に
ま
ざ
め
て
云

へ
ば
次

の
如
く
に
な
る
。

(
イ
)
損
害
賠
償
に
つ
い
て
云

へ
ば

從
來
衡
平
法
裁
判
所
が
全
然
損
害
賠
償
を
與

へ
る
こ
ざ
が
出
來
な
か
つ
艶
の
に
同
法
に
よ
り
與

へ
る
こ
ざ
が
出
來
る
や
う
に
な
り
、
し
か
も

一
定

の

場
合
に
は
從
褒
普
通
法
裁
判
所
も
損
害
賠
償
を
與

へ
る
ご
ざ
が
出
來
な
か
つ
た
場
合

に
も
損
害
賠

償
を
與

へ
る
こ
ざ

が
出
來

る

や
う
に
な

っ
沈
。

(
ロ
)
差
止
命
令

に
つ
い
て
云

へ
ば
從
爽
差
止
命
令
を
與

へ
る
こ
ざ
の
出
來
な
か

つ
た
場
合
に

つ
い
て
は
何
等

の
鍵
更
を
受
け
ず
依
然
さ
し
て
與

へ

英
法
に
於
け
る
差
琵
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

四
三
)

四

二

 Shelfer v. C
ity of L

ondon E
lectric L

ighting C
o., (1895) 1 C

h. 287, at p. 311
"T

he

defects in the pow
ers of the E

quity C
ourts w

hich w
ere sought to be supplied by that statute give am

ple 

grounds for the provisions of the statute, w
ithout supposing that it m

eant to revolutionize the principles 

upon w
hich equitable jurisprudence had been adm

inistered up to that tim
e."

L
ord C

airns' A
ct



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

ロ
)

(第
二
巻
第
二
貌
)

(

四
四
)

四
四

る
こ
ざ
が
出
來
な
い
が
、
從
來
差
止
命
令
の
與
へ
ら
れ
た
場
合
に
も
例
外
的
に
差
止
命
令
の
與
へ
ら
れ
な
い
場
合
が
生
ず
る
に
至
つ
た
。

閣
四

(
三
)
裁
量
に
よ
る
救
濟
方
法

差
止
命
令
は
衡
平
法
上
の
救
濟
方
法
で
あ
る
か
ら
各
個
の
事
件
に
於
け
る
裁
量
に
よ
る

救
濟
方
法

(
d
i
s
c
r
e
t
i
o
n
a
r
y
 
r
e
m
e
d
y

)
で
あ
る

(註
三
一
)

(註
三
二
)
。
し
か
し
な
が

ら
勿
論
こ
の
裁
量

(
d
i
s
c
r
e
t
i
o
n

)
は
專
恣
な

裁
量

(
a
r
b
i
t
r
a
r
y
 
d
i
s
c
r
e
t
i
o
n

)
を
指
す
の
で
な
く
判
例
に
よ
つ
て
確
定
せ
ら
れ
た
る
法
則

(
w
e
I
l
 
s
e
t
t
l
e
d
 
p
r
i
n
c
i
p
l
e

)
に
基
い
て

行
使
せ
ら
る
べ
き
司
法
的
裁
量

(
j
u
d
i
c
i
a
l
 
d
i
s
c
r
e
t
i
o
n

)
で
あ
る
。
即
ち
以
上
の
如
き
要
件
具
は
る
言
き
は
制
例

に
よ
つ
て
定
ま
つ

た

一
定
の
特
別

の
事
情
な
き
限
り
差
止
命
令
は
當
然
に

(
a
s
 
a
 
m
a
t
t
e
r
 
o
f
 
c
o
u
r
s
e

)
與

へ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

し
か
ら
ば
差
止
命
令
の
付
與
を
妨
げ
る
特
別
の
事
情
,こ
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
こ
の
事
情
と

し
て
考

へ
る
べ
き
重
要
な

る
も
の
に
便
宜
の
均
衡
,こ
當
事
者
の
行
動
の
二
つ
が
あ
る

(註
三
三
)
。

(
イ
)
便
宜
の
均
衡

(
b
a
l
a
n
c
e
 
o
f
 
c
o
n
v
e
n
i
e
n
c
e

)

差
止
命
令
を
発
す
る

こ
・こ
に
よ
り
て
、
原
告
の
蒙

れ
る
損
害
に
野
し
て
不

均
衡
に
大
な
る
不
利
益

叉
は
困
難
が
被
告
に
生
じ
被
告
に
酷
に
過
ぎ
る
場
合
に
は
裁
判
所
は
差
止
命
令
を
與

へ
ず
そ
の
代
り
に
損
害

賠
償
を
命
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
點

は
前
に
述
べ
た
如
く
L
o
r
d
 
C
a
i
r
n
s
'
 
A
c
t

に
よ
つ
て
変
更

を
受
け

た
所
で
あ
つ

て
、
指
導
的

事
件
た
る
S
h
e
l
f
e
r
 
v
.
 
C
i
t
y
 
o
f
 
L
o
n
d
o
n
 
E
l
e
c
t
r
i
c
 
L
i
g
h
t
i
n
g
 
C
o
.

事
件

(註
三
四
)
は
こ
の
點

に
つ
き

「
(
-
)
若
し

原
告
の
普

通
法
上
の
擢
利
に
対
す

る
損
害
が
小
で
あ
り

(
2
)
金
銭

に
見
積
る
こ
と
の
出
來

る
も
の
で
あ
り

(
3
)
且
少
額
の
金
銭
の
支
払

に



よ
つ
て
充
分
に
償
は
れ
得
る
も
の
で
あ
り

(
4
)
し
か
も
4、
の
事
件
が
差
止
命
令
を
與

へ
る
,こ
被
告
に
酷
な
事
情
の
も
の
な
る
,こ
き

に
は
,
差
止
命
令
の
代
り
に
損
害
賠
償
が
與

へ
ら
れ
得
る
L
,こ
云

つ
て
ゐ
る

(註
三
五
)
。
尚
同
判

決
は
つ
f
け

て
特
定
の
事
件
に

於
て
何
が
小
さ
な
損
害
な
り
や
金
銭
に
見
積
ら
れ
得
る
も
の
な
り
や
等
の
こ
と

は
そ
の
各
個
の
事
件
の
事
情

に
よ
り
て
決

せ
ら
る
べ

き
問
題
で
あ
つ
て
、
茅
屋
の
場
合

に
於
て
は
十
五
傍
を
以
て
表
は
さ
れ
る
採
光
権

に
対
す

る
損
害
も
小
さ
な
損
害
で
な
く
重
大
な
損

害
で
あ
h
得
る
が
、
倉
庫
そ
の
他
の
大
建
築
物
の
場
合

に
於
て
は
そ
の
十
倍
の
金
額
を
以
て
表
は
さ
れ
る
採
光
権

に
対
す
る
損
害
も
.

些
少
な
損
害
た
の
得
る
,、、
云
つ
て
ゐ
る

(註
三
六
)
。
尚
差
止
命
令
を
與

へ
れ
ば
被
告

に
酷
な

り
,こ
考

へ
る
例
,こ
し
て
は
探
光
梅
を

侵
害
す
る
建
物
の
建
築

が
完
成
し
た
る
後
探
光
構
保
護
の

爲
に
命
令
的

差
止
命
令

(
m
a
n
d
a
t
o
r
y
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)
を
求
め
た
る
場
合

の
如

き
で
あ
る
。
か

、
る
場
合

に
は
通
常
便
宜
の
均
衡
を
失
す
る
・こ
の
理
由
に
ょ
り
て
差
止
命
令
が
與

へ
ら
れ
ず
そ
の
代
り
に
損
害

賠
償
が
與

へ
ら
れ
る

(註
三
七
)

(註
三
八
)

(註
「二
九
)
。

し
か
し
な
が
ら
前
に
も
述
べ
た
如
く
差
止
命
令
の
代
り
に
損
害
賠
償
を
與

へ
得
る
,こ
い
ふ
ご
ε
は
決
し
て
裁
判
所
を
し
て
不
法
な

る
行
爲
を
合
法
化
す
る
法
廷

(
"
t
r
i
b
u
n
a
l
 
f
o
r
 
 
I
e
g
a
l
i
z
i
n
g
 
w
r
o
n
g
f
u
l
 
a
c
t
s
"

)
た
ら
し
め
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
単
に

損
害
賠
償
を
支
払

ふ
こ

・こ
が
不
法

行
爲
者

に
便
宜
で

あ
る
・こ
の
理
由
の
み
に
ょ

り
て
不
法
行

爲
の
継
績
を

許
す
も
の
で
は
な
い

(註
四
9

。
而
し
て
こ
の
こ
と

は
次
に
述

べ
る
當
事
者
の
行
動
,こ
騎
聯

す
る
の
で
あ
る
が
、
例

へ
ば
被
告

が

原
告
の
樫
利
の
存
在

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

四
五
)

四
五



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

四
六
)

四
六

を
知
り
な
が
ら
之
を
無
親
し
て
工
事
を
急
ぎ
自
ら
取
殿
の
費
用
を
多
く
し
た
る
が
如
き
特
別
の
事
情
あ
る
場
合

に
は
假
令
差
止
命
令

實
施
の
爲
に
要
す
る
被
告
の
費
用
が
原
告
の
現
に
蒙
れ
る
不
利
益

に
比
し
て
大
な
り
・こ
す
る
も
か

、
る
事
情

は
考
慮
に
入
れ
ず
差
止

命
令
が
與

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る

(註
四
一
)
。

(
ロ
)
當
事
者
の
行
動

(
c
o
n
d
u
c
t
 
o
f
 
t
h
e
 
p
a
r
t
i
e
s

)

被
告
の
行
動
が
差
止
命
令
の
許
否
に
関
係
あ
る
こ
と

右
に
述
べ
た
る
が

如
く
で
あ
る

(註
四
二
)
。

原
告
の
行
動
も
尚
差
止
命
令
の
許
否
に
関
係
が
あ
る
。
即
ち
原
告
が
差
止
命
令
の
申
立
を
遅
延
し
た
る
,こ
き
は
事
情
に
よ
り
解
怠

(
l
a
c
h
e
s

)
叉
は
黙
諾

(
a
c
q
u
i
e
s
c
e
n
c
e

)
の
理
由

に
よ
り
差
止
命
令
を
與

へ
な
い
場
合
が
生
じ
る

(註
四
三
ノ
。

(註
三
一)

特
定
履
行
の
場
合
も
同

一
で
あ
る
。
拙
稿
、
前
掲
七
六
四
頁
以
下
参
照
。

(註
三
二
)

し
か
る
に
清
極
的
内
容
の
契
約
違
反
を
抑
制
す
る
爲
求
め
た
差
止
命
令
の
場
合
に
關
し
D
o
h
e
r
t
y
 
v
.
 
A
l
l
m
a
n
 
(
1
8
7
8
)
,
 
3
 
A
.
 
C
.

7
0
9
,
 
a
t
 
p
.
 
7
1
9

に
於
て
L
o
r
d
 
C
a
i
r
n
s

は

.
"
i
f
 
t
h
e
r
e
 
h
a
d
 
b
e
e
n
 
a
 
n
e
g
a
t
i
v
e
 
c
o
v
e
n
a
n
t
,
 
I
 
a
p
p
r
e
h
e
n
d
,
 
a
c
c
o
r
d
i
n
g
 
t
o
 
w
e
l
l

ω
s
e
t
t
l
e
d
 
p
r
a
c
t
i
c
e
,
 
a
 
C
o
u
r
t
 
o
f
 
E
q
u
i
t
y
 
w
o
u
l
d
 
h
a
v
e
 
h
a
d
 
n
o
 
d
i
s
c
r
e
t
i
o
n
 
t
o
 
e
x
e
r
c
i
s
e
.
"

.
ざ
云
ひ
、
こ
れ
が
非
常
に
有
名
な
言
葉
ざ

な
つ
て
ゐ
る
が
、
同
判
決
に
於
て
L
o
r
d
 
B
l
a
c
k
b
u
r
n

が
(
p
p
.
 
7
2
8
,
 
7
f
9
)
 
"
M
y
 
L
o
r
d
s
,
 
I
 
a
m
 
o
f
 
t
h
e
 
s
a
m
e
 
o
p
i
n
i
o
n
.
"

ざ
前
置
し
て

つ
ノ
け
て

.
"
T
h
e
 
j
u
r
i
s
d
i
c
t
i
o
n
 
o
f
 
t
h
e
 
C
o
u
r
t
 
o
f
 
E
q
u
i
t
y
 
.
.
.
.
.
.
封
封
封
 
t
o
 
g
r
a
n
t
 
a
n
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n
 
t
o
 
p
r
e
v
e
n
t
 
t
h
e
 
b
r
e
a
c
h
 
o
f
 
a
 
c
o
v
e

n
a
n
t
,
 
i
s
 
n
o
 
d
o
u
b
t
 
a
 
d
i
s
c
r
e
t
i
o
n
a
r
y
 
j
u
r
i
s
d
i
c
t
i
o
n
.
"

云
つ
て
ゐ
る
の
を
見
て
も
こ
こ
に
い
ふ
裁
量
権
が
消
極
的
契
約
の
場
合
に
絶
対
的



に
存
し
な
い
ざ
の
意
味
で
は
な
く
、
軍
に
迎
常
の
場
合
に
於
て
は
裁
量

の
鯨
地
が
な
い
ざ
の
意
味
で
あ
ら
う
ざ
考

へ
る
o
尚
こ
の
こ
ざ
に
つ
い
て
は

本
稿
五
〇
頁
以
下
墾
照
。

(
莚

二
三
)

(
註
三
四
)

(
註
三
五
)

而
し
て
こ
の
議
論
は

に
於
て

に
よ
つ
て
承
認

さ
れ
て
ゐ
る
。

(
註
三
六
)

(
註
三
七
)

は
消
極
的
契
約
に
違
反
し
て
作
り
た
る
窓
の
取
殿
の

を
求
め

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第
二
巻
第
二
號
)

(

四
七
)

四
七

 W
ilshere, op. cit. p. 442; Shelfer v. C

ity of L
ondon E

lectric L
ighting C

o., C
1895) 1 C

h. 287, pp. 322, 321.

Shelfer v. C
ity of L

ondon E
lectric L

ighting C
o., (1895) 1 C

h. 287.

"In m
y opinion, it m

ay be stated as a good w
orking rule that

(1) If the injury to the plaintiff's legal rights is sm
all, 

(2) A
nd is one w

hich is capable of being estim
ated in m

oney, 

(3) A
nd is one w

hich can be adequately com
pensated by a sm

all m
oney paym

ent, 

(4) A
nd the case is one in w

hich it w
ould be oppressive to the defendant to grant an injunction: 

then dam
ages in substitution for an injunction m

ay be given." (Sheller C
ase, op. cit. at pp. 322, 323.)

C
olls v. H

om
e and C

olonial Stores, L
td., (1904) A

. C
. 179, at p. 212

H
ouse of L

ords

Selfer C
ase, op. cit. at p. 323. 

Sm
ith v. Sm

ith (1875), L
. R

. 20 E
q. 500.

Sharp v. H
arrison, (1922) 1 C

h. 502
m

andatory injunction



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第
二
霧
第
二
脇
)

(

四
八
)

四
八

た
事
件
で
あ
る
が
、
同
判
決

は
前

に
引
用
し
た
清
極
的
契

約

の
違
反
を

抑
制
す
る
爲
に

差
止
命
令
を
求
め
た
る
場
合
に
は
裁
量

の
蘇
地
な
し
ざ
す

る
D
o
h
e
r
t
y
 
v
.
 
 
A
l
l
m
a
n
 
(
1
8
7
8
)
,
 
3
 
A
.
 
C
.
 
7
0
9

を
引
用
し
、
し
か
し
な
が
ら
清
極
的
契
約
が
既
に
破
ら
れ
だ
後
に
於
て
m
a
n
d
a
t
o
r
y
 
i
n

j
u
n
c
t
i
o
n

を
求
め
て
ゐ
る
本
件

に
於
て
は
別

の
考
慮
を
沸
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ざ
し
、
差
止
命
令
の
代
り
に
損
害
賠
償
を
與

へ
て
ゐ
る
o

(
註
三
八
)

日
本
民
法
第

二
一二
四
條
参
照
。

「
第
二
百
三
十
四
條

建
物

ヲ
築
造

ス
ル
ニ
ハ
彊
界
線

ヨ
リ

一
尺
五
寸
以
上
ノ
距
離

ヲ
存

ス
ル
コ
ト
ヲ
要

ス
。

前
項

ノ
規
定

二
違
ヒ
テ
建
築
ヲ
爲
サ

ン
ト
ス
ル
者
ア
ル
ト
キ

ハ
隣
地
ノ
所
有
者

ハ
其
建
築

ヲ
塵
止
シ
叉

ハ
之

ヲ
変
更

セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
。
但
建

築
著
手
ノ
時
ヨ
リ

一
年

ヲ
経
過

シ
又

ハ
其
建
築

ノ
竣
成

シ
タ
ル
後

ハ
損
害
賠
償

ノ
請
求
ノ
ミ
ヲ
爲
ス

コ
ト
ヲ
得
・
」

(
註
三
九
)

中
間
的
差
止
命
令
の
場
合
に
は
特
に
こ
の
便
宜
の
均
衡
を
重
く
考

へ
る
ご
ざ
に
つ
い
て
は
本
稿
九
頁
参
照
。

(
註
四
〇
)

本
稿
三
八
頁
以
下
待
に
註
二
八

の
S
h
e
l
f
e
r

事
件

の
判
決
文

の
引
用
参
照

。

(
註
四

一
)
D
a
n
i
e
l
 
v
.
 
F
e
r
g
u
s
o
n
,
 
(
1
8
9
1
)
 
2
 
C
h
.
 
2
7
.

こ
の
事
件
は
原
告
よ
り
差
止
命
令
の
申
立
あ
り
た
る
旨
の
通
知
を
受

取

つ
て
か
ら
被
告

が
人
夫
の
藪
を
増
し
て
工
事
中
止

の
e
x
 
p
a
r
t
e
 
i
n
t
e
r
i
m
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

の
許
可
の
通
知
あ

る
ま
で
に
日

夜
工
事
を
急
い

で
原
告

の
採
光
権
を
害

す
る
塀
を
四
十
択

の
高
さ
に
し
だ
事
件
で
あ
る
。
取
殿
を
命
ず
る
m
a
n
d
a
t
o
r
y
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

が
與

へ
ら
れ
た
。

尚
K
r
e
h
l
 
v
.
 
B
u
r
e
l
l
 
(
1
8
7
8
)
,
 
7
 
C
h
.
 
D
.
 
5
5
1
,
 
(
1
7
7
9
)
,
 
1
1
 
C
h
.
 
D
.
 
1
4
6
参
照

。

(
註
四
二
)
S
h
e
l
f
e
r
 
C
a
s
e
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
 
a
t
 
p
.
 
3
2
3

に
も
前
引
用
の
四
つ
の
要
件
を
記
し
た
る
後

に
曰
く
、
"
T
h
e
r
e
 
m
a
y
 
a
l
s
o
 
b
e
 
c
a
s
e
s
 
i
n

w
h
i
c
h
,
 
t
h
o
u
g
h
 
t
h
e
 
f
o
u
r
 
a
b
o
v
e
m
e
n
t
i
o
n
e
d
 
r
e
q
u
i
r
e
m
e
n
t
s
 
e
x
i
s
t
,
 
t
h
e
 
d
e
f
e
n
d
a
n
t
 
b
y
 
h
i
s
 
c
o
n
d
u
c
t
,
 
a
s
,
 
f
o
r
 
i
n
s
t
a
n
c
e
,



(
註
四

二
)

第
四
節

各
種
の
差
止
命
令

差
止
命
令
を
嚢
し
得
る
す
べ
て
の
場
合
を
列
挙

す
る
こ
と

は
不
可
能
の
こ
と

に
厨
し
、
且
各
差
止
命
令

に
つ
き
詳
細

に
述
べ
る
爲

に
は
各
個
の
場
合

の
實
膿
法
を
詳
し
く
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
到
底
私
の
企
て
得
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
以
下
に
は
そ
の
重

な
る
場
合
に
つ
き
簡
単
に

説
明
す
る
に
止
め
た
。
場
合
を
大
別
し
て
三
?
こ
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
即
ち

(
一
)
司
法
手
續

を
抑
制

す
る
差
止
命
令
,

(
二
)
契
約
違
反
を
抑
制
す
る
差
止
命
令
,

(
三
)
不
法
行
爲
を
抑
制
す
る
差
止
命
令
の
三
つ
で
あ
る
。
但
し
こ

の
最
後
の
差
止
命
令
の
中
に
は
純
梓

に
不
法
行
爲
に
關
す
る
も
の
の
み
な
ら
ず
廣
く
契
約
と
関
係

な
き
普
通
法
上
又
は
衡
平
法
上
の

権
利

の
侵
害
を
抑
制
す
る
差
止
命
令
を
含
む
こ
く
こ
こ
す
る
。

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

四
九
)

四
九

hurrying up his buildings so as if possible to avoid an injunction, or otherw
ise acting w

ith a reckless disre

gard to the plaintiff's rights, has disentitled from
 asking that dam

ages m
ay be assessed in substitution for 

an injunction."A
ttorneyG

eneral v. G
rand Junction C

anal C
o., C

1909] 2 C
h. 505; G

askin v. B
alls (1879), 13 C

h. D
. 324;

Sayers v. C
ollyer (1884), 28 C

h. D
. 103.



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

五
〇
)

五
〇

第

一
項

司
法
手
續

を
抑
制

す

る
差

止
命
命

國
五

司
法
手
續

を
抑
制
す
る
差
止
命
令
は
衡
平
法
裁
判
所
が
普
通
法
裁
判
所
に
於
け
る
訴
訟
の
提
起
綾
行
叉
は
判
決
の
利
用
を

抑
制
す
る
爲
に
嚢
し
た
る
普
通
差
止
命
令

(
c
o
m
m
o
n
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

に
そ
の
端
を
饗
す
る
の

で
あ
つ
て
、
今
日
に
も
尚
之
を
襲
し

得
る
場
合
の
存
す
る
こ
ミ
に
つ
い
て
は
既
に
第
二
節
に
於
て
述
べ
た
か
ら
こ
こ
に
そ
の
説
明
を
略
す
る

(註

「
)
。

(註
一
)

本
稿
五
、
六
、
七
、
=
二
頁
以
下
参
照
o

第

二
項

契
約
違

反

を
抑

制

す

る
差

止
命

令

=
ハ

契
約
違
反
を
抑
制
す
る
差
止
命
令
を
獲
す
る
衡
平
法
管
轄
構
は
契
約
の
特
定
履
行

(
s
p
e
c
i
f
i
c
 
p
e
r
f
o
r
m
a
n
c
e

)
を
命
ず
る

衡
平
法
管
轄
権

(註
二
)
と
密
接
な
関
係

が
あ
る
。
即
ち
特
定
履
行

は
積
極
的
内
容
を

有
す
る
契
約
を
強
行

す
る
方
法
で

あ
り
、
差

止
命
令
は
清
極

田
内
容
を
有
す
る
契
約
を
強
行
す
る
方
法
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
場
合

の
積
極
的
消
極
的

ε
い
ふ
の
は
契
約
の
形
式

の
如
何
に
依
ら
ず
そ
の

實
質
に
依

つ
て
決
す

る
の
で
あ
る

(註
三
)
。

特
定
履
行
と

差
止
命
令
,こ
の
関
係

を
述
ぶ
る
に
先
立

つ
て
先
づ
第

一
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
こ
の
契
約
違
反
を
抑



制
す
る
爲
の
差
止
命
令
に
つ
き
指
導
的
事
件
た
る
D
o
h
e
r
t
y
 
v
 
 
A
l
l
m
a
n

事
件

(註
四
)
に
於
て
C
a
i
r
n
s
卿

が
漕

極
的
約
款
の
場

合

に
於
て
は
裁
判
所
に
於
て
行
使
す
べ
き
裁
量

(
d
i
s
c
r
e
t
i
o
n

)
の
絵
地
な
く
、
便
宜
不
便
宜
又
は
損
害
の
額
等
を
考
慮
す
る
こ
と
な

く
常

に
そ
の
違
反
を
抑
制
す
る
爲
差
止
命
令
を
獲
す
べ
し

(註
五
)
・こ
の
意
見
を
述
べ
た
こ
と

で
あ

る
。
而
し

て
こ

の
意
見
は
以
後

大
い
に
重
ん
じ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る

(註
六
)
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
場
合

に
於
て
も
絶
対

的
に
裁
量
の

蝕
地
な

き
も
の
に
非
ず

し
て

(註
七
4
、
何
等
か
特
別
の
事
由
あ
り
た
る
場
合
に
は
裁
判
所
は
裁
量
権

を
行
使
し
て
差
止
命

令
の
嚢

令
を
桓
否
す
べ
き
も
の

で
あ
る
く旨考

へ
る
。
而
し
て
剃
例

に
於
て
も
原
告
の
行
爲
叉
は
不
行
爲
に
よ
り
て
被
告
,こ
の
間
の
関
係
が
全
然
変
更

し
原
告
が
裁
判

所

に
対
し
差
止
命
令
を
求
め
て
そ
の
消
極

的
契
約
を
強
行
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
不
當
な
如
き
場
合
に
於

て
は
差
止
命
令
が
與

へ
ら

れ
て
居
な
い

(註
八
)
。
叉
既
に
消
極
的
契
約
に
対
す

る
違

反
行
爲
が
あ
り
た
る
場
合

に
そ
の
契

約
に
合
致

す
る
や
う
に
復
奮
せ
し

む
る
こ
・こ
が
不
均
衡

に
被
告

に
多
く
の
費
用
の
要
す
る
場
合
に
は
そ
の

復

奮
を
命
ず

る
命
令
的
差
止
命
令

(
m
a
n
d
a
t
o
r
y
 
i
n
j
u
n
c

t
i
o
n

)
は
與

へ
ら
れ
な
い

(註
九
)
。
要
す
る
に
右
の
C
a
i
r
n
s
卿
の
意
見
も
消
極
的

契
約
の
違
反
を
抑
制
す

る
爲
の
差

止
命
令
は
他

の
場
合
の
差
止
命
令
の
如
く
に
は
當
事
者
の
便
宜
不
便
宜
損
害
の
額
等
を
考
慮
せ
ず
特
別
の
理
由
な
き
限

り
は
常
に
磯
せ
ら
れ
る
ε

の
意
味
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
の
差
止
命
令
も
依
然
と
し
て
裁
量
に
よ
る
救
濟
方
法
で
あ
る
ミ
解
す
る
。

以
上
述
べ
た
る
如
く
消
極
的

契
約
の
存
す
る
場
合
に
於
て
は
特
別
の
事
情
な
き
限
り
常
に
差
止
命
令
を
以
て
そ
の
違
反
を
抑
制
す

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

(第
二
巻
第
二
號
)

戸

五
一
)

五

一



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

五
二
)

五
二

る
の
で
あ
る
が
、
特
定
履
行
の
命
令
は
そ
の
や
う
に

一
般
的
に
は
與

へ
ら
れ
な
い
。
即
ち
積
極
的
契
約
の
存
す
る
場
合

に
於
て
特
定

履
行
の
命
令
を
得
る
爲
に
は
そ
の
違
反
に
対
す

る
普
通
法
上
の
救
濟
方
法
た
る
損
害
賠
償
が
救
濟
方
法
.こ
し
て
不
充
分
な
る
上
に
更

に
そ
の
契
約
の
内
容
が
裁
判
所

が
そ
の
特
定
履
行
を
監
督
し
得

る
も
の
な
る
こ
ミ
を
要
し
、
爾
且
右
の
要

件
存
す
る
場
合

に
於
て
も

相
互
性

(
m
u
t
u
a
l
i
t
y

)
の
欠
訣
.
被
告
の
困
難

(
h
a
r
d
s
h
i
p

)
、
時
間
の
維
過
等
の
所
謂
衡
平
法
上
の
抗
辯

を
提
出
し
得
る
の
で
あ

る

(註
咽
0
)
。
從
つ
て
裁
判
所

が
契
約
の
特
定
履
行
を
命
じ
得
ざ
る
場
合
は
多
々
あ
る
が

し
か

し
か

・

る
場
合
に
於
て
も
そ
の
契

約
中
に
清
極
的
約
款

の
含
ま
れ
て
ゐ
る
,こ
き
は
そ
の
消
極

的
約
款
の
履
行
は
之
を
差
止
命
令
を
以
て
強
行

す
る
こ
と
が
出
來
る
。
こ

の
こ
と

は
次
に
述
ぶ
る
労
務
契
約

に
つ
い
て
問
題
を
生
ず
る
の
で
あ
つ
て
そ
の
揚
所
に
て
更
に
説
明
す
る
こ
と

ミ
す
る

(註
=

)
。

(註
二
)

拙
稿
、
前
掲
参
照
。

(註
三
)

例
へ
ば
C
a
t
t
 
v
.
 
T
o
u
r
l
e
 
(
1
8
6
9
)
,
 
L
.
 
R
 
4
 
C
h
.
 
A
p
p
.
 
6
5
4

に
於
て
は
酒
屋
が
土
地
を
他
人
に
費
る
ざ
き
そ
の
土
地
の
上
に
建
て

る
飲
食
店
に
酒
を
供
給
ず
る

、
"
e
x
c
l
u
s
i
v
e
 
r
i
g
h
t
"

を
有
ず
ざ
約
束
し
た
る
場
合
に
、
こ
れ
は
形
式
上
は
積
極
的
た
が
實
質
は
清
極
的
で
あ
る
ざ

し
て
差
止
命
令
が
與
へ
ら
れ
た
o

(註
四
)
D
o
h
e
r
t
y
 
v
.
 
A
l
l
m
a
n
 
(
1
8
7
8
)
,
 
3
 
A
.
 
C
.
 
7
0
9
.

(
註
五
)
"
i
f
 
t
h
e
r
e
 
h
a
d
 
b
e
e
n
 
a
 
n
e
g
a
t
i
v
e
 
c
o
v
e
n
a
n
t
,
 
I
 
a
p
p
r
e
h
e
n
d
,
 
a
c
c
o
r
d
i
n
g
 
t
o
 
w
e
l
l
s
e
t
t
l
e
d
 
p
r
a
c
t
i
c
e
,
 
a
 
C
o
u
r
t
 
o
f
 
E
q

u
i
t
y
 
w
o
u
l
d
 
h
a
v
e
 
h
a
d
 
n
o
 
d
i
s
c
r
e
t
i
o
n
 
t
o
 
e
x
e
r
c
i
s
e
.
 
I
f
 
p
a
r
t
i
e
s
,
 
f
o
r
 
v
a
l
u
a
b
l
e
 
c
o
n
s
i
d
e
r
a
t
i
o
n
,
 
w
i
t
h
 
t
h
e
i
r
 
e
y
e
s
 
o
p
e
n
,
 
c
o
n



(
註
六
)

(
註
七
)

本
稿

四
六
頁
註
三
二
に
も
引
用
し
た
通
り
に
、
現
に
同
判
決

に
て

し
か
も
か
》
る
差
止
命
令
は

で
あ
る
ざ
云
つ
て
ゐ
る
。

ざ
同
意
見
な
り
ざ
前
提
し
て
、

(
註
八
)

参
照

。

(
註
九
)

本
稿
四
七
頁
註
三
七
参
照
。

英
法
.に
於
砂
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

〉

(第

二
巻
第
二
號
)

(

五
三
V

五
二
↓

tract that a particular thing shall not be done, all that a C
ourt of E

quity has to do is to say, by w
ay of 

injunction, that w
hich the parties have already said by w

ay of covenant, that the thing shall not be done; 

and in such case the injunction does nothing m
ore than give the sanction of the process  of the C

ourt to 

w
hich already is the contract betw

een the parties. It is not then a question of the balance of convenience or 

inconvenience, or of the am
ount of dam

age or of injury it is the specific perform
ance, by the C

ourt, of that 

negative bargain w
hich the parties have m

ade, w
ith their eyes open, betw

een them
selves." (D

oherty v. A
llm

an, 

op. cit. at pp. 719, 720.)

Sharp v. H
arrison, (1922) 1 C

h. 502, at p. 512 ; K
err, op. cit. p. 478; Snell, op. cit. p. 563 ; W

ilshere, op.

cit. p. 452; Strahan, op. cit. p. 479.

L
ord B

lackburn
L

ord C
airns

"discretionary jurisdiction"

D
uke of B

edford v. T
rustees of the B

ritish M
useum

 (1822), 2 M
y. &

 K
. 552, 39 E

. R
. 1055.

Sayers v. C
ollyer (1883), 24 C

h. 180, (1884) 28 C
h. D

. 103, at p. 108; O
sborne v. B

radley, (1903) 2 C
h.

446, at p. 451

Sharp v. H
arrison, (1922) 1 C

h. 50 2.



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
霧
第
二
號
)

(

五
四
)

五
四

(註
一
〇
)

拙
稿
、
前
揚
七
五
一頁
以
下
参
照
。

(註
コ

)

次
に
述
べ
る
一
七
及
拙
稿
前
掲
七
七
〇
頁
以
下
参
照
。

口
七
消
極

的
契
約
と

い
ふ
も
単
独

の
契
約
,こ
な
つ
て
ゐ
る
場
合
も

一
つ
の
契
約
中
の

一
約
款
,こ
な
つ
て
ゐ
る
場
合
も
あ
る
が
差

止
命
令
に
關
し
て
は
そ
の
雨
者
間
に
差
異
が
な
い
。
そ
の
種
類
甚
だ
多
い
が

(註
=
一)
左
に
問
題
の
生
ず

る

一
二
の
場
合

に
つ
い
て

述
べ
る
。

二

)
労
務
契
約

(
c
o
n
t
r
a
c
t
 
f
o
r
 
 
p
e
r
s
o
n
a
I
 
s
e
r
v
i
c
e

)

特
定
履
行
を
命
ず
る
こ
と

は
出
來

な
い
が
,差
止
命
令
は
與

へ
得
る
最

も
良
い
例
は
労
務
契
約
で
あ
る
。
即
ち
労
務

契
約
の
特
定
履
行
は
そ
の
契
約
の
履
行
を
裁
判
所

が
適
當
に
監
督
出
來
な
い
S
の
理
由

及
び
若
し
そ
の
特
定
履
行
を
命
ず
る
・こ
被
告
を
し
て
奴
隷
の
地
位
に
立
た
し
め
る
に
至

つ
て
酷
で
あ
る
,こ
の
理
由
と

に
よ
つ
て
之
を

命
じ
る
こ
と

が
出
來
な
い
も
の
で
あ
る
が

(註
二
二
)
、
若
し
そ
の
契
約
中
に
清
極
的
約
款
の
含
ま
れ
て
ゐ

る
場
合

に
は
そ
の
清
極
的

約
款
は
差
止
命
令
に
よ
つ
て
之
を
強
行
し
得
る
の
で
あ
る

(註
一
四
)
。

右
は

一
定
期
間
原
告
の
劇
場
に
て
歌
ひ
他
の
劇
場
に
て
は
歌

は
ざ
る
旨
の
契
約
を
破
殿
し
て
他
人
の
劇
場
に
て
歌
は
ん
,こ
し
た
る

歌
手
に
つ
い
て
の
事
件
た
る
L
u
m
l
e
y
 
v
.
 
W
a
g
n
e
r

事
件

(註
一五
)
に
於
て
始
め
て
判
決

せ
ら
れ

た
所

で

あ
る
が
、
之
を
認
め
る

ε
生
活
の
爲
に
働
か
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
の
多
き
世
の
中
に
於
て
は
結
局
差
止
命
令
の
方
法

に
よ
つ
て
積
極
的
契
約
を
間
接
的
に



特
定
履
行
せ
し
む
る
こ
・
こ
とな
る
の
で
、
以
後
裁
判
所

も
看
判
決
を
例
外
的
な
る
も
の
ーこ
し
て
取
扱
ひ
右
の
原
則
を
籏
張
せ
ざ
る
こ

,こ
に
努
め
た

(註

一六
)
。
即
ち
制
例
に
よ
つ
て
次
の
如
く
定
ま

つ
た
。

　

(
イ
)
右
の
事
件
の
契
約
に
は
明
示
的
に
消
極
的
約
款
が
あ

つ
た
爲
之
を
張
行
し
た
も
の
な
り
ーこ
解
し
、
か

・
る
明
示
の
消
極
的

約
款
の
存
す
る
場
合
に
は
差
止
命
令
を
許
す
が

(註

一七
)
、
か

・
る
明
示
の
湾
極
的
約
款
な
き
場
合

に
は
積

極
的
契
約

よ
り
消
極

的
約
款
を
推
定
し
て
差
止
命
令
を
畿
す
る
が
如
き
こ
と

は
許
さ
な
い

(註
一
八
)
。

　

(
・
)
又
形
式
は
消
極
的
な
る
も
實
質
は
積
極
的
な
る
場
合
に
は
そ
の
契
約
は
溝
極
的
契
約
に
非
ず
ミ
し

て
差
止
命
令
を
與

へ
な

い

(註

噌九
)
。

　

(
ハ
)
且
又
右
判
決
の
原
則
は
労
務
の
性
質
が
歌
を
歌

ふ
,こ
か
商
業
上
の
秘
密
を
知

つ
て
ゐ
る
者
が
労
務

を
提
供
す
る
ミ
か
の
如

く
特
種
的
性
質
を
有
す
る
場
合
に
限
り
適
用
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
単
に

働
く
ーこ
い
ふ
が
如
き

一
般
的
労
務

契
約
の
場
合
に
は

適
用
せ
ら
れ
ず
、
か

・
る
場

合

に
は
明
示

の
消
極

的
約
款
あ

の
,こ
す
る

も
差
止
命

令
を
以
て
之
を
強
行
す

る
こ
と

は
許
さ
な
い

(註
二
〇
)
。

　
尚
右
の
制
限
は
労
務
契
約
だ
か
ら
そ
の
性
質
上
之
を
附
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
例

へ
ば
右
の

(
イ
)
に

つ
い
て
も
労
務

契
約
以
外

の
契
約
に
於
て
は
消
極
的
約
款
が
明
示
せ
ら
れ
て
居
な
い
場
合
に
於
て
も
積
極
的
契
約
よ
の
消
極
的
約
款
の
推
定
し
得
ら
る
・
場
合

　
　

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)　

(第
二
巻
第
二
號
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(　
五
五
)　
　
　
　
五
五



英

法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第

二
霧
第
二
貌
)

(

五
六
)

五
六

に

は
之

を
推

定

し

、

そ
れ

を

強
行

す

る
爲

に
差

止
命

令

を
登

す

る

(
莚

二

)
。

β
註

=

一)

消
極
的
契
約
の
例
ざ
し
て
よ
く
引
か
れ
る
事
件
は
M
a
r
t
i
n
 
v
.
 
N
u
t
k
i
n
 
(
1
7
2
5
)
,
 
2
 
P
.
 
W
m
s
.
 
2
6
6
,
 
2
4
 
E
.
 
R
.
 
7
2
4

で
あ

つ
て
、

同
事
件
に
於
て
は
老
夫
婦
が
隣
り
の
数
會
で
毎
朝
五
時
に
鐘
を
鳴
ら
す
の
に
苦
し
め
ら
れ
艶
結
果

、
老
夫
嬬
ざ
教

會
.込
の
間
に
於
て
老
夫
嬬
が
教
會

の
爲
に
新
し
く
圓
頂
閣

ざ
時
計
、、c
鐘
ざ
を
作
る
代
り
に
敏
曾
は
老
夫
嬬

の
生
存
中
は
早
朝
鐘
を
鳴
さ
な
い
旨
の
契
約
を
締
結
し
臥
老
夫
嬬
は
そ
の
債

務
を
履
行
し
た
が
敦
會
は
二
年
後
に
叉
早
朝
鐘
を
鳴
ら
し
出
し
た
事
件
で
あ

つ
て
、
こ
の
場
合
に
清
極
的
契
約

の
強
行

ざ
し
て
差
止
命
令
が
登

せ
ら

れ
た
。

(
註

=
二
)

拙
稿

、
前
掲
七
五
八
頁
参
照
・

(
註

「
四
)

拙
稿

、
前
掲
七
七
〇
頁
以
下
参
照
Q

(
註

一
五
)
L
u
m
l
e
y
 
v
.
 
W
a
g
n
e
r
 
(
1
8
5
2
)
,
 
1
 
D
e
 
G
.
 
M
.
 
&
 
G
.
 
6
0
 
F
,
 
4
2
 
E
.
 
R
.
 
6
8
7
.

こ
の
事
件
は
歌
手
の

と
M
i
s
s
 
W
a
g
n
e
r

が
L
u
m

l
e
y

の
劇
場
に
於
て
コ
箇

月
間
歌
を
歌
ふ
契
約
》
爲

し
、
且
同
契
約
中
に
同
期
間
内

は
他

の
場
所
に
於
て
は
歌
は
ざ
る
旨

の
約
歎
を
作
つ
て
あ

つ
た

場
合
に
、
G
y
e
と
い
ふ
男
が
多
額
の
報
酬
を
提
供
し
て
右
以
外
の
場
所
に
於
て
歌
ふ
契
約

を
爲
さ
し
め
た

(
從
つ
て
L
u
m
l
e
y
の
間
の
歌
ふ
べ

き
旨

の
契
約
を
不
履

仁
な
ら
し
め
た
」
有
名
な
事
件
で
あ
つ
て
、
こ
の
場
合

に
裁
判
所
は
L
u
m
l
e
yの
所
で
歌
ふ
ざ
の
積
極
的
約
欺

を
特
定
履
行

を
以

て
強
行
す
る
こ
ざ
は
許

さ
な
か

つ
た
が
、
他

の
場
所
で
歌
は
な
い
ざ
の
消

極
的
約
歎

は
差
止
命
令

を
以
て
之
を
強
行
ず
る
ご

ざ
を
許
し
だ
の

で
あ
る
o
E
r
n
e
s
t
 
C
.
 
C
.
 
F
i
r
t
h
,
 
D
o
c
t
r
i
n
e
 
o
f
 
L
u
m
l
e
y
 
v
.
 
W
a
g
n
e
r
,
 
1
3
 
L
.
 
Q
.
 
R
e
v
.
 
3
0
6
-
3
1
2

参
照
。

尚
普

逓
法
裁
判
所
に
於
て

巴
⊆
ヨ
げ
団

が

○
《
①
に
劉
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
件
は
之
も
有
名
な
L
u
m
l
e
y
 
v
.
 
G
y
e
 
 
(
1
8
5
3
)
,
 
1
 
E
.
 
&



(
註

一
六
)

に

日
く

・

(
註

一
七
)

(
註

一
八
)

(
註

一
九
)

(
註
二
〇
)

(
註
二

一
)

一
八

(
二
)
土
地
に
關
す
る
制
限
的
約
款

消
極

的
約
款
に
対
す

る
差
止
命

令
の
中
で
最
も
多
く
訴
訟
の
生
じ
る
の
は
土
地
に
關
す
る
制
限
的
約
款
に
つ
い
て
で
あ
る
。
土
地
に
關
す

る
制
限
的
約
款
と
は
例

へ

ば
あ
る
土
地
の
上
で
酒
場
を
管
む
べ
か
ら
ず
く」
い
ふ
が
如
き
約
款
で
あ
つ
て
、
こ
の
約
款
は
契
約
當
事
者
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
約
款

あ
る
こ
と

を
知
ら
す
し
て
そ
の
土
地
の
普
通
法
上
の
擢
利
を
有
償
に
取
得
し
た
る
者
以
外
の
す
べ
て
の
人

に
野
し
て
も
衡
平
法
上
差

止
命
令
を
以
て
之
を
強
行
す
る
こ
と
が
出
來
る
か
ら
問
題
が
多
く
生
じ
る
の
で
あ
る
。

英

法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第

二
巻
第
二
號
)

(

五
七
)

五
七

B
.  216, 118 E

. R
. 749 N

JQ
o

W
hitew

ood C
hem

ical C
o. v. H

ardm
an, C

1891) 2 C
h. 416, at p. 428

"I confess I look upon L
um

ley v. W
agner rather as an anom

aly to be follow
ed in cases like it, but an anom

aly w
hich it w

ould be very 

dangerous to extend."

G
rim

ston v. C
unningham

, C
18941 1 Q

. B
. D

. 125. 

M
ortim

er v. B
eckett, C

1920) 1 C
h. 571. 

D
avis v. Forem

an, C
1894) 3 C

h. 654; K
irchner v. G

ruban, (19093 1 C
h. 413. 

E
hrm

an v. B
artholom

ew
, (1898) 1 C

h. 671. 

M
etropolitan E

lectric Supply C
o. v. G

inder, C
1901J 2 C

h. 799.

(restrictive covenant relating to land)



英
法
に
於
け
ろ
差
臣
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
霧
第
二
號
)

(

五
八
)

五
八

元
來
普
通
法
に
於
て
は
土
地
に
關
す
る
約
款
も

一
般
の
契
約
と
同
じ
く
原
則
,こ
し
て
契
約
當
事
者
以
外
の
者
を
拘
束
し
な
い
。
之

に
対
し

て
例
外
・こ
し
て
土
地
の
賃
借
物
件

(
l
e
a
s
e
h
o
l
d

)
に
關
す
る
賃
貸
人
,こ
賃
借
人
,こ
の
間
に
於
け
る
約
款
は
賃
貸
人
の
変
り
た

る
場
合
に
も
賃
借
人
の
変
り
た
る
場
合
に
も
新
賃
貸
人
新
賃
借
人
を
拘
束
し

(註
二
二
)
、
叉
費
主
,こ
買
圭
と

の
間
の
約
款

に
關
し

て
も
そ
の
約
款
に
よ
る
利
益

(
b
e
n
e
f
i
t

)
は
そ
の
土
地
の
韓
得
者

に
移
転
し
た

(註
二
三
)
。
し
か
し
普
通

法
に
於
て
は
費
主
・こ
買
圭

,こ
の
間
に
締
結
せ
ら
れ
た
約
款

に
依
る
員
捲

(
b
u
r
d
e
n

)
は
韓
得
者
を
拘
束
す
る
こ
と
が
な
か
つ
た
爲
不
便
が
少
く
な
か
つ
た
。
し

か
る
に
衡
平
法
に
於
て
は
か
・
る
約
款
の

中
制
限
的

約
款
は
そ
の
約
款
の
存

在
を
知

ら
ず
し
て
有

償
に
そ
の
土
地

を
取
得
し
た

る
者

(
p
u
r
c
h
a
s
e
r
 
f
o
r
 
v
a
l
u
e
 
w
i
t
h
o
u
t
 
n
o
t
i
c
e

)
以
外
の
そ
の
土
地
の
韓
得
者
を
も
拘
束
す
る
も
の
・こ
な
し
、
そ
の
逡
守

を
差
止

命
令
を
以
て
強
行
し
た
。
こ
の
衡
平
法
の
原
則
は
T
u
l
k
 
v
.
 
M
o
x
h
a
y

事
件

(註
二
四
)
に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
法
則
に
つ
き
注
意
す
べ
き
鮎
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

(
イ
)
そ
の
約
款

は
次
の
如
き
も
の
な
る
こ
と

を
要
す
る
。

(
a
)
第

一
に
そ
の
約
款
は
制
限
的
(
r
e
s
t
r
i
c
t
i
v
e
)

即
ち
消
極

的

(
n
e
g
a
t
i
v
e

)
な
る
こ
と
を
要
し
、
積
極
的
約
款

(
p
o
s
i
t
i
v
e

o
r
 
a
f
f
i
r
m
a
t
i
v
e
 
c
o
v
e
n
a
n
t

)
に
対
し

て
は
こ
の
法
則
の
適
用
が
な
い
。
何
が
清
極
的
な
り
や
積
極
的
な
り

や
に
つ
い
て
は
裁
判
所
は

そ
の
形
式
の
如
何
を
問
は
ず
そ
の
實
質
に
よ
り
て
之
を
決
し
、
そ
の
決
定
に
當
つ
て
の
最
後
の
標
準
は
該
約
款
の
履
行

に
費
用
を
要



す
る
や
否
や
で
あ
る

(註
二
五
)
。

(b
)
更

に
そ
の
約
款
は
被
契
約
者
c
o
v
e
n
a
n
t
e
e

)
の
土
地
の
利
益

の
爲

に
契
約
者

(
c
o
v
e
n
a
n
t
o
r

)
の
土
地

を
制
限
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(註
二
六
)
。
即
ち
こ
の
法
則
は
地
役
権

(
e
a
s
e
m
e
n
t

)
、こ
同
様

の
関
係
の
存
す
る
場
合
に
の
み
行
は
れ

る
の
で
あ
る
。

(
ロ
)
次
に
土
地
轄
得
者

の
該
約
款
の
知
不
知

に
關
し
て
少
し
く
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
約
款
を
知
る
・こ
い
ふ
こ
S
の

爲
に
は
現
實

に
之
を
知
り
た
る
ε

(
a
c
t
u
a
l
 
n
o
t
i
c
e

)
法
律
上
知
り
た
る
も
の
・こ
看
倣
さ
れ
る
場
合

た
る
ーこ

(
c
o
n
s
t
r
u
c
t
i
v
e
 
n
o
t
i
c
e

)

を
問
は
な

い
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
の
約
款

が

一
九
二
六
年
以
後
に
締
結
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
,こ
き
は
L
a
n
d
 
C
h
a
r
g
e
s
 
A
c
t
,

1
9
2
5

(註
二
七
)
第
十
三
條
第
二
項
に
よ
つ
て
之
を
土
地
員
捲

(
l
a
n
d
 
c
h
a
r
g
e

)
と

し
て
登
記
す

る
こ
と

を
要
し

(註
二
八
)
、
そ
の

登
記
あ
る
・こ
き
は
土
地
の
普
通
法
上
の
構
利
の
有
償
取
得
者
は
假
令
現
實
に
は
そ
の
約
款

の
存
在
を
知
ら
ず
ーこ
も
之
を
知
り
た
る
も

の
,こ
看
倣
さ
れ

(註
二
九
)
、
そ
の
登
記
な
き
ミ
き
は
右
の
取
得

者
が
現
實

に
は
そ
の
約

款
の
存
在
を
知

の
た
る
ーこ
き
も
そ
の
取
得

者
に
対
し
右
約
款

は
無
敷
で
あ
る

(註
三
〇
)
。

(
ハ
)
尚
こ
の
法
則
の
適
用
範
囲

は
其
の
後
の
判
決

に
よ
つ
て
籏
張
せ
ら
れ
、
土
地
の
所
有
者
叉
は
賃

借
人
が
締
結
し
た
る
制
限

的
約
款
は
そ
の
約
款
の
存
在
を
知
ら
ず
し
て
土
地
の
普
通
法
上
の
権
利
を
取
得
し
た
る
者
以
外
の
す
べ
て
の
そ
の
後
の
所
有
者
賃
借

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

五
九
)

五
九



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第
二
巻
第
二
號
)

(

六
〇
)

六
〇

人

轄

借

人

及

び

占
有

者

を
拘

束

す

る

や
う

に
な

つ
た
。

即

ち

例

へ
ば

普

通

法

上

は
賃

貸

人

,こ
賃

借

人
と

の

間

の
約

款

は
賃

借
物
件

の

譲

渡
a
s
s
i
g
n
m
e
n
t

)
あ

り

た

る
場

合

に
於

て

の

み
移
転

し
転
貸

(
s
u
b
l
e
a
s
e
,
 
u
n
d
e
r
l
e
a
s
e

)

の
場

合

に

は
移
転

し

な

い
の

で

あ

る

が

、

こ

の
衡

平

法

上

の
法

則

に
從

へ
ば

か

・
る
場

合

に
右
約

款

は
韓

借

人

(
u
n
d
e
r
l
e
s
s
e
e

)

を
も

拘

束

す

る

(
註
三

一
)
。

(
註
二
二
)

詳
し
く
云

へ
ば
こ
の
内
普
通
法
に
於

て
例
外
な
爲
し
た
の
は
賃
借
人
の
変
更
の
場
合
の
み
で
あ
つ
た
。
こ
の
點

に
つ
い
て
は
指
導
的
事
件

さ
し
て
S
p
e
n
c
e
r
'
s
 
C
a
s
e
 
(
1
5
8
3
)
,
 
5
 
C
o
k
e
 
R
e
p
.
 
1
6
,
 
7
7
 
E
.
 
R
.
 
7
2

が
あ
つ
て
、
同
事
件

の
判
決
に
よ
れ
ば
約
歎
が

「
土
地
に
接
触

し

巳
関
係

し
て
ゐ
る
」

(
"
t
o
u
c
h
 
a
n
d
 
c
o
n
c
e
r
n
 
t
h
e
 
l
a
n
d
"
)

場
合
に
は
そ
の
約
欺

に
よ
る
利
益
も
資
権
も
共
に

「
土
地
さ
共
に
移
転

す
る
」

(
"
r
u
n
 
w
i
t
h
 
t
h
e
 
l
a
n
d
"

)
即
ち
賃
借
人
が
饅

つ
た
場
合
に
新
賃
借
人

に
移
る
の
で
あ
る
o

賃
貸
人
の
璽

つ
た
場
合
に

つ
い
て
は
C
o
v
e
n
a
n
t
s
 
A
c
t
,
 
1
5
4
0
,
 
3
2
 
 
H
e
n
.
V
I
I
I
,
 
c
.
 
3
4

(
現
在
は
L
a
w
 
o
f
 
P
r
o
p
e
r
t
y
 
A
c
t
,
 
1
9
2
5
,
 
1
5

G
e
o
.
 
V
,
 
c
.
 
2
9
,
 
s
s
.
 
1
4
1
,
 
1
4
2

)
に
よ
つ
て
同
様
に
約
欺

が

「
土
地
に
接
燭
し
且
関
係

し
て
ゐ
る
㌧
場
合
に
は
そ

の
約
歎

に
よ
る
利
益
賢
澹
共
に

「
復
帰
権
ざ
共
に
移
転
す
る
」
(
r
u
n
 
w
i
t
h
 
t
h
e
 
r
e
v
e
r
s
i
o
n
"

)
即
ち
賃
貸
人
が
痩

つ
だ
場
合
に
新
賃
貸
人
に
移
る
や
う
に
な
つ
泥
。

偶
詳
し
く
は
C
h
e
s
h
i
r
e
'
s
 
M
o
d
e
r
n
 
R
e
a
l
 
P
r
o
p
e
r
t
y
,
 
2
n
d
 
e
d
.
 
(
1
9
2
7
)
,
 
p
p
.
 
2
0
8
-
2
1
8

参
照
。

(
註
二
三
)

こ
の
例
外
は
普
通
法
上
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
o
C
h
e
s
h
i
r
e
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
 
p
p
.
 
2
1
8
-
2
2
0

参
照
。

尚
R
o
g
e
r
s
 
v
.
 
H
o
s
e
g
o
o
d
,
 
(
1
9
0
0
)
 
2
 
C
h
.
 
3
8
8

参
照
。

(
註
二
四
)
T
u
l
k
 
v
.
 
M
o
x
h
a
y
 
(
1
8
4
8
)
,
 
2
 
P
h
.
 
7
7
4
,
 
4
1
 
E
.
 
R
.
 
1
1
4
3
.

事
件
の
内
容
は
次

の
如
し
o
T
u
l
kが
あ
る
土
地
を
E
l
m
s
に
費
り

そ
の
際
E
l
m
s
が
そ
の
土
地
の
上
に
建
物
を
建
て
な
い
約
束
を
し
た
o
其
の
後
M
o
x
h
a
yが
E
l
m
s
よ
り
右
の
約
歎
あ

る
爲
に
廉

い
価
格
で
そ



の
土
地
を
買

つ
て
置
き
な
が
ら

(
即
ち
そ
の
約
歎
の
存
在
を
知

つ
て
買
ひ
な
が
ら
)
建
物
凄
建
て
や
う
ざ
し
た
。
裁
判
所
は
之
を
許
ず
の
は
不
衡
平

な
り
ざ
し
て
差
止
命
令

を
以
て
建
物
を
建
て
る
こ
ざ
を
差
止
め
た
。

こ
の
事
件
の
趣
旨
は

に
よ
く
説
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る

(
註

二
五
)

(
註
二
六
)

約
歎
の
利
益
を
被
契
約
者

ざ
の
積
極
的
意
思
が
必
要
な
の
で
あ
る

つ
て
決
す
べ
き
事
實
問
題
で
あ
る
が
、
今
は

の
土
地
に
附
着
せ
し
め
る
、
即
ち

將
來
の
そ
の
土
地

の
取
得
者

の
爲

に
も
附
着
せ
し
め
る

か
》
る
意
思

の
存
否
は
客
場
合

の
事
情

に
よ

に
よ

つ
て
他

の
要
件

の
具
は
れ
る
場
合
は
そ
の
約
歎
は

の
爲
に
な
さ
れ
だ
も
の
ざ
看
徹
さ
れ
る
。

(
註
二
七
)

(
註
二
八
)

但

し
賃
貸
人
ざ
賃
借
人
ざ
の
問
に
締
結
せ
ら
れ
た
る
約
歎

に
限
り

に
よ
り
同
法
に
よ
る
登
記
を

爲
し
得
ず
、
從

つ
て
以

下
に
述
ぶ
る
が
如
き
効
果
を
生
ぜ
ず
、
こ
の
點

に
關
す
る
法
律
は
從
前

の
通
り
で
あ
る
。

(
註
二
九
)

(
莚

二
〇
)

(
莚

三

)

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第
二
巻
第
二
脱
)

戸

六

一
)

六

一

In re N
isbet and Potts' C

ontract,  L
1906) 1 C

h. 386

H
ayw

ood v. B
runsw

ick B
uilding Society (1881), 8 Q

. B
. D

. 403; A
usterberry v. C

orporation of A
ldharn

(1885 ), 29 C
h. D

. 750; H
all v. E

w
in (1887), 37 C

h. D
. 74.

(covenantee)

(Ives v. B
row

n, (1919) 2 C
h. 314, at p. 322y

L
aw

 of Property A
ct, 1925, s. 78

covenantee "and his successors"

L
and C

harges A
ct, 1925, 15 G

eo.V
, c. 22.

L
and C

harges A
ct, 1925, s. 10

L
aw

 of Property A
ct, 1925, s. 198. 

L
aw

 of Property A
ct, 1925, s. 199 Ft L

and C
harges A

ct, 1925, s. 13 (2). 

C
lem

ents v. W
elles (1865), L

. R
. 1 E

q. 200; H
all v. E

w
in (1887), 37 C

h. D
. 74; John v. H

olm
es, (1900)



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第
二
巻
第

二
號
)

(

六

二
)

六

二

1
 
C
h
.
 
 
1
8
8
.

第

三
項

不
法

行
爲

を
抑

制

す

る
差
止
命

令

本
項
の
表
題
は
不
法
行
爲
を
抑
制
す
ろ
差
止
命
令
と
し
た
が
、
本
項
に
於
て
は
純
梓

に
不
法
行
爲
に
關
す
る
も
の
の
み
な
ら
ず
廣

く
契
約

,こ
関
係
な
き
普
通
法
上
叉
は
衡
平
法
上
の
構
利
の
侵
害
を
抑
制
す
る
差
止
命
令
に
つ
い
て
述
べ
る
。

以
下
そ
の
重
な
る
場
合
に
つ
き
簡
単

に
説
明
す
る
。

一
九

二

)
ウ
エ
イ
ス
ト

(
W
a
s
t
e

)
及
ト
レ
ス
パ
ス

(
t
r
e
s
p
a
s
s

)

ウ
エ
イ
ス
ト
,こ
は
土
地
に
対
し

賃
借
物
件

其
の
他

の
制

限
的
権
利
を
有
す
る
者
が
そ
の
土
地
の
占
有
中
に
土

地
に
対
し
て
爲
す
権
限

外
の
永

久
的
鍛
損
行
爲

(註
三
二
)
即
ち
例

へ
ば
土
地

の
賃
借
人
が
土
地
の
上
の
家
屋
を
取
殿
す
如
き
行
爲
で
あ

つ
て
、
不
法
行
爲
上
の
問
題
た
る
よ
り
も
寧
ろ
財
産
法
上
の
問
題
で
あ
る

(註
三
三
)
。
ト
ス
レ
パ
ス
ーこ
は
他
人
の
占
有
せ
る
土
地
に
対
す

る
何
等
か
の
干
渉
即
ち
例

へ
ば
正
當
の
理
由
な
し
に
他
人
の
土
地
に

侵
入
す

る
が
如
き
行
為

で
あ

つ
て
不
法
行
爲
の

一
種
で
あ
る
。
而
し
て

一
九
二
五
年
の
裁
判
所
樗
成
法
第
四
五
條
第
三
項

(註
三
四
)

は
ウ
エ
イ
ス
ト
叉
は
ト
レ
ス
パ
ス
を
抑
制
す
る
爲
に
廣
く
差
止
命
令
を
発
し
得
る
旨
を
定
め
て
ゐ
る
。

ウ

エ
ィ
ス
ト
に
つ
き
注
意
す
べ
き
は
差
止
命
令
に
よ
つ
て
抑
制
せ
ら
れ
る
の
は
普
通
法
上
ウ

エ
イ
ス
ト
・こ
認
め
ら
れ
る
行
爲
に
限



ら
ず
、
普
通
法
上
は
ウ
エ
ィ
ス
ト
S
認
め
ら
れ
な
い
行
爲
で
あ
つ
て
も
衡
平
法
が
ウ
エ
イ
ス
ト
な
り
ーこ
認
む

る
行
爲
即
ち
衡
平
法
上

の
ウ
エ
イ
ス
ト

を
も
包
含
す
る
こ
ミ
で
あ
る
。
即
ち
ウ
エ
イ
ス
ト
の
責
任
な
し
ご
の

約
束
に
て
生
涯
不
動
産

物
件
を
得
た
る
者

は
普
通
法
上
は
ウ
エ
イ
ス
ト
に
対
し
責
任
が
な
い
の

だ
が
、
そ
の
土
地
に
あ
る
家
を
壊
し
、
家
の
造
作
を
取
り
除
き
、
家
の
装
飾
用
叉
は
防
護
用
の
樹
木
を
切
り
取
る
等
の
如
く
自
己
の

構
限
を
非
良
心
的
に
使
用
し
て
悪
意
の
損
害
を
與

へ
る
,こ
き
は
そ
の
行
爲
を
衡
平
法
上
の
ウ
エ
イ

ス
}
な
り
・こ
し
て
裁
判
所
は
差
止

命
令
を
以
て
之
を
禁
止
す
る

(註
三
五
)

(註
三
六
)
。
之
前
述
の

(註
三
七
)
衡
平
法
の
專
厨
管
轄
櫨
中
に
於
て
差

止
命
令
の
與

へ
ら

れ
る

一
つ
の
場
合
で
あ
る
。

(
註
三
二
)

日
本
民
法
二
七

一
條
は

「
永
小
作
人

ハ
土
地

二
永
久
ノ
損
害

ヲ
生
ズ
ベ
キ
変
更

ヲ
加
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
さ
規
定
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
ク

エ
イ
ス
ト
禁
止
の

一
場
合
で
あ
る
。

(
註
三
三
)

ウ

エ
イ

ス
ト

に

ざ
あ
り
。
前
者
は
家
を
取
り
殿
す
等
積
極
的
に
行
爲
を
爲
す
場
合
で
あ

り
、
後
者
は
家
が
倒
れ
か
〉
つ
た
場
合
必
要
な
る
修
繕
を
爲
さ
な
い
爲
に
家

が
倒

れ
る
等
不
作
爲
に
よ
る
ク

エ
イ
ス
ト
で
あ
る
。

(
註
三
四
)

(
註
三
五
)

を
再
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第
二
巻
第
二
號
)

(

六
三
)

六
三

(equitable w
aste)

(tenant for life "w
ithout im

peachm
ent of w

aste")

voluntary w
aste  ',o perm

issive w
aste

Judicature A
ct, 1873, s. 25 (8)

V
ane v. L

ord B
arnard (1716), 2 V

ern. 738, 23 E
. R

. 1082; M
ioklethw

aite v. M
icklethw

aite (1857), 1 D
e

G
. &

 J. 504, 44 E
. R

. 818; B
aker v. Sebright (1879), 13 C

h. D
. 179.



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

(第
二
巻
第
二
號
)

(

六
四
)

六
四

ρ註
三
六
)

衡
奉
法
上
の
ウ
エ
イ
ス
ト
に
つ
き
L
a
w
 
o
f
 
P
r
o
p
e
r
t
y
 
A
c
t
,
 
1
9
2
5
,
 
s
.
 
1
3
5

(こ
れ
は
J
u
d
i
c
a
t
u
r
e
 
A
c
t
,
 
 
1
8
7
3
,
 
s
.
 
2
5
 
(
3
)

を

再
規
定
し
た
條
文
で
あ
る
)
参
照
。

(註
三
七
)

本
稿
二
二
頁
一二
二
頁
参
照
〇

二
〇

(
二
)

ニ
ユ
ー
サ

ン
ス
(
n
u
i
s
a
n
c
e

)

ニ
ユ
ー
サ
ン
ス
と
は
土
地
建
物
の
享
樂
を
害
す
る
不
法
行
爲
で
あ

の
、
之
に
私
的

ニ
ユ
ー
サ
ン
ス

(
p
r
i
v
a
t
e
 
n
u
i
s
a
n
c
e

)
と
公
的

ニ
ユ
ー
サ
ン
ス

(
p
u
b
l
i
c
 
n
u
i
s
a
n
c
e
,
 
c
o
m
m
o
n
 
n
u
i
s
a
n
c
e

)
,こ
の
区
別
が
あ
る
。

私
的

ニ
ユ
ー
サ

ン
ス
ーこ
は
隣
人
の
採
光
権

を
害
し
叉
は
躁
音
、
燵
、
悪
臭
等
に
よ
つ
て
住
居
の
享
樂
を
害
す

る
等

一
私
人
に
対
す

る

ニ
ユ
ー
サ
ン
ス
で
あ
り
、
公
的

ニ
ユ
ー
サ

ン
ス
,こ
は
道
路
の
上
に
塵
芥
汚
物
等
を
堆
積
し
叉
は
道
路
に
穴

を
掘
る
等
に
ょ
り

一
般
道

路
通
行
者
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
が
如
く
社
會
公
共
に
対
す

る

ニ
ユ
ー
サ
ン
ス
で
あ
る
。

(
イ
)
公
的

ニ
ユ
ー
サ
ン
ス
(
p
u
b
l
i
c
 
n
u
i
s
a
n
c
e

)

公
的

ニ
ユ
ー
サ

ン
ス
は
本
來
は
犯
罪
で
あ
つ
て
之

に
対
す
る
通
常
の
救
濟
方

法
は
刑
法
上
の
公
訴
を
提
起
す
る
こ
・こ
で
あ
る
が
、
又
楡
事
総
長
(
A
t
t
o
t
n
e
y
G
e
n
e
r
a
l

)
は
そ
の
妨
碍
を
匡
正
す
る
爲

に
差
止
命
令

を
求
め
る
こ
と

が
出
來
る

(註
三
八
)
。
尚
叉
公
的

ニ
ユ
ー
サ

ン
ス
の
場
合
に
於
て
も

一
私
人
が
そ
の

ニ

ユ
ー
サ

ン
ス
に
よ
り
て
特

別
の
損
害
を
蒙
り
た
る
場
合
即
ち
例

へ
ば
道
路
に
掘
り
た
る
穴
に
落
ち
込
み
て
負
傷
し
た
る
が
如
き
場
合

に
は
そ
の
私
人
が
私
的

ニ

ユ
ー
サ
ン
ス
の
場
合
と
同

一
の
救
濟
方
法
を
有
す
る
の
で
あ

る
か
ら
噂
從

つ
て
公
的

ニ
ユ
ー
サ

ン
ス
に
ょ
り
て
特
別
の
損
害
を
蒙
り



た
る

一
私
八
は
自
己
の
名
に
於
て
差
止
命
令
の
訴
を
も
提
起
す
る
こ
と
が
出
來
る

(註
三
九
)
。

(
ロ
)
私
的

ニ
ユ
!
サ

ン
ス

(
p
r
i
v
a
t
e
 
 
n
u
i
s
a
n
c
e

)

私
的

ニ
ユ
ー
サ
ン
ス
に
対
す

る
救
濟

方
法
に
は
自
力
除
却
(
a
b
a
t
e
m
e
n
t
)

損
害
賠
償
差
止
命
令
の
三
種
が
あ
る
。
自
力
除
却
,こ
は
自
力
救
濟

に
よ
る
方
法
で
あ

つ
て
例

へ
ば
他
人
の
木
の
枝

叉
は
根
が
彊
界
線

を
越
え
て
來
た
ーこ
き
に
之
を
切
鉦
取
る
が
如
き
行
爲
で
あ
る

(註
四
〇
)
。
之
に
反
し
損

害
賠
償
及

び
差

止
命
令
は
公
力
に
よ
る
救

濟
方
法
で
あ

つ
て
、

ニ
ユ
ー
サ
ン
ス
の
あ
つ
た
場
合
に
損
害
賠
償
を
請
求
し
得
る
の
は
當
然
で
あ
る
が
損
害
賠
償
の
み
に
て
は
救
濟

方
法
・こ
し
て
不
充
分
な
る
場
合

に
は
差
止
命
令
を
も
請
求
す
る
こ
と
が
出
來
る

(註
四
一
)
。
差

止
命
令
に
闘
し
問

題
の
生
ず

る
ニ

ユ
ー
サ
ン
ス
の

=

一を
塞
ぐ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

(
a
)
採
光
権

の
侵
害

最
も
多
く
生
じ
る

ニ
ユ
ー
サ
ン
ス
は
採
光
権

(
r
i
g
h
 
o
f
 
l
i
g
h
t

)
の
侵
害

で
あ
る
。
採
光
権

即
ち
隣

地
を
通
し
て
光
線
の
流
入
を
受
け
る
権
利

は
家
屋
の
所
有
者
が
自
然
的
権
利

(
n
a
t
u
r
a
l
 
r
i
g
h
t

)
・こ
し
て

之
を
有
す
る
も
の
で
は
な

く
し
て
明
示
若
く
は
獣
示
の
許
可
叉
は
時
効

(註
四
二
)
に
よ
る
地
役
権

(
e
a
s
e
m
e
n
t

)
と
し
て
之
を
得
る
こ
と

が
出
來
る
の
み
で
あ

る
。
而
し
て
採
光
権

の
侵
害
が

ニ
ユ
ー
サ
ン
ス
た
る
が
爲
に
は
通
常
人
を
し
て
不
快
た
ら
し
め
る
程
度
に
小
量
の
光
し
か
流
入
し
な

い
や
う
に
し
た
場
合
に
限
る
の
で
あ
つ
て

(註
四
二
)
、
問
題
は
如
何
に
多
く

の
光
が
取

去
ら
れ
た
か
に

存
せ
ず
し

て
如
何
に
少
し

の
光
し
か
淺
つ
て
ゐ
な
い
か
に
存
す
る

(註
四
四
)
。
こ
の
採
光
権

の
侵
害
に
対
す

る

救
濟
方

法
が
差
止
命
令
か
損
害
賠
償
か
に
つ

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

六
五
)

六
五



英
法
に
於
け
る
差
翫
命

令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第
二
巻
第

二
號
)

(

六
六
)

六
六

き
微
妙
な
る
問
題
の
存
す
る
こ
と
前
述
の
通
り
で
あ
る

(註
四
五
)
。

(b
)
土
地
の
側
面
支
持

〉を
受
く
る
権
利

の
侵
害

.土
地
の
所
有

者
は
隣
地
に
よ

つ
て
自
己

の
土
地
を
自

然
的
状
態
に
支
持
せ
ら
れ
る
自
然
的
権
利

を
有
し
て
居
り
、
叉
建
築
物
等
あ
り
て
特
別
の
支
持
を
必
要
,こ
す
る
場
合
に
も
時
敷
若
く

は
契
約
に
よ
り
て
特
に
支
持
を
受
け
る
堰
利
を
得

る
こ
と

が
出
來
る
。
か

・
る
権
利
は
侵
害
せ
ら
れ
ん
・こ
す
る
處
あ
る
に
過
き
ざ
る

場
合
に
於
て
も
差
止
命
令
を
以
て
保
護
せ
ら
れ
る

(註
四
六
)
。

(
註
三
八
)

(註
三
九
)

(註
四
〇
)

日
本
民
法
二
三
一二
條
ば
か
》
る
場
合
に
枝

ざ
根
ざ
に
つ
き
取
扱
を
別
に
し
て
ゐ
る
。
爾
英
法
に
於
て
は
切
取

つ
た
枝
叉
は
根
は
之
を
隣
人

に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

戸註

四

一
)

(
註
四
二
)

を
な
し
得
る
場
合
に

四び
讐
⑦
せ
ず
に
損
害
賠
償
叉
は
差
止
命
令
の
訴
を
提
起
ず
る
の
は
素
よ
り
差
支
な
い
。

に
よ
れ
ば
探
光
擢
は
二
十
年
の
時
効
に
よ
つ
て
取
得
し
得
る
。

(
註
四
三
日

に
於

て
承
認
せ
ら
れ
た
。

(lateral support)

A
ttorneyG

eneral v. C
leaver (1811), 18 V

es. 211, 34 E
. R

. 297; A
ttorneyG

eneral v. B
righton and H

ove

C
ooperative Supply A

ssociation,  C
19003 1 C

h. 276.

Soltau v. D
e H

eld (1851), 2 Sim
. (N

. S.) 141, 61 E
. R

. 291.

abatem
ent

abate

Prescription A
ct, 1832, 2 &

 3 W
ill. IV

, c. 71, s. 3

B
ack v. Stacey (1826), 2 C

. &
 P. 465, 172 E

. R
. 210.

H
ouse o: L

ords
C

olls v. H
om

e and

C
olonial Stores., L

td., (1904) A
. C

. 179



(
註
四
四
)
H
i
g
g
i
s
 
v
.
 
B
e
t
t
s
,
 
[
1
9
0
5
)
 
2
 
C
h
.
 
2
1
0
;
 
D
a
v
i
s
 
v
.
 
M
a
r
r
a
b
l
e
,
 
(
1
9
1
3
)
 
2
 
C
h
.
 
4
2
1
.

換
言
す
れ
ば
享
樂
か
害

す
る

ニ
ユ
ー
サ
ソ
ス
の
訴
で
あ

つ
て
、
光

の

一
定
量
に
封
ず
る
侵
害

の
訴
で
は
な
い

(
P
o
l
l
o
c
k
,
 
T
o
r
t
s
,
 
1
3
t
h
 
e
d
.

(
1
9
2
9
)
,
 
p
.
 
4
3
3
)

o

(註
四
五
)

本
稿
三
八
頁
以
下
四
四
頁
以
下
参
照
。

(註
四
六
)
S
i
d
d
o
n
s
 
v
.
 
S
h
o
r
t
 
(
1
8
7
7
)
,
 
2
 
C
.
 
P
.
 
D
.
 
5
7
2
.

一=

(
三
)
文
書
誹
殿
(
l
i
b
e
l
)

等

昔
は
差
止
命
令
は
盟
に
財
産
権

に
対
す

る
侵
害
叉
は
侵
害
の
處
あ
り
た
る
場
合

に
の
み

登
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

つ
て
、
從

つ
て
文
書
誹
殿

(註
四
七
)
を
抑
制
す
る
爲
に
は
差
止
命
令
が

嚢
せ
ら

れ
な

か
つ
た

(註
四
八
)
。

し
か
し
前
述
の
如
く

(註
四
九
)
C
o
m
m
o
n
 
L
a
w
 
P
r
o
c
e
d
u
r
e
 
A
c
t
,
 
1
8
5
4

の
實
施
後
は
文

書
誹
殿
を

爲
す
こ
と
p
u
b
l
i
c
a
t
i
o
n
 
o
f

a
l
i
b
e
l

)
を
抑
制
す
る

爲
に
も
差
止
命
令
を

(
註
五
〇
)
し

か

も
中
間

的
差
止

命
令

(
i
n
t
e
r
l
o
c
u
t
o
r
y
 
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)
で
さ

へ
を
も

ノ

(註
五
一
)
嚢
し
得

る
や
う
に
な
つ
た
。
し
か
し
こ
の
中
間
的
差
止
命
令
を
饗

す
る
に
は
非

常
な
注
意
を

以

て
之
を

爲
す
べ
く
非
常

に
明
白
な
場
合
に
於
て
の
み
之
を
與

へ
る
べ
き
で
あ
る

(註
五
二
)

(註
五
三
)
。

衙
叉
口
頭
誹
穀
(
s
l
a
n
d
e
r
l

も
そ
れ
が
原
告
の
営
業

を
害
す
る
に
至
る
場
合

に
は
差
止
命
令
を
以
て
之
を
抑
制
し
得
る
が
勿
論
こ

の
場
合
に
於
て
も
非
常
な
注
意
を
以
て
之
を
爲
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(註
五
四
)
。
し
か

し
軍
に
商
人
が
自
己

の
商
品
を
誇
大
に

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

.(

六
七
)

六
七



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第
二
霧
第

二
號
)

み

六
八
)

六
八

廣
告
す
る

(
間
接

に
は
他
人
の
商
品
よ
り
優
越
せ
る
こ
と

を
主
張
す
る
こ
と

・こ
な
る
)
こ
と

は
勿
論
差
止

命
令
を
以

て

干
渉

せ

ら

る

べ

き
範
囲

で

は

な

い

(
註
五
五
)
。

更

に
叉

(註
五
六
)
に
よ
れ
ば
議
會
選
挙

の
前

及
び
選
挙

中
に
於
て

は
候
補
者
の
人
絡
及
び
行
動
に
つ
い
て
塵
僑
の
陳
述
を
爲
す
こ
と
は

差
止
命
令
を
以
て
之
を
抑
制
し
得

る

(註
五
七
)
。

(註
四
七
)

英
法
に
於
て
は
名
穆
殿
損

の
を
口
頭
誹
殿

・、c
云

ふ

。

を
分
つ
て
二
ざ
な
し
、
文
書
に
よ
る

も

の
を
文
書
誹
殿

ざ
樗
し

口
頭
に

よ
る
も

(註
四
八
)

(
註
四
九

)

本
稿
二
五
頁
以
下
、
特
に
二
七
頁
註
二
八
参
照
o

(
註
五
〇
Ψ

(
註

五

一
)

(
註
五
二
)

(
註
五
三
)

名
饗
殿
損
に
樹
ず
る
差
止
命
令
の
歴
史

及
び
そ
の
米
國

に
於
け
る

慣
行
に
つ
き)

参

照

。

(puffing)

C
orrupt and Illegal Practices Prevention A

ct, 1895(defam
ation)

(libel)

(slander)

Prudential A
ssurance C

o. v. K
nott (1875), L

. R
. 10 C

h. A
pp. 142.

T
horley's C

attle Food C
o. v. M

assam
 (1880), 14 C

h. D
. 763; T

hom
as v. W

illiam
s (1880), 14 C

h. D
. 864.

Q
uatz H

ill C
onsolidated G

old M
ining C

o. v. B
eall  (1882), 20 C

h. D
. 501; C

ollard v. M
arshall, (1892) 1

C
h. 571.

B
onnard v. Perrym

an, (1891) 2 C
h. 269; Salom

ons v. K
night, (1891) 2 C

h. 294.

R
oscoe Po ind, E

quitable R
elief against

D
efam

ation and Injuries to Personality (1916), 29 H
arv. L

. R
ev. 640



(
註
五
四
)

(
註
五
五
)

(
註
五
六
)

(
註
五
七
)

爾
市
曾
議
員
の
選
挙
に
つ
き
同
様
の
定
め
が

尚
本
稿
三
四
頁
註
二
参
照
。

に
よ
つ
て
爲
さ
れ
て
ゐ
る
o

二
=

(
四
)
特
許
権

(
す
鋤けΦづ
け)
著
作
堰

(
8
℃
属
粛
洋
)
等
の
侵
害

之
等
の
擢
利
に
対
す

る
侵
害

あ

る
場
合
に
単
に
普
通
法

上
の
金
銭
賠
償

ω
み
し
か
得
る
こ
と
が
出
來
な
い
も
の
,こ
す
れ
ば
、
被
侵
害
者
即
ち
特
許
権
者
著
作
権

者
等

は
訴
訟
の
重
複

に
稠
さ
れ
て
充
分
な
る
救
濟
を
得
る
こ
S
が
出
來
な
い
か
ら

(註
五
八
)
衡
平
法
管
轄
橿

は
か

・
る
場
合

に

は
差
止
命
令
を
以
て
之
を
保
護
す

る
。

即
ち
特

許
権
に
つ
い
て
は

(註
六
〇
)
第
十
條

に
よ
つ
て

一
部
修
正
)
に
、
著
作
権

に
つ
い
て
は

(
註
五
九
)
第
三
十
四
條

(註
六

一
)
第

六
條

第

一
項

に
そ

の
権
　

利
保
護
の
爲
に
差
止
命
令
を
嚢
し
得
る
こ
と

を
定
め
て
ゐ
る
。

(
註
五
八
)

本
稿
三
四
頁
参
照
o

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第
二
巻
第

二
號
)

(

六
九
)

六
九

H
erm

ann L
oog v. B

ean (1884), 26 C
h. D

. 306.

W
hite v. M

ellin,  [18953 A
. C

. 154.

C
orrupt and Illegal Practices Prevention A

ct, 1895, 58 &
 59 V

ict. c. 40.

M
unicipal E

lection (C
orrupt and Illegal Practices) A

ct, 1911, 1 &
 2

G
eo. V

, c. 7

(patent)
(copyright)

(m
ul

tiplicity of actions)

Patents and I)esigns A
ct, 1907

(Patents and D
esigns A

ct, 1919

C
opyright A

ct, 1911



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第

二
巻
第
二
號
)

(

七
〇
)

七
〇

(
註
五
九
)

(
註
六
〇
)

(
註
六

一
)

二
三

(
五
)
労
働

争
議
に
於
け
る
差
止
命
令
(..ド
げ
〇
ニ
ュ
ロ
誇
けδ
づ
..)

以
上
に
述
べ
た
所
は
英
國
に
於
け
る
差
止
命
令
に
つ
い

て
で
あ
る
が
米
國
に
於
て
も
そ
の
法
理
に
殆
ん
さ
異
な
る
所
が
な
い
。
し
か
る
に
米
國
に
於
て
の
み
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る

一
種
の
差
止

命
令
が
あ
る
。
そ
れ
は
即
ち
こ
こ
に
述
べ
ん
,こ
す
る
労
働
差
止
命
令

(
..貯
げ
9

且
巨
a
o
コ
..)
で
あ
つ
て
、
使
用
主
が
罷
業
せ
る
螢

働
者
及
び
そ
の
同
情
者

に
よ
つ
て
自
己
及
び
自
己
の
財
産
営
業

に
損
害
の
加

へ
ら
れ
る
こ
・こ
を
妨
げ
ん
が
爲

に
嚢
し
て
貰
ふ
差
止
命

令
で
あ
る

β註
六
二
)
。
裁
判
所

は
あ
る
場
合

に
於
て
は
罷
業
自
體

が
不
法
な
り

・こ
し
て
之
を
差

止
め
、
叉
あ
る
場

合
に
於
て
は
罷

業
自
罷
が
合
法
で
あ
つ
て
も
そ
の

一
定
の
行
爲
例

へ
ば
罷
業
に
加
は
ら
ざ
る
労
働
者
を
脅
か
し
叉
は
無
理
強
ひ
す
る
が
如
き
方
法
若

は
人
数
に
て
見
張
を
す
る
こ
と

を
差
止
め
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
既
に
述
べ
た
る
が
如
く
差
止
命
令
殊
に
中
間
的
差
止
命
令

(
凶三
〇二
。
2
δ
q

互
巨
9
一〇
3

は
比
較

的
簡
単

に
之
を
得
る

こ
と

が
出
來
、
し
か
も
そ
の
効
果

た
る
や
違
反
者
に
対
し
法
廷
侮
辱
の
刑
罰
を
以
て
臨
む
の
で
あ
る
か
ら
非
常
に
有
敷
で
あ
つ
て
螢

Patents and D
esigns A

 ct, 1907, 7 E
dw

. V
II, c. 29. 

Patents and D
esigns A

ct, 1919, 9 &
 10 G

eo. V
, c. 80. 

C
opyright A

ct, 1911, 1 &
 2 G

eo.V
, c. 46.

 ,("Iabor injunction")

("labor injunction")

(interlocutory injunction)



働
争
議
に
於
て
は
使
用
主
に
・こ
つ
て
最
も
好
ま
し
き
武
器
で
あ
る
。
同
時
に
労
働
者
に
,こ
つ
て
は
非
常
に
好
ま
し
か
ら
ざ
る
こ
・こ
で

あ
る
か
ら
労
働

組
合
は
最
も
強
く
之
に
反
対
し
労
働

差
止
命
令
を
許
す
や
否

や
は

一
つ
の
政
治
上
社
會
上
の
大
問
題
で
あ
る
。
又
法

律
上
も
性
質
上
純
然
た
る
刑
法
上
の
問
題
た
る
行
爲
を
差
止
命
令
を
以
て
禁
止
し
之
に
服
從
せ
ざ
る
者
を
法
廷
侮
辱
,こ
し
て
罰
す
る

こ
と

は
結
局
刑
法
の
機
能
を
借
取
す
る
も
の
で
あ
り
、
違
.反
者
に
陪
審
に
よ
る
裁
判
を
否
定
す
る
の
は
米
國
の
法
律
の
花

々
し
き
産

物
た
る

「
正
當
な
る
手
続
」

(
"
d
u
e
 
p
r
o
c
e
s
s
"

)
の
法
理
を
無
に
す
る
も
の
で
あ
る
等
・こ
の
非
難
が
あ
る

(註
六
三
)
。

而
し
て
米
國
聯
邦
及
び
各
州

に
は
種

々
の
労
働

差
止
命
令
を
制

限
す
る
立
法

が
爲
さ
れ

て
ゐ
る
が

(
註
六
四
)
猫
米
國
に
於
て
は

盛
に
労
働
差
止
命
令
が
用
ひ
ら
れ
て
居
り

(註
六
五
)
、
非
常
に
興
味
あ
る

一
つ
の
研
究

題
目
で
あ
る
が

(註
六
六
)
、
そ
の
研
究
は

之
を
他
日
に
期
し
度
い
・、

(註
六
二
)

米
國
に
於
け
る
労
働
差
止
命
令
発
展
の
根
源
ざ
な
つ
た
寓
件
は
I
n
 
r
e
 
D
e
b
s
 
 
(
1
8
9
5
)
,
 
1
5
8
 
U
.
 
S
.
 
5
6
4

で
あ
つ
て
、
事
案
は
一

八
九
四
年
の
鐵
道
の
大
罷
業
に
於
て
初
め
て
出
さ
れ
た
労
働
差
止
命
令
に
米
國
鐵
道
舅
働
組
合
の
首
領
た
る
D
e
b
sが
違
反
し
た
る
爲
注
廷
侮
辱

ざ
し
て
六
月
の
禁
錮
に
露
せ
ら
れ
た
事
件
で
あ
つ
て
右
判
決
に
於
て
聯
邦
最
高
裁
判
所
が
そ
の
慮
罰
の
正
當
な
る
ご
ざ
を
認
め
た
の
で
あ
る
o

(註
六
三
)
F
r
a
n
k
f
u
r
t
e
r
 
a
n
d
 
G
r
e
e
n
e
,
 
T
h
e
 
U
s
e
 
o
f
 
t
h
e
 
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n
 
i
n
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
L
a
b
o
r
 
C
o
n
t
r
o
v
e
r
s
i
e
s
 
(
1
9
2
8
)
,
 
4
4
 
L
.
 
Q
.

R
e
v
.
 
1
6
4

及
び
そ
こ
に
引
用
の
論
文
参
照
。

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(第
二
巻
第
二
號
)

(

七
一)

七

圃



英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第
二
省
第
二
號
)

(

七

二
)

七
二

し
か
し
社
會
に
害

の
あ
る
行
爲
か
差
止
命
令
を
以
て
禁
止
す
る
の
は
非
常
に
簡
躍
有
効
な
こ
さ
で
あ
つ
て
、
既
に
述

べ
艶
所
に
於
て
も
公
的

ニ
ユ

ー
サ

ン
ス

(
p
u
b
l
i
c
 
n
u
i
s
a
n
c
e

)
に
於

て
犯
罪
行
爲
に
つ
き
差
止
命
令
を
議

し
得
る
例
が
存
し
た
。
尚

こ
の
問
題
に
つ
き
C
a
l
d
w
e
l
l
,
 
I
n
j
u
n
c

t
i
o
n
s
 
a
g
a
i
n
s
t
 
C
r
i
m
e
 
(
1
9
3
1
)
,
 
2
6
 
I
1
1
.
 
L
.
 
R
e
v
.
 
2
5
9

参
昭
一〇

(
註
六
四
)

こ
の
立
法
中
で
最
も
有
名
な
の
は

一
九

一
四
年
に
聯
邦
議
會
を
通
過
し
だ
C
l
a
y
t
o
n
 
A
c
t

で
あ
る
。
同
法
に
よ
れ

捷
聯
邦
裁

判
所
は
、

罷
業
を
な
し
若
は
他
人
に
罷
業
か
爲

す
こ
ざ
を
平
稔
に
勧

め
叉
は
p
r
i
m
a
r
y
 
b
o
y
c
o
t
t

を
爲

し
若
は
之
を
勧
め
叉
は
合
法
的
な
目
的
の
爲
に
合
法

的
な
方
法
に
於
て
平
穏
に
集
合
す
る
ご
ざ
を
禁
止
す
る
差
止
命
令
を
出
す
こ
ざ
が
出
來
な
い
。
し
か
し
聯
邦
最
高
裁
判
所
は
同
法
な
解
釈

し
て
同
情

的
罷

業
及
び
s
e
c
o
n
d
a
r
y
 
b
o
y
c
o
t
t

を
禁
止
す
る
差
止
命
令
は
之
を
発
し
得
る
も

の
ざ
し
て
ゐ
る
。

(
註
六
五
)

伺

又
英
國
に
於
て
も
T
r
a
d
e
 
D
i
s
p
u
t
e
s
 
a
n
d
 
T
r
a
d
e
 
U
n
i
o
n
s
 
A
c
t
,
 
1
9
2
7
,
 
1
7
 
&
 
1
8
 
G
e
o
.
 
V
,
 
c
.
 
2
2

が
T
r
a
d
e
 
D
i
s
p
u
t
e
s

A
c
t
,
 
1
9
0
6
,
 
6
 
E
d
w
.
 
V
I
I
,
 
 
c
.
 
4
7

を
修
正
し
て
自
己

の
関
係
せ
る
職
業
内
の
労
働
璽
講
を
助
長
ず
る
以
外
の
目

的
を
持
ち
、
直
接
に
又
は
社
會

に
困
難
を
科
ず
る
ご
ざ
に
よ
つ
て
政
府
粒
強
制
ず
る
こ
と
を
企
圖
し
又
は
政
府
を
強
制
す
る
に
至
り
た
る
労
働
争
議

は
違
法
ざ
ず
ざ
定
め
た
黙
よ
り

考

へ
て
・
労
働
差
止
命
令
が
今
後
用
ひ
ら
れ
る
に
至
る
か
も
知
れ
な
い
。
而
し
て
現
に
同
法
第
七
條
は
以
上
の
如
き
違
法
な
る
労
働
弔
議
に
労
働
組

合

の
資
金
を
使
用
ず
る
ご
ざ
を
禁
止
す
る
爲
に
差
止
命
令
を
登
し
得
る
ご
ざ
を
定
め
て
ゐ
る
。

(
註
六
六
)
労
働

差
止
命
令
の
馨
考
書

ざ
し
て
F
r
a
n
k
f
u
r
t
e
r
 
a
n
d
 
G
r
e
e
n
e
,
 
L
a
b
o
r
 
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n
,
 
(
1
9
3
0
)

が
あ
る
り

尚
論
文
ざ
し
て
は
I
n
 
r
e
 
D
e
b
s
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.

の
後
間
も
な
く
登
表

さ
れ
た
も

の
し
て
D
u
n
b
a
r
,
 
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 
b
y
 
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n
 
(
1
8
9
7
)

1
3
 
L
.
 
R
.
 
R
e
v
.
 
3
4
7
;
 
G
r
e
g
o
r
y
,
 
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 
b
y
 
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n
 
(
1
8
9
8
)
,
 
1
1
 
H
a
r
v
.
 
L
.
 
R
e
v
.
 
4
8
7

が
あ

り
D
最
近

の

も
の
ざ
し
て



F
r
a
r
k
f
u
r
t
e
r
 
a
n
d
 
G
r
e
e
n
e
,
 
T
h
e
 
U
s
e
 
o
f
 
t
h
e
 
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n
 
i
n
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
L
a
b
o
r
 
C
o
n
t
r
o
v
e
r
s
i
e
s
 
(
1
9
2
8
1
9
2
9
)
,
 
4
4
 
L
.
 
Q
.
 

, R
e
v
.
 
1
6
4
,
 
3
5
3
,
 
4
5
 
L
.
 
Q
.
 
R
e
v
.
 
1
9
;
 
F
r
a
n
k
f
u
r
t
e
r
 
a
n
d
 
G
r
e
e
n
e
,
 
L
a
b
o
r
 
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n
s
 
a
n
d
 
F
e
d
e
r
a
l
 
L
e
g
i
s
l
a
t
i
o
n
 
(
1
9
2
9
)
,
 
4
2
 
H
a
r
v
.

L
.
 
R
e
v
.
 
7
6
6

が
あ
る
。

英
法
に
於
け
る
差
止
命
令
(
I
n
j
u
n
c
t
i
o
n

)

(
第
二
霧
第

二
號
)

戸

七
三
)

七

三


